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      一幕　ポーラ、シドの塔に来訪する






「三秒だ」

　黒くろ髪かみの少年は、年に似合わぬ傲ごう岸がんさでもってその言葉を口にした。

「三秒だけ話を聞いてやる。簡潔に面おも白しろくまとめろよ。もしかしたら一秒追加してやるかもしれないぜ？」

　緋ひ色いろの目は危険な色に輝かがやいており、両手にはほのかに光を宿している。

　少年は魔ま法ほう使つかいだった。髪が風に揺ゆれるように動いているのは、彼自身の放つ魔力のためだ。身にまとう空気の質が凡ぼん百ぴやくのものではない。激しく、獰どう猛もうで、まるで腹を空かせた竜りゆうに似た圧あつ迫ぱく感。平凡な使い手ではありえない。

　対たい峙じしているのは、老人だった。全身を覆おおい隠かくす深緑の長衣に身を包んでいる。その胸元に光る金色の紋もん章しようは、老人がどの派は閥ばつに属しているかを示している。

　頬ほおをひきつらせながら、老人は口を開いた。

「初めてお目にかかる、シド・マスター」

　その口調はまるで、老人よりもこの十をいくらも超こえていない少年の方が、はるかに丁重に扱あつかわれるべき存在であるかのようだった。

　老人はこの少年を畏おそれ、そして恐おそれていた。

　魔法使いには、格というものがある。生まれもった才能、努力、それだけではない、運命に似たものが彼らを分断する。

　魔法使いの中でも特別に選ばれたものは「魔ま導どう師し」と呼ばれる。現代語による普ふ遍へん魔法しか使うことのできない者たちに対し、魔導師たちは言こと霊だまを使い、普遍魔法では決して生み出せない力を操ることができる。

　そしてシドは魔導師の中でも有数の戦せん闘とう力りよくをもっている。老人には手の届かない高みにいる存在だった。

「私は王都の『青いヴ魚エのン魂トをリ宿エすー十タ字』より来」

「三秒たった。追加はなしだ、ご老人」

　からかいの口調。少年の声は笑いを含ふくんでいたが、その目には一切の笑えみもない。

「俺はもう数え切れないほど、王都からの要よう請せいを受けている。お前の支部だけではなく他ほかの支部からも、この国の支配者からも、協力しろと。



    

  
    
      　だからお前たちが言いたいことは分かっている。正直、飽あきてるんだ。お前のような輩やからには。

　人にものを頼たのむ前に、俺の望むものを持ってこい。話はそれからだ」

　老人はごくりと喉のどを鳴らした。

「望むものとは……」

「そうだな。東方の三ツ目王の王おう冠かんに輝く緋色の宝玉か、それとも片目の海かい賊ぞくがその眼帯の中に隠しているという碧あおの宝玉か。

　あるいは世界一の美び姫きとして評判のユーリンゲンの姫ひめ君ぎみでもいいし、あるいは大昔の勇者が使ったという竜の骨を鍛きたえた名も無き剣けんでもいい。

　そういうのを持ってきたら、一晩くらい話を聞いてやるよ。あとは……そうだな。最強を謳うたわれた反逆教皇の聖灰でもいい。それなら三日話を聞いてやる価値があるな。

　あるいはここに行けとお前に命じた、セイ・ノーマンの舌でもいい」

「すまぬ」

　老人の眉み間けんには苦く悩のうが深く刻まれている。

「儂わしのような下級魔導師がそなたの前に立つ無む謀ぼうは承知している。だが、セイ・ノーマン様はお前を連れてくるか、もしくは殺さねば……」

「お前の心臓を返さないと言ったんだろう？」

　シドは片かた眉まゆを動かして舌打ちした。

　セイ･ノーマン。シドにとってその名前は忌いま々いましいものだった。

　おそらくシドは老人よりもセイのことをよく理解している。セイはシドに執しゆう着ちやくし、何人も何人も老人のような使者を送り続けてきたからだ。男も女も、子供さえ送ってきたのだ。

「いいか。

　お前はやつに心臓を抜ぬかれた。その時点で、お前は死んでしまった。生き返ることは、できない。やつの言葉は全て偽いつわりだ。

　俺を連れて行こうが、殺そうが、お前は二度と生きることはない」

　セイ・ノーマンはシドと同等の力を持つ、「水」の魔導師として知られている。このカドス王国では、死人ネクロ遣いマンサーとして恐れられている存在だった。目的の為ためならば人の命などなんとも思わない。そもそも生に価値など見いだしていない。真性の人でなしだ。

「お前のように心臓を抜かれたやつを何人も見た。そいつらは皆みな、報むくわれずに死んでいった」

「嘘うそだ」

　老人の身体が光を帯び始める。激しく首を振ふり、言葉の続きを聞くことなく老人は叫さけんだ。

「お前の言うことなど、信じられぬ！

　我が挑ちよ戦うせんを受けよ、シド・マスター。いや、この身を竜どもに食われようと、儂はお前に戦いを挑いどむ……！」

　緋ひ色いろの双そう眸ぼうが、冷たい光を浮うかべた。傲ごう慢まんな態度の中にもわずかにあった老人への同情が、消え失せる。シドは口くちの端はしに笑みをたたえた。

「受けよう。

　全なウるル巫ガ女・姫ミのリ名オのー下レに」

「我もまた然りミ　リ　オ　ー　レ！」

　魔導師たちは宣言する。それは戦せん闘とうの始まりを告げるためのものだった。

「ゼン・カーダ・ヨウ・ノーマ・ゴーリャ……」

　老人は目を閉じ、詠えい唱しようを開始した。

　魔ま導どう師しは「言こと霊だま遣つかい」とも呼ばれる。力をこの世に現前させるとき、「言霊」を用いるからだ。言葉が鍵かぎとなり、自然界と魔力の源泉をつなげる門を開く。

　老人はシドより早く詠唱をはじめた。より早く魔法を完成させることは、言霊遣い同士の戦いにおいては基本戦略である。

　しかしシドは両目を細め、詠唱を続ける老人を見つめていた。



　魔法とは、「言霊」を唱えることによって体内の魔力を使い、世界を変革するものである。力は「火」「風」「土」「水」「金」「木」のどれかの性質をもっている。もちろん、それらに含まれない例外もある。

　これらに分類されない力としては、たとえば変身能力がある。世界には千変万化に姿を変じる魔法使いがいるという。また「時間」「空間」に干かん渉しようする力を持つものは魔法使いではなく賢けん者じやとして称たたえられる。



　シド・マスターの力は卓たく抜ばつしたものだ。ただしその力の質は、特とく殊しゆなものではない。

　彼が世界有数の魔導師として名を知られているのは。



「ヴント　ベイタル　アゲート」



　凡ぼん百ぴやくの魔導師たちが百も二百も呪じゆ文もんを唱えなければならないのに対し、シドはたった五語。

　その五語を唱えるだけで、世界を変革することができた。



「ギガ　バース！」



　老人は口の中で呪文の残りを唱えながら、猛もう烈れつな攻こう撃げきを受けた。

　シドの力は「火」に属する。死人の身体を浄じよ化うかする熱。巨きよ大だいな炎ほのおが、老人の身体を包み込んだ。その身体に心臓はない。それはとうに抜かれており、老人は命じた者の心のままに動く傀かい儡らいと成り果てていた。

　だからシド・マスター……マスターの称しよ号うごうをもつ少年に、魔法で勝負を挑むような真ま似ねができたのだ。

　魔法使いならば皆知っている。

　シド・マスターという名前の少年は、慈じ悲ひを知らず、容よう赦しやなく無造作に敵を屠ほふると。この国を半分以上焼いた双ふた子ご王おう戦争の末期において、侵しん略りやくしてきた他国の兵をほとんど一人で滅ほろぼしたのは、この少年だと。

「あ、あああ！」

　乾かわいた木のように燃えながら、老人は歩み寄ってくる少年を見つめた。深い後こう悔かいがその顔に浮かんでいる。なんということをしてしまったのだろう。いや違ちがう、セイ・ノーマンに言われたときはっきりと断ったはずだ、そんなことはできない。彼に近づくことはできない、死にに行くような真似はできないと。

　……だが気づけばここにいた。

　あのとき自分は殺されたのだ。もう、自分は、世界のどこにもいないのだ。

「苦しいか」

　シドは静かな感情をたたえる眼まな差ざしで、老人を見つめた。

「俺は聖職者じゃない。お前みたいな馬ば鹿かどもには反へ吐どが出る。だが、奴やつのように馬鹿を使っているつもりの馬鹿にはより怒いかりが湧わくんだよ。

　───聞いているんだろう、セイ・ノーマン」

　その名を聞いた途と端たん、老人の表情が一変した。かぱ、と開いた口が生々しい嘲ちよう笑しようを浮かべる。老人の意志と関係なく、その舌は動いた。

「また、失敗、した、か……つまらないなあ」

「てめぇ。何度失敗したら懲こりる？　無む駄だだと何度言えば分かるんだ、くそったれ」

「うふふ、ふふふ……。

　また、すぐに会おう、ね……シド……」

「俺はお前を三度殺した。四度目は、いつだろうな」

「ふ、ふ、あ、ははは、ぁ……」

　笑い声が炎の中で小さくなっていく。

　倒たおれ伏ふした老人の身体が、バネ仕じ掛かけの人形のように立ち上がったときも、シドは動じなかった。老人は骨と化した両手を突つき出し、シドの身体に触ふれようとする。

　シドはその動きを予期していた。必要最小限なだけ身を引くと、右手を老人の額に向けて突き出す。

「眠ねむれ」

　シドは眉まゆも動かさずに呪文を唱え、猛もう火かを叩たたきつけた。





　どれほど時間が経たっただろうか。

　室内には、焦こげあと一つなかった。シドは行ぎよ儀うぎ悪く足を組んで椅い子すに深く腰こし掛かけ、巨大な本をぺらぺらとめくっている。

　卓たくの上には、頭ず蓋がい骨こつが置かれている。さっきの老人のものだった。骨まで焼いてこの世から消すつもりだったが、頭蓋骨だけは残ったのだった。

　黄ばんだ紙に書かれているのは古い時代の文字であり、文法すら今とはまるで違っている。シドは文字を目で追いながら、

「なんだ？」

と声を出した。

　すると、扉とびらが開いた。そうっと覗のぞき込むように顔を出したのは、細い目をした青年だった。緊きん張ちようの面おも持もちでシドを見つめている。

「お客さんなんだけどな、シド」

　機き嫌げんをうかがうような声音に、シドは眉み間けんのしわを深くする。

「また間ま違ちがいじゃないだろうな」

「いやいや、さっきの奴を通したのは、俺じゃない。ビアンカだ。でも、お前どんな客が来るか、言わなかっただろ？」

「今度はちゃんとばあさんなんだろうな」

「申し訳ございませんでしたね、こんなおばあさんで」

　その声を聞いてシドは目を大きくした。青年はぴゅっと姿を消してしまう。

　代わりにそこに現れたのは、黒いシスター服に身を包み、白しら髪がを綺き麗れいに一つにまとめ上げた婦人だった。

「ポーラ」

　シドは、巨きよ大だいな本を卓の上に載のせると、立ち上がった。この婦人こそ、シドが待っていた客人だった。

「久しぶりだ」

　シドは懐なつかしそうな口調で言いながら、近づいていく。

　二人は向かい合った。背の高いシスター・ポーラから見て、シドは胸ほどの背をした小さな少年に過ぎない。だがポーラは、

「お元気でいらっしゃいましたか、シド・マスター」

と礼れい儀ぎ正ただしい口調で挨あい拶さつをした。

「ああ。……君は」

「あなたはずっとお変わりない。私はこんなに年を取ってしまいましたけどね。この前医者に、次の冬を越こすことはできないだろう、と言われましたよ。心臓がもう、お休みしたがっているとね」

　シドは瞬まばたきをしてポーラを見上げた。

　ぴんと伸のばされた背筋に、きりりと上がった眉は、今にも「きちんと椅子にお座りなさい」と説教しそうな、厳しそうな印象を与あたえる。その目の奥おくに、ほんのかすかに茶目っ気があるのを見み抜ぬく者はあまりいないかもしれない。

「まあ、私は医者の言うことなんて、話半分にしか聞いてませんけどね」

「ちゃんと養生しろ。お前はいつだって無茶をするから」

「あら、でもその私よりもっと無茶をされていたのはどちら様でしたっけ」

　からかい口調で言われ、シドは仏ぶつ頂ちよ面うづらのままだった。

「まさか、最後の挨拶に来たというわけじゃ、ないんだろう？」

　シドの声は暗く、絞しぼり出すようだった。

　ポーラは目を細め、まさかと首を振ふった。



　ポーラがこの少年と知り合ったのは何十年も前のことだ。その頃ころからこの少年は魔ま導どう師しシド・マスターであり、炎ほのおの使い手であり、少年の姿をしていた。年をとらないのは祝福ではなく呪じゆ縛ばくであり、呪のろいである。シドは己おのれの境きよ遇うぐうについてほとんど語らないが、ポーラは彼が自分の有様を疎うとんじていることをよく知っている。

　この少年が機き嫌げん良よく笑うことなど、ほとんどない。大体は今のように眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを引き結んだ仏頂面をしている。



「最後の挨拶なんて、私の趣しゆ味みではありません。今日ここにきたのは、少々困った事態になってしまったので、その相談をしたくて」

「困った事態……？」

　ポーラの教会はカドス王国の北東部。ヴェルネスカ公領のドルファの町である。魔物の住む山地に近いこともあって、堅けん牢ろうな外がい壁へきに守られた町だ。

「十日ほど前、町の中で傭よう兵へいくずれの男たちが騒さわぎを起こしました。剣けんを振り回してヴェルネスカ公への暴言を吐はき、酒場を占せん拠きよして人ひと質じちを取ったのです。

　残念ながら、助けが来るのは遅おくれ、死人が出ました。殺されたのは旅人の娘むすめだったのですがね、その恋こい人びとらしい男が……魔法使いだったのです」

　シドは口を挟はさまず、ポーラの話を聞いている。眉間のしわはよりいっそう深くなった。

「彼は、祝福されざる魔法を使いました」

　ポーラの言う、祝福されざる魔法とは、資格のない者が使う魔法のことである。

　たとえばシドでない者がシドの呪じゆ文もんを唱え、魔法を使おうとしたとする。すると、その魔法は失敗に終わるだけではなく、どこからか竜りゆうが現れ、偽りの魔法使いをこの世から消してしまうのである。祝福されていない者が使う魔法は、必ず代だい償しようを払はらうことになるのだ。

「竜はすぐには現れませんでした。だから、もしかしたら来ないのかもしれないと皆みな言いました。しかし、そんなにたやすいものではないのですね。町の外壁にあの赤い竜が舞まい降りたときは、夢かと思いましたよ。

　魔法を使った男は殺されました。それだけでなく、狂きよう乱らん状態に陥おちいった賊ぞくたちも竜に襲おそいかかり、返り討ちに遭あいました。竜は町の中で荒あれ狂くるい、建物を壊こわしました。……私の教会もね。

　今も震ふるえが来ます。壊れた壁かべから、竜が顔を伸ばしてくる。子供たちが泣き叫さけんで、必死に助けを求めている。……あのとき、誰だれひとり残らず死ぬのだと思いました。

　そんな顔をしないで、シド。あなたは強いけれど万能ではない。私があのとき竜に殺されたとしたらそれは神の思おぼし召めしだったのでしょうし、今生きているのも同じことでしょう。

　竜は、去っていきました。きっと子供と老人しかいなくて、気が向かなかったのでしょうね。ですが教会はぼろぼろになってしまいました」

　ポーラは淡たん々たんと告げる。シドは何度も口を挟もうとしてやめた。ポーラの話は終わっていなかった。

「お恥はずかしながら、建物の修理は蓄たくわえでは間に合わなかったので、とある貴族の方に寄付をお願いしました。このままでは冬を越すこともできませんから。そうしたらその相手は、金は出すが娘を一人寄こせ、できればあの赤い髪かみの少女が良いと言ってきました」

「………………」

　シドは渋じゆ面うめんのまま目を閉じた。

「ポーラ。その赤い髪の少女っていうのは」

「ええ。アニスのことです。あなたが十年前、私に預けた子ですよ」

　シドは深く息を吐き出した。目を開き、ポーラを向く。ポーラは真しん剣けんなまなざしでシドを見つめている。

「あれは……元気か？」

「元気ですよ。ええ、とても。少々慌あわて者に育ったみたいですけどね……床ゆかを拭ふく雑ぞう巾きんで人の顔を拭きそうになったり、手紙を渡わたし間ま違ちがえたり、拾ってきた猫ねこが十匹ぴきも子を産んだり。

　ですが、あの子はとても優しい子に育ちました。今では娘のように思っています。

　寄付の代わりにあの子を差し出すなんて、とんでもないことです。話はしっかりお断りしたのですが、しかし相手がしつこくあの子を寄よ越こせと言ってくるのです。裏で手を回して、他ほかに援えん助じよしてくれそうな方たちに、私の教会を助けるなと命じたり……」

　ポーラはきっと色々な手を尽つくしたのだろう。だがそれは無む駄だ足あしに終わったのだ。万策尽きて、シドの許もとにやってきたのだ。

「分かった」

「シド？」

「俺がそいつを消し炭にしてやるよ。どこにいるんだ？　名前は？」

　ポーラは深くため息をついた。

「あなたは、そんなことを私がお願いしに来たとでも？　いいえ、無理です。いくらあなたが強くてもね。相手は、ヴェルネスカ公の血けつ縁えんですから」

　シドは目を見開き、椅い子すに深く座ると憤ふん然ぜんと鼻息を荒あらくした。確かに、手を出せばよりいっそう悪い結果が待つ相手だ。シドだけならともかく、ポーラに迷めい惑わくがかかる。

「ですから、シド。どうかお願いします。

　あなたがあの子を引き取って頂ちよ戴うだい」

　シドはポーラがそう言うのを悟さとっていた。ポーラのまなざしから目をそらし、首を振ふる。

「あのとき無理だと言っただろう？　子育てなんざ俺には向いてねえ」

「あのね、あの子はもう貴方が覚えているような小さな女の子ではないのですよ」

「ポーラ。小さかろうが大きかろうが、同じだ。それに俺はこんな塔とうに引きこもった、魔ま導どう師しだぞ？　女が健全に育つ環かん境きようじゃないと思うがな」

　説得にかかろうとしていたポーラは円えん卓たくの上にあるものに気づき、ややひるんだ。

　赤茶色に焦こげた頭ず蓋がい骨こつは、まるで笑っているように見える。しかしポーラはそれはなんだと問うような真ま似ねはしなかった。彼女はシドがどんな風に生きていかねばならないかをよく知っている。

「あの子は、私の教会にいては危険かもしれません。相手はアニスに執しゆう着ちやくしているように見えます。

　アニスには、このことは話していません。あの子ならきっと、私たちのために『その人のところに行く』と言うでしょうから。

　……ですから私は、あの子をシスターにしようと考えました。性格的にはあまり向いていないように思えたけれど、聖職者になれば教会という組織の一員として、守ってもらえる。だから急いで試験を受けさせたのです」

「で？」

「落ちました」

　シドは目を見張り、数秒黙だまり込んだ。

「シスターは、なりたい奴やつなら誰だれでもなれるもんだと思ってたけどな」

「あの子の学力に問題はありませんよ。試験の結果に手を回された結果だと思います。ですから、もう私にはどうしていいか分からない。

　シド、どうかお願いです。あの子を守ってあげて。……それにあの子がここに来るのは、あなたにとっても良いことだと思うのです」

「だめだ」

「シド、どうか、お願いします。私の力不足のためにあなたに迷惑をかけることも、あの子を手放すことも、どちらも本当に辛つらい。でもこのままでは、あの子も、あの場所も、守ることができそうにないのです」

　シドは唇くちびるを噛かんだ。

「無理だ」

「シド」

　ポーラは首を振り、シドを黙って見つめた。シドは言葉を失い、そのまっすぐな視線を受け止めることができずに目をそらした。

「あなたには、私に決して話してくれない秘密がありましたね」

「………………」

「それと、あなたがあの子を手元に置かずに私に預けたこととは、何か関係がありますか」

「………ないとは言わない」

　聞こえないほどの小さな返事だった。ポーラは静かにため息をつく。

「シド。お願いします」

「………………」

「シド」

　シドは、長い間黙っていた。ポーラは強い意志でその沈ちん黙もくに立ち向かった。長い、長い時間が過ぎた後、やがて少年は、微かすかに頷うなずいたのだった。



    

  
    
      二幕　アニス、養い親と出会う






　地平線まで続く金色の麦畑を、風が撫なでていく。

　よく晴れた、暖かな日だった。のどかな田園の真ん中を貫つらぬく道の上を、馬車がのんびり走っている。やがてその馬車は古くて大きな建物の前に止まった。おそるおそる外に出てきたのは、鞄かばん一つを手に持った赤い髪かみの少女だった。

　少女は地面に降り立つと、きょろきょろ周りを見回した。馬車はゆったりと遠ざかっていく。少女はそれを見送ってかすかに心細そうな表情になったが、首を振ると毅き然ぜんと顔を上げた。

　ここは少女が育った町から馬車で二日。ラドゥク公領ノーマの町だ。ここらは緩ゆるやかな輪りん郭かくを描えがくタイプス山脈に包まれた、のどかな地方である。少女が育った気候の厳しい東部地方とは、空気の柔やわらかさすら違ちがう感じがした。道を歩く農夫たちが、あくびしている。

　しかし少女は彼らのように悠ゆう長ちようにしてはいられなかった。しばらくあたり一帯を眺ながめた後、意を決したようにひときわ大きい建物に向かって歩いて行く。

　しかし、最初は気合いとともにずんずんとたくましく進んでいた足取りが、徐じよ々じよにぽそぽそと元気がなくなり、最後には止まってしまった。

　おびえたように目の前の建物を見上げる。田舎町の役所だが、威い容ようは少女を怖おじけさせるに十分だった。西部によく見られる四角い屋根の、何十部屋もありそうな建物だった。

　その扉とびらから、人が出てくるのが見えた。少女はあわてて背を伸のばす。相手は農夫らしく見えた。中年の鼻の丸い男だ。少女は脇わきを抜ぬけていこうとする男の背中に慌あわてて話しかけた。

「すみません！　あの、誰だれか、ここに来てませんか？」

　とっぴな質問だった。少女はすぐに後こう悔かいしたが、口から出た質問は取り戻もどせない。

　男は怒ど鳴なられるような大声で話しかけられて、飛び上がりそうになった。しかし相手が小さな赤毛の少女だと知って落ち着きを取り戻したらしく、咳せき払ばらいする。

「そんなことを突とつ然ぜん言われても……誰がだね」

「あの、迎むかえの方が待ってくださってるって話だったんですけど、誰もいなくて。困ってるんです」

「そいつの名前は」

「あの、迎えの方の名前は分かりませんけど、私を引き取ってくださる人の名前は、シド様とおっしゃいまして」

　少女は頭のてっぺんからため息を浴びることになった。

「あそこにベンチがあるから、座って待ってたらどうだね」

「あ、あの」

「シド、なんて名前のやつはこの町にはいないがね」

　面めん倒どうになったのか、男はさっさと足早に去っていった。急いでいたのだろう、呼び止めて悪かったかもしれない。そう考えて少女はため息をつき、ベンチに近づいていった。



　少女の名前はアニスといった。

　年ねん齢れいは十三か、十四くらいに見える。物心ついたときには教会に孤こ児じとして引き取られていたため、アニス自身、己おのれの年齢を知らなかった。背はあまり高くなく、一見おとなしそうな顔立ちをしている。

　しかしその熟した林りん檎ごよりもなお赤い髪が、見る者に強い印象を与あたえる。その髪を無造作にふたつに結んでいる。自分でやったせいか、後れ毛がぴょんとはねていたりする。

　飾かざり気も何もない黒いワンピースは、年代物のお古だ。わざわざ自分を引き取ってくれる親切な人に、少しはマシに見えるといいと願わずにはいられない。

　いや、それよりも問題は。

　その相手が本当にここに来てくれるかどうか、だ。

　田園地帯の一本道は、地平線まで見み渡わたせるのだが、迎えとおぼしき人の姿はない。

　アニスはぶんぶん首を振ふった。一いつ緒しよに髪が揺ゆれる。

「疑うのは良くないわ。そうよ、きっと事情があって、少し遅おくれてるだけだわ」

　独り言を言いながら、いやな考えを追い払はらおうとする。いやしかし、何か大事なことを忘れていないだろうか。さっきの男がとても気になることを言ったのを……。

『シド、なんて名前のやつはこの町には……』

「嘘うそよ嘘よ、そんなの。そうよ、町にいる人全員の名前を覚えてるはずないわ。シド様はきっと来てくださるもの。ううん絶対だわ」

　アニスは自分で自分に暗示をかけるかのように頷うなずいた。

「シド様はきっと初老のおじいさまだわ。白い髪かみと、立派なひげが。もしかしたら眼鏡をかけていらっしゃるかも。お腹が出てらっしゃるかもしれないわ。それに杖つえを使われていたら、素す敵てきよね」

　シド様はどんな方ですか、と質問したアニスに、ポーラは遠い目をして『会えば分かります』と答えた。いつも冷静沈ちん着ちやくで動どう揺ようすることのない彼女が少しだけ焦あせったように見えたのは、気のせいだったろうか。

　そうそう、とアニスは一人頷く。想像の中のシド老人は、亡くなってしまった孫まご娘むすめにそっくりなアニスをどこかで見かけて、引き取ることを決意したのだ。

　反対もあっただろう。そう、彼の屋や敷しきに昔からいるに違いない、いじわる役のひっつめ髪の女教師が『わたくしは反対です。お嬢じよ様うさまはこれから先もただ一人だけ』なんて言いながら老人の暴挙を止めようとしただろう。しかし、シド老人は自分の人生の先が見えてきたこともあり、決心をなかなか覆くつがえさない。

　女教師はしつこく食い下がり反対するけれど、結局シド老人は、

「いやいや、私は孫をもう一人欲しいのではない。哀あわれな孤児の娘むすめに、ささやかな救いの手を伸ばしてやりたいだけなのだ」

と女教師を説得する。

　なんて感動的なんだろう、とアニスは自分の妄もう想そうにじいんと胸が温まる思いがした。

　一人でうんうん頷いているアニスの耳には、周囲の物音が届いていなかった。何かが降りてくる大きな音とともにスカートを巻き上げるほどの風が吹ふいたのに、アニスは己の内側の想像に一心に耳を傾かたむけていたのである。

　腕うで組ぐみをしてうんうん頷いているアニスの姿は、周囲から見て、かなり怪あやしげではあった。

「ああ、でも変だわ。孫娘がいないのに、どうして女教師はずっとお屋敷に住んでるのかしら。……きっと行く場所がなくなったからシド様がここにいても良いとおっしゃったのね。なんて親切な方かしら。女教師はきっと感謝して、メイド頭のようなこともしているかもしれないわ。あ、女教師じゃなくてメイド頭の方がしっくりくるわね、役やく柄がら的に。女教師あらためメイド頭」

「あのぅ」

「メイド頭は言うのよ、

『孤児だなんて、どこの馬の骨か分からない子供を引き取って。もしものことがあったらどうなさるのですか。それに、その少女の中身がお嬢様に似ていなかったら？』

『いや、そんなことはもはやどうでもいいのだよ。私は私を導く神の声に従い、生きるのだ。どうか分かって欲しい……』

　ああ、どうしよう！」

「ちょっと……」

「『シド様。私はあなたの願いにかなうようなものではありません。シスター試験にも落ちました。でも、料理と洗せん濯たくは得意です。あと、計算くらいなら小さな子に教えることができます……』」

「君、こっちに気づいてくれないかなあ」

　ぴたりと動きを止めて、アニスはそちらを見た。

　長く伸のびた髪を後ろでしばった、ひょろりと背の高いたれ目の青年が、困ったようにアニスを見下ろしていた。

　胸に手を当てて思い入れたっぷりに台詞せりふを口にしていたアニスは、声をかけられていることに気づかなかった。それどころか、相手の背後には大きな竜りゆ車うしやがある。その車がやってきた物音すら耳に入っていなかったらしい。

　相手の呆あきれている様子からすると、きっと一部始終を見ていたのだろう。

　アニスは動揺のあまり、飛び上がりそうになった。顔が真っ赤になる。

「ああああ、あの、これはですね、年末の劇の練習でっ！　いえ、もう劇はないんだった。あの、あの、私、一人で演技してたわけじゃなくて、ただ単に想像というか妄想というか、考えたことが外に出ちゃっただけで、あの、あの、私っ」

「アニスさん？」

「はっ、はい。私、アニスです。ドルファの町の教会から来ました！」

　相手はアニスを少しの間眺ながめていたが、にっと笑うと、

「俺はジーク。シドにあんたを迎むかえに行ってくれって、頼たのまれたんだ。

　遅おくれてすまなかった」

と謝った。

　ジーク、と口の中で繰くり返し、アニスは相手を見上げた。背が高いが、成長がまだ追いついていないのか、痩やせてひょろりとした印象を受ける。笑えみをかみ殺しきれていないので、ややにやけた表情になっているが、どこか育ちの良さそうな感じがする青年だ。

「じゃあ、あれに乗って。すぐ出発するから」

と言って、ジークは竜車を指差す。アニスはやや迷うそぶりを見せながら、ジークの背中についていった。



　竜車とは、大型の竜に人が乗るための騎きじ乗よう具ぐを取り付けたものを指す。竜は扱あつかいが難しいが、頑がん丈じようで力が強く、馬よりも大量の荷物を長時間引かせることができる。

　しかしこの竜は運うん搬ぱん用ようの馬竜などではなく、固いウロコをもち、宝石のような漆しつ黒こくの目をしたとても美しい竜だった。そして、この竜の背中には尾おほどに長い翼つばさが折りたたまれている。

「こいつ、ノアっていうんだ。美人だろ？」

　アニスはおっかなびっくり近づいていく。ジークはぽんぽんと鼻はな面づらをなでると、ノアは気持ちよさそうに目を細めた。まるで犬や猫ねこのような仕草である。

「触さわってみるかい？」

「あの、やめときます……」

　アニスは首を振ふって遠えん慮りよした。元いた町でアニスは、竜と聞いただけで悲鳴を上げたくなるような目にあった。

　ノアの目は非常に知性的で、穏おだやかな気性に見えるが、触るのは怖こわかった。

　ジークは笑いつつ、座席に乗り込むように言った。

　ノアの背中に乗せられた座席は、堅けん固ごな部品と革ひもによってつながっている。見上げるほどの高い位置にある座席に着くためには、とげとげのついた尻尾を上っていかなければならなかった。アニスはジークの手を借りつつ、おっかなびっくり上っていく。

　アニスが座席に乗り込んでも、ノアは優美にあくびをしていた。

　座席に置かれたふかふかのクッションの上に座ったアニスは「シド様はお金持ちのおじいさまだ」という認識を新たにした。

　ジークは慣れた手つきで竜車を操る。革ひもが引かれるのを合図に、伏せていた竜は立ち上がった。静かで丁てい寧ねいな動きだったが、すうっと身体が浮く感覚に、アニスは両手で口を押さえて声を飲み込む。

　そしてゆっくりと前に動き出した。

　まるで地面の上を滑すべるように走る。

「心配しなくても、大だい丈じよ夫うぶ。怖くないから」

　固くなっているアニスに、ジークは気楽な声をかける。

「私、竜車に乗るの、初めてなんです……っ、きゃあ！」

　がっちりと座席につかまるアニスを振り返り、ジークは大丈夫、と言った。

「心配しなくていいよ。最初はびっくりするかもしれないけど……そういや、かなり待たせただろう？　悪かったな。こいつ、戻もどるのは得意だけど行くのは苦手なんだよ」

「いえ、それほど待ってません。

　あの、質問なんですけど、ジークさんはシド様のお屋や敷しきの方ですか？」

「呼び捨てでいいよ。俺は竜りゆうの世話とか、用心棒みたいなことをしてるんだ」

「用心棒……ですか？」

　アニスは瞬きして隣となりの男を見つめる。

「そうそう。ときどき、変な客が来たりするからね」

　へらっと笑うその顔つきには緊きんち張よう感がなく、あまり用心棒らしくは見えない。

　道沿いに走り続けているが、行き交かう者はない。昼時だからだろうか。

　竜の足取りは確かで、座席はほとんど揺ゆれない。ここまで来るのに乗ってきた馬車は、正直言って二度と乗りたくないと思うようなものだったが、竜車は乗り心地ごこちも速度もまるで違ちがっている。

「あの、通りかかった人にシド様のことをうかがったんですけど」

「ああ……もしかしたら、この町にはそんなやついないって言われたんだろ？」

　ジークが忍しのび笑いを漏もらすのを聞いて、アニスは眉をひそめた。

　自分はこの竜車に乗っても、良かったのだろうか？　と不安になる。疑いの目でみると、ジークは結構怪あやしく思えた。

「そんな顔せずに。大丈夫、シドにはとある事情があって、自分の居所を誰だれにも知られたくないんだ。で、遠いなんのゆかりもない場所で、君に待っててもらったわけ」

「シド様のお屋敷は、この町にはないんですか？」

「うん、そう」

　ジークは言いながら両りよ腕ううでで綱つなを引いた。しかし、それは竜を減速させるためのものではなかった。目を丸くするアニスの前で、竜は、その翼を開いた。

　まるで目の前で大きな布を広げられたようだった。

「舌噛かまないようにね」

「あのっ……このまま、走っていくんじゃ、ないん、ですか」

「ええ？　無理無理。飛んだ方が速いよ」

　ジークはからから笑っているが、アニスはそれどころではない。

　徐じよ々じよにノアは前ぜん傾けい姿勢になった。地面を進む速度が増していく。蒼そう白はくになったアニスが慌あわてて手すりにすがりついたとき、ふわりと竜の身体が浮ういた。胃が浮き上がるような感覚がした。

「しっかりつかまって。落ちたらちょっと怖いことになるからねえ」

「ちょっ……待って、こ、怖いって、怖いって、なんです……っ？」

　ジークはのほほんとした調子で、

「この竜、結構器用なところがあってさ。車から落ちた子拾うの得意なんだよ。口で」

　深い緑色をした竜はアニスとジークを乗せた座席の重みに難なく耐たえ、翼つばさが風をふくんで大きく広がった。ぐんぐんと空が、近づいてくる。

「いいいい、いやあああああ────────っっ！」

　アニスは自分がこんなに大きな声で悲鳴を上げるのを、初めて聞いた。



　ジークは「外、見てみたら？」と声をかけたが、アニスは座席の底にすがりついていた。何度も声をかけられて、ようやくおそるおそる顔を上げる。冷たい風に吹ふかれて一度は引っ込んだものの、再びゆっくりと顔を出した。

「うわあ、あ……」

　太陽の光を浴びる田園は、まるで黄金の海のようだった。それは恐きよ怖うふの中にあってもなお美しいと思える風景だった。

　自分が来たのはあちらだろうか、とアニスは東に視線を向ける。そちらには、天を支えるという大ヴェルニ山脈、ひときわ大きくそびえ立つのは霊れい峰ほうアーバスだ。緑の平野に点々と町や村が散見できるが、ポーラの教会のあった町は、もちろん見えはしない。

　アニスが育った町は、一年の内ほとんどが寒く、雪に閉ざされていた。石でできた小さな教会では、アニスのように親のない子供がシスターたちに育てられていた。

　かつては戦火に焼かれたこともあったらしいが、アニスは人同士が剣けんを持って戦うところなど、ほとんど見たことがなかった。

　ポーラ教会が竜に襲おそわれたときのことを思い出す。あれは恐おそろしかった。今この車を引いている翼よく竜りゆうとはまるで違う、顔中に角のついた、鉄のような色の皮ひ膚ふをした竜が建物の割れ目から顔をのぞかせたときは、もうだめだと思った。

　物語に出てくる人物のような力があれば、剣一本で竜に立ち向かい、見事成敗して王様にほめられたり、英えい雄ゆうとして褒ほめ称たたえられたりしたかもしれない。しかしアニスにできたのは、「来ないでぇ！」と子供を抱だいて叫さけぶことくらいだった。

　自分に力がないことが残念でならない。

　もし、竜りゆうを倒たおせるような力をもっていたら。あるいは、自分が貴族の隠かくし子であったなら。なんでもいい、なんらかの力があれば、アニスは今もポーラのもとにいられたかもしれない。

　いや、やはり無理だっただろう。教会は孤こ児じを育ててくれるが、それはある年ねん齢れいに達するまでのことだ。今年も数人の子供たちが、教会にやってきた。アニスくらいの年になったら、教会を出て行くことを考えなければならない。

「貴方は何がしたいのですか？」

　そう尋たずねたシスターに対し、アニスは、

「はい。

　や……じゃなくて、シスターになりたいと思ってます」

と答えた。そしてアニスは自分がどんな素す敵てきなシスターになるか長々と語ったのだが、そのあたりはなぜかシスターたちの心を動かした様子はなかった。

　教会を竜に壊こわされてから、シスターたちが浮かない顔で相談しているのを何度も見た。このままよそにやられるかもしれないと恐れていたアニスは、シスター試験を受けなさいと勧すすめられたとき、ほっとして胸をなでおろした。シスターになれば、この教会にいつづけられるかもしれないと思ったのだ。

　シスターたちはアニスの試験勉強を一いつし生よう懸けん命めい手伝ってくれた。きっと大だい丈じよ夫うぶだと励はげましてくれた。彼女たちは、アニスがその試験に落ちる、とは想像だにしなかった。心優しい彼女たちは、アニスよりも深く深く落ち込んでくれた。



「あなたを引き取りたい、という人がいるのですけどね」

　そう告げたのは、教会の長である、「冷厳なるポーラ」だった。人にも己おのれにも厳しいと言われている女性だが、アニスにとっては母のように思える人だった。

　敬けい虔けんな信しん仰こう心しんをもつポーラは、アニスの身に下りてきた非常な幸運について、淡たん々たんと語った。孤児を引き取りたいと思う人は大たい抵てい赤ん坊ぼうか、少し大きくなったくらいの子供を望む。十を超こえれば、引き取り手は子供として可愛かわいがりたいというよりも、働き手として望んでいる可能性の方が高いのだ。

　アニスを引き取りたいと言うシドという名の御ご仁じんは、金持ちで独身の男性だという。慈じ善ぜん事業のひとつとして、孤児の養育にも関わっているらしい。

　考えるために与あたえられた時間は短かった。

「玉の輿こしかも知れないわよね」

「かっこいい男の人かも！」

　教会の女の子たちは好き勝手なことを言っていた。アニスははじめ行く決心がつかなかったのだが、最終的には頷うなずいた。

　そうするべきなのだ、と思ったのだった。

　本当は行きたくないと言いたかった。だが、ポーラ教会が大変な状態にあることは分かっていた。シスターの中にも教会から出て行くものがいたほどだ。

　行きますと告げたとき、何な故ぜかポーラはため息をついたように見えた。



「降りるよ」とジークは声をかけたのだが、物思いにふけっていたアニスは聞いていなかった。がくん、と下降し始めたとき、アニスは竜が力ちか尽らつきたと思った。

「っきゃあああああああああ────────っ」

　竜が降りようとしているのは、南に煉れん瓦が造づくりの風車の町を見下ろすことができる丘おかの上だった。白いスーリエの花が何百と咲さいている。その中に、石造りの建物がひとつだけ建っていた。

　実際のところ空の旅は長いものではなかった。だが、アニスにとっては一日飛んでいたように感じられたし、着地も静かなものだったが、墜つい落らくしたかのように思えた。



「ほーい。着いたよお嬢じようさん……？」

「………………」

　アニスは板につかまった手を外すことも、返事もできなかった。ジークはぺちぺちと頬ほおを叩たたくが、反応はない。ジークはあきらめて竜を革ひもと器具から解放するための作業に入った。

　アニスはぼんやりと目の前の光景を見つめた。

「……ここが、お屋や敷しき……？」

　想像していたのは、白鳥の浮うかぶ湖のそばに建つ、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きの、白くて大きなお城だった。

　だが「シド老人」のお屋敷は、アニスの想像とはかけ離はなれていた。

　とんがり屋根の塔とうが何本も組み合わされた、ポーラの教会よりも大きな石造りの塔。アニスが昔読んだ絵本に描えがかれていた、悪い魔ま法ほう使つかいがお姫ひめ様さまをさらってきた塔が、まさにこんな風に描かれていたかもしれない。しかし、おどろおどろしさは感じられない。

　お城の想像とはだいぶ異なったものの、アニスはその精せい巧こうに出来た玩具おもちやのような可愛らしさに感動していた。

「おーい、そろそろ降りてくれよ」

　手際よく器具を外し終わったジークにうながされ、ようやくアニスはノアの尻尾をつたって地面に降り立った。

「シド様は、この塔の中にいらっしゃるの？」

「そうだよ。そこの扉とびらから……」

　突とつ如じよ、どーん！　と空気を震ふるわす大きな音がした。塔の上の方の窓から、煙けむりと火が噴ふき出すのが見えた。アニスは瞬まばたきもせずその様子を眺ながめた。

「おやおや。お客さんかな？」

　のんきな口調で呟きつつ、ジークはアニスの鞄を地面に降ろした。

「そういや色々と説明してなかったな……えーと。

　とりあえず気をしっかりもってくれ」

と、ジークが話し出そうとしたとき、またもや爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。そして勢いよく塔の上階の窓から、白いかたまりが飛び出してきた。

「グワァァー！」

　ばさばさと羽根が落ちる。後ろにつんのめるジークの顔の上に着地したのは、一点の曇くもりもなく真っ白な、アヒルだった。ちなみに悲鳴を上げたのはアヒルではなく、アヒルに飛びつかれたジークの方である。

　そしてアニスは、アヒルが、

「ちょっとひどいのよ今私アヒル鍋なべにされそうになってるんだから、ジーク助けてよお！」

と器用に人間の言葉を喋しやべったかと思うと、ぽんっ、と人間の姿に変わるのを目まの当たりにした。

　見み間ま違ちがいなどではない。アヒルが、少女になった。

　ジークは驚おどろきもせずに少女を振ふり払はらう。

「ちょっと待てビアンカ。事情は分からんがどうせお前が悪いんだろ」

「シドもどうせお前が犯人だって言うのよぉ！　それはまぁそうなんだけど、でも考える余地もなくすぐに私を犯人呼ばわりするなんて、ひどいじゃなーい！」

　ものすごい早口だった。

　とても可愛かわいらしい顔立ちをした金きん髪ぱつの少女だった。金髪に白い肌はだに薔ば薇ら色いろの唇くちびる。目鼻立ちは生きている人形のよう。白いふわふわしたドレスを着ているが、それは、もしかしてアヒルの羽根でできているんだろうか、とアニスは考えた。

　アヒルが女の子で、女の子が、アヒルで。そもそも、竜りゆうが空を飛んで。

　で、どーんと音がして窓から猛もう烈れつな炎ほのおが噴ふいたりして、

「てめぇぇっビアンカ！　今から丸焼きにしてやるからすぐにアヒルに戻もどってぶら下がりやがれぇっ！」

　そして。ものすごく口の悪い罵ののしり言葉が聞こえてまた視界が真っ赤に染まったが、すぐになにも見えなくなった。

　アニスは人生初めての、気絶という体験をしたのだった。





　ぺた、と額になにか温かい感かん触しよくがした。

　アニスと呼ぶ声が聞こえた気がする。アニスは寝ね返がえりを打った。今日は朝から聖堂の掃そう除じだったような気がする。掃除の日は、朝日がのぼるのとともに起きなければならない。床ゆかを掃はき清めて塵ちり一つ落ちてない状態にし、冷たい水でもってぴかぴかに磨みがきあげねばならない。



    

  
    
      　冷たい水が辛つらかったので、湯を沸わかして欲しいと頼たのんでシスターを嘆なげかせたことがあった。シスターは腰こしに手を当ててアニス、貴方という人は、と骨の芯しんまで反省させるような口調でつめよってくる。心を込めて、神様のために労働を捧ささげるのです、怠たい惰だな心はひとを駄だ目めにします、アニス。

　アニス。朝あさ寝ね坊ぼうとは何事ですか。

「はいっ、今すぐ起きます！」

　アニスは飛び上がるようにして起きた。

「………………」

「………………」

　起きあがったのは、ベッドの上だった。

　アニスをびっくりした目で見つめているのは、黒くろ髪かみの少年だった。突とつ然ぜん叫さけんで起きあがられたのだ、言葉がないのも無理はない。

　アニスは混乱した。ここはどこだろうか。見たことがない部屋だ。それほど広くはないが、ベッドのそばに置かれた丸い小しよ卓うたくに花が飾かざってある。

　白い木で作られた机の上には、アニスの持ってきた小さなカバンが置いてあった。

　そうか、塔とうの中だ、と思い至った。気絶して、運び込まれたのだ。

　そして様子を見に来てくれたこの少年を、驚かせてしまったようだ。

　アニスは自分の奇き行こうをどうやって誤ご魔ま化かそうか、悩なやんだ。

　相手はアニスとそれほど年が変わらないように見えた。アニスを見つめるその目は緋ひ色いろをしている。非常に珍めずらしい色だ。黒髪と相まってロマンチックかもしれない、とアニスは思った。

　少年はフードのついた赤い長衣を着ている。まるで大人みたいな格好をしている。話しかけても大だい丈じよ夫うぶだろうかと悩みつつ、アニスは口を開いた。

「あのう、ここはシド様のおうちかしら」

　少年は瞬まばたきしながら、

「あ、ああ。そうだ」

と頷うなずいた。

「俺は」

「分かったわ！　貴方、シド様に引き取られた子供でしょ。私と同じね！」

　アニスはぱんと手を叩たたくと、驚おどろき顔の少年に向き直った。

「なんだと？」

「だとしたらこのおうちには一体何人くらい子供がいるのかしら。意外だわ、私だけだと思ったのに。

　シド様はご老体ですもの、あんまり騒さわぐのは良くないでしょうけど、もしかしたらみんなで一いつ緒しよに遊べるかも知れないわね。私、教会では新しいゲームを考えるのが得意だったの。

　ね！　シド様はそういうの許してくださるかしら。教会にいた友達は、シド様はもしかしたらものすごく気むずかしい変人かもしれないと言っていたの。でも私、そんなことないと思うのよ。きっと親切で優しい方だわ。だって私のこと引き取ってくださろうとしたことがそのことを証明しているんですもの」

「………………」

　少年は眉み間けんにしわを寄せて、アニスの話が終わるのを待っていた。

「そうだ、あなたの名前を聞き忘れてたわ。私、アニスというの。あなたは？」

「シドだ」

　アニスが黙だまると部屋の中はしーんとした。事態がよく理解できなかったアニスは、何か言おうとした口を開けたまま、相手を見つめ返した。

　シドと名乗る少年はアニスの視線の熱ねつ烈れつさに少し戸と惑まどったように眉まゆ根ねを寄せた。綺き麗れいな顔立ちをしている。傷つきやすそうで、繊せん細さいな。

「ああ、そうか。

　シド様と同じ名前、なのね？」

「本人だ。お前を引き取ったのは、俺だ」

　アニスは瞬きした。

「嘘うそ。だって、あなた子供じゃない」

「言っておくが、俺は見かけ通りの年ねん齢れいじゃない。これでも戦争だって見てる。次に俺のことを子供とか言いやがったら、殴なぐる」

「だってシド様は老人で」

「どこで話を作ってきたか知らんが、現実を受け入れろ。俺がシドだ。シド・マスターと呼ばれている。……職業は、魔ま法ほう使つかい」

　アニスはもう一度気絶したいと思った。だが、本人の意志でコントロールできるものではなく、再び気を失うことはできなかった。

　シドはアニスの返事を待ち続けた。

「あのう……できれば明日にして欲しいんです」

「腹が減ってないなら、明日でいい」

「あと、できれば竜りゆうじゃない方がありがたいのです」

「お前は竜を食いたいのか？　うちには食用の竜はない。町でも売ってないから、鳥か豚ぶたで我が慢まんしろ」

「いえ、食べたいとかそういうんじゃないんです」

「じゃあ、なんだ。乗りたいのか」

「明日戻もどるとき竜に乗りたくないって言ってるんですーっ！　私、きっと明日戻れって言われますよね？　だから、それなら竜車じゃない方がいいなって」

「あのなあ」

　シドはあきれ顔でアニスの頭にぽん、と手を載のせた。

「勝手に話を作るんじゃねぇよ。戻れとは言わない。だから安心して、今日はとりあえず寝ねろ」

「………私、養子をクビにならないんですか」

「ならねぇよ」

　言われたとおり再びベッドに横になりながら、シドの顔を見上げる。アニスにはどう見ても、自分と同い年くらいにしか思えない。

　シドは戦争も見ていると言ったが、もちろんそれはこの国に双ふた子ごの王子が生まれ、それぞれが正当な王位を継つぐことを主張して、国を二つに割って戦った「双子王戦争」を指している。双子王戦争は何十年も続いた。もちろん戦いの原因となった双子の王子が没ぼつした後も続いた戦いだ。

　アニスが生まれたときにはとうに終わっていた。シスターたちも、見ていないだろう。おそらくシスター・ポーラの年代の人ならば、見ているはずだ。

「あのう、私、あなたのことなんとお呼びすれば？　最初の予定でしたらおじいさまだったんですけど、もしお気になさらないのであればそのまま」

　起きあがって質問してくるアニスに、シドは再び寝ろと命じた。

「じいさんなんて呼ばれてたまるか。俺のことは、好きに呼べばいい」

「そういうことはちゃんと決めないといけません！　私、いろいろ考えてきたんです。でも、おじいさまじゃなかったら……難しくなってきたわ。

　あ！」

と横になったアニスがまた起きあがった。

「あの……職業が魔法使いっていうからには、あなたは魔法を使うんですよね？　私、あんまりそちらは詳くわしくなくて」

「明日説明する。寝ろ」

　そして再びアニスが起きあがったとき、シドはものすごくイヤそうな表情を隠かくしもしなかった。

「なんだ」

「あの……私のこと、生け贄にえに使っちゃったりするんですか……？」

「いいからさっさと眠ねむりやがれ！　てめぇみたいな成長不良のガキなんざ、刺さし身みにもなりゃしねぇんだよ！」

「はいぃっ」

　慌あわててアニスは布団にくるまった。頭のてっぺんから怒ど鳴なりつけられるのは教会で慣れていたが、とりあえずシスターはこんな粗そ暴ぼうな口のきき方をすることはなかった。あの胴どう間ま声ごえなら、一怒鳴りしただけで小さい子供を泣かせることもできるだろう。

　ああ、ぱっちり目が覚めてしまったから、もう眠ることなんてできない。

　そう考えたアニスだったが、目を閉じると次に気づいたときは朝だった。





　部屋から出て良いのだろうか。

　アニスが朝、目覚めたときに悩なやんだのは、そのことだった。

　衣服は、ここに来たときのままの黒いワンピースだ。着き替がえるといっても、これの他ほかに普ふ段だん着ぎは持っていない。カバンの中に入っているのは寝ね間ま着きと下着と靴くつ下したと、ところどころ破れた古い聖典くらいだ。他に自分のものはない。

　朝起きたらまずは、顔を洗うべきだ。しかしここは、昨日の記き憶おくが正しければ、塔とうだ。塔の中のどこかに水がためてあるのだろうか。まずは誰だれかに質問したいのだが、寝ね起おきの顔を見られてしまう。いや寝起きの顔は、既すでに昨日養い親に見られていた。

　養い親。

　あの、少年だ。

　自分は、あの自分より年上か年下か判断つかないような子に育てられるというのか。それはどういうことなのか。そもそもポーラは全て承知の上で自分をここに送り込んだのか？

「頭痛くなってきた……もう一回寝ようかなあ。でも眠れないしなあ」

　うんうん唸うなっていたそのとき、扉とびらを叩たたく音を聞いた。



「私はビアンカっていうの。よろしくね！」

　そう名乗った少女には、間ま違ちがっても白い羽根が生えていたり、黄色いクチバシがあったりなどしなかった。

「あなたも引き取られたの？」

「違ちがう違う、単なる客よ」

　ビアンカは幻げん想そう的てきな容よう貌ぼうをした美少女だった。見とれるアニスに優しく微ほほ笑えみかける。

　腰こしまで届きそうな金きん髪ぱつに、こぼれ落ちそうなほど大きな緑色の目。猫ねこの耳のようにふたつ結んでいる赤いリボンに、たくさんのレースをあしらった純白のドレスが、これほどまでに似合う少女は他にいないだろう。

「女の子を引き取るって聞いて、これは絶対面めん倒どうを見ないと！　って思ったの。

　分からないこと、なんでもきいてね」

　ビアンカは勝手知ったる我が家のように塔の中を案内してくれた。

　一階まで下りると、水場があった。石の床ゆかの部屋の中央に井い戸どがあり、天てん井じようから釣つる瓶べがぶら下がっている。それで好きなだけ水をくむことができるのだ。右みぎ隣どなりは風ふ呂ろで、左隣は台所であるらしい。水くみが楽な配置になっている。

「階段を下りるのが面倒なときは、手すりを滑すべると良いんだけどね。シドに見つかるとしこたま怒おこられるから気をつけてぇ」

「はぁ……」

　ビアンカはアニスと一いつ緒しよに顔を洗った。そのとき、清潔な白い布も渡わたしてくれた。

「あの、ビアンカさん」

「やだ呼び捨てでいいのよ。私もアニスって呼ぶし」

「あの、ビアンカ。気を悪くしないでね。私……昨日あなたがアヒルだったように見えたの。でももちろんそんなことあるわけないわよね、私ったら夢見てたのかなあ。竜りゆうが空飛んだり。アヒルが女の子になったり」

　話しながらアニスは顔を拭ふいた。

「あ、この姿のこと？」

　そして布から顔を離はなしたとき、アヒルがそこにいたので驚おどろいて飛び上がりそうになった。

「私って生まれつき変身する力があってねぇ。これは魔ま法ほうっていえば魔法だけど、どっちかっていうと体質なのよね」

　アヒルのくせに、ビアンカの声で喋しやべっている。そしてアヒルは、再び少女の姿になった。しかしそれはビアンカではなく、アニスの顔をしていた。アニスは自分が目の前に立っているという、希け有うな経験をすることになった。

　アニスの顔をしたビアンカは、アニスの声で喋る。

「こんな風に好きな姿に変わることができるの。はじめはびっくりしたかもしれないけど、じきに慣れるから……あれ？　アニスちゃーん？」

　アニスは布を握にぎったまま凍こおりついていたが、今日は昨日のように気絶することはなかった。適応まではいかないが、しかし少しだけでも耐たい性せいができていたのだろう。

「……ビアンカも魔法使いなの？」

「そうねー。

　アニスちゃんは魔法使いについてどれくらい知ってるの？」

「あんまり知らないの。本でなら読んだことあるわ……だいたい悪役で、神父様にやっつけられちゃうんだけど」

「ま、世間一いつ般ぱんの認知ってそんなもんよね。なんか怪あやしいやつって感じ？　確かに怪しいもんねえ。魔法使いってだいたい悪役なのよね。聖典には『竜を倒たおし、その血を飲んだ者たち』が魔法を使えるようになった、て描びよ写うしやがあるし。

　アニスちゃんは、魔法使いって怖こわいと思う？」

　問われてアニスはぱちぱち瞬まばたきし、少し考え込んだ。怖いというより、驚いた。それが正直な感想だ。

「よく分からない。空飛んだりできるのは素す敵てきだなって思ってたけど、でも昨日……すごく怖かったし」

「あはははは。そう簡単に飛べたりなんかしないわよう。魔法って言っても、できることって結構少ないのよね。そのへんの魔法使いなんて、実際のところ大したことできないのよ。でもね、シドは別」

「別？」

「そうー。シドはね、魔法使いの中でも有名人なの。火の魔ま導どう師しなのよね」

　魔導師、と口の中で繰くり返す。

　アニスの聞いたことのない言葉だった。

「魔導師っていうのは、竜と直接契けい約やくを交かわした魔法使いのことなの。あ、悩なやまないで。ゆっくり一つずつ、学んでいけばいいと思うから。中ちゆ途うと半はん端ぱな説明したらシドに怒られちゃいそうだし、今はこれくらいで。朝ご飯食べに行きましょっ」

　ビアンカは悩むアニスの背中を押おして、その部屋から出た。

「この家では、魔法を勉強しないといけないのね……」

「う……ん？　別に、知りたくなかったら無視してればいいと思うけど」

「ビアンカは何にでも変身できるの？」

「なれないものもあるけどねぇ。花か瓶びんとか、生きてないものには変身できないわ」

　アニスはむぅとうなった。

「魔法って、奥おくが深いのね……そうだ、分かったわ！　シド様も変身することができるのね？　ほんとはおじいさまなのに、あんなに若い姿でいるってことは」

「わーわーわー」

　ビアンカは慌あわててアニスの口を塞ふさぎ、最悪のタイミングでシドが廊ろう下かを通りかかったりしなかったか、ときょろきょろと首を動かして確かめたが、そんな事態にはならなかった。ほうと息をつく。

「アニス、ここに来たばかりだから知らないんだろうけど。

　シドの前で年の話はしない方が良いわよ。逆げき鱗りんに触ふれちゃうから」

「うう」

　口を塞がれ囁ささやきかけられてアニスはうめいたが、その内容はビアンカの様子からしてかなり重要なことのようだった。

「あのね、シドはね、年を取りたくて仕方がないの。でも、それは無理なことなのよ」

「……？」

「あの子、呪のろわれてるの。不老の呪い」



    

  
    
      三幕　アニス、大げんかする






「ここが食事の部屋よ」と案内された部屋には、古美術品のような、金の飾かざりの付いた赤いテーブルがあった。八人くらいで囲むことができそうな大きさだが、今は四人分の料理しか並んでいない。

　テーブルの上に並んだ朝ご飯は、アニスの常識からすればかなり豪ごう華かだった。だが、少し偏かたよりがあるように見受けられた。

　一番奥、シドの席に並んでいるのは、卵料理だ。そしてジークの前に並んでいるのは、肉料理だ。そしてビアンカの前には、パンがひたすら並んでいる。

「というわけで、アニスちゃんの前には野菜だけ並べてみましたあー」

とビアンカが指し示したとおり、アニスの席の皿の上には野菜ばかりが載のせてあった。

「あのっ！　どうしてこんなに偏ってるんですか。卵と肉とパンと野菜、それぞれ四人で分けた方がいいんでは」

　シスターたちにあれを食べなさいこれを食べなさいお菓か子しはだめです、とお小言ばかり言われたときは少々疎うとましく感じられたものだが、アニスはまさか自分が同じことをする日が来るとは思っていなかった。

「肉なんざ誰だれが食うか」

「俺、肉食なんだよね」

「私パン大好きなの」

　アニスの注意に返ってきたのは、そんな奔ほん放ぽうな返事だった。言葉を失って椅い子すに座り込んだアニスは、

「じゃあ、いただきます」

　三人が食べ始めるのを見て、

「お祈いのりをしないんですかっ！」

と再び立ち上がった。

「……俺に祈りをしろと命じるようなヤツは」

　シドがゆで卵を割りながら、言う。

「今日の晩飯の材料になってもらう」

　そしてそのまま念入りに皮をむく作業に入ってしまった。薄うす皮かわまで丹たん念ねんにはいでいる。



    

  
    
      　シドの言葉は他人が祈るのを邪じや魔まするようなものではなかったので、アニスは身体に染みついた習慣でもって、祈りを捧ささげることにした。

　ちらりとシドを見たが、別にアニスが祈るのは勝手にしていいらしい。ビアンカは面おも白しろそうにアニスにつきあったが、確実に遊び半分だった。ジークは興味なさそうに朝から厚切り肉に挑いどんでいた。

　赤いトマトを囓かじりながら、アニスは首をかしげた。この人たちは、いったいどういう関係なんだろうか？　シドは見かけよりも年を取っているということだし、ビアンカは客人だという。ジークは竜りゆうの世話番と用心棒だと言っていたが。

　どうして一いつ緒しよにいるのかさっぱり分からない三人組だった。それに加えて、自分はなぜここに来ることになったのだろうか。意味の分からない三人組が、よりいっそう分からない四人組になったわけだが。





　卵料理を片付けたシドはさっさと席を立ち、

「終わったら隣となりの部屋に来い」

とアニスに命じた。

　アニスは慌あわてて朝食の残りを喉のどの奥おくにつっこんだ。

　口を拭ふきながら立ち上がり、そのまま走って行く。勢いよく飛び込んできたアニスを見て、シドは「早かったな」と言った。

　隣は、元は応接間だった、という感じのする部屋だった。丸めた大きな紙を何本も壁かべに立てかけていたり、ナイフを壁に掛かけていたりと、客を迎むかえるのに相応ふさわしくない道具がそこかしこに置いてある。

　この塔とうの部屋は、どこも微びみ妙ように混こん沌とんとしている。

　シドは丸テーブルの上に白い紙をおき、文字を書いていた。その飾り文字はアニスの読むことができないものだった。



「あのう、えっと……お父様」

　シドは前に転びそうになった。

「……あ？」

　虫でも見るように睨にらまれて、アニスは震ふるえ上がった。

「あのう、その、今のは冗じよ談うだんです」

　この人が自分を引き取る、なんて言ったのは何かの間ま違ちがいに違いない、とアニスは思った。見かけ通りの年ねん齢れいでないことはなんとなく分かった。不老の呪のろいとか言っていたが、ビアンカのあの様子からして、そのことを口にすればきっと目線で殺され舌ぜつ鋒ぽうで切り裂さかれ、精神的に深い傷を負うことになるだろう。

　シドは棚たなからガラスの器や、赤い液体の入った小こ瓶びんなど色々な道具を卓たくの上に並べている。何かしようとしているらしい。

　黙だまって待つことにした。

　杯さかずきの中に満たしているのは葡ぶ萄どう酒しゆだろうか。それを白い紙にたらしている。

　丸テーブルに向かったままシドが口を開いた。

「壁に掛かってるナイフ、好きなのを一本持ってこい」

　命じられ、慌ててアニスは従った。壁に掛かっているナイフは数本あったが、金色の花の形をした飾かざりの付いた物が気に入ったので、それにした。

　戻もどってくるとシドは仕事を終えたらしく、アニスに視線を向けた。

「今から行うのは、判定だ」

「判定……？」

「お前が魔ま法ほう使つかいかどうか、調べる」

「私、魔法使いかもしれないんですか？」

　一いつし瞬ゆん喜んでしまったアニスだが、

「たぶん、違う」

と言われて肩かたを落とした。

「念のために、調べておくだけだ。属性と、魔力の有無を判定する」

　この塔に敷しいている結界を張り直すために、内側にいるアニスの属性を調べておくことが必要だったのだが、シドはそこまで説明しなかった。

「属性というと……」

「火、土、風、水、金、木。他ほかに特とく殊しゆな属性もある。

　調べるためには、血が必要だ」

　アニスはナイフを胸に抱だいて目をぱちくりとさせた。

「アニス、今選んだナイフで、手を切れ。少しだけでいいから、深くは傷つけるな」

「あ、はい。その、分かりました。

　じゃあ手を出してください」

　今度はシドが目を丸くする番だった。

「……自分の手を切れ！　てめぇの力を判定するってんだよ、なんで俺が切られなきゃいけねぇんだ馬ば鹿か野や郎ろう！」

「ああっごめんなさい、あなたの血がいるのかと思って」

「いいからさっさとしろ！」

　アニスは震える右手でナイフを左手首に押おし当て、ぎゅっと目を閉じた。

「待て。そのまま切り落とす気がする。人差し指にナイフの刃はを当てて、少し動かすだけでいい」

「あの……決心するのに少し時間をもらえます？」

「三秒だ」

「あの！　これ怪あやしい儀ぎ式しきですよね？　絶対そうですよね？　私、生け贄にえですか」

「…………………………ナイフを貸せ」

　たっぷり三秒沈ちん黙もくした後、シドはアニスからナイフを奪うばい取った。そして無理矢理手を取ると、ナイフの刃を少しだけ滑すべらせた。アニスが反射的に飛び上がるのも計算に入れていたらしく、うまくナイフを引いたため、必要以上の傷を負うこともなかった。

「ああっ、血が出た」

「出したんだ。その指を、中央のコップに入れろ。……違う指入れてどうするんだ人差し指だ！　そう。そのまましばらく待て。目を閉じて集中しろ」

「あの……冷たい」

「お前は集中という言葉を知らんのか！」

　シドは怒いかりにまかせて椅い子すを蹴けっ飛とばした。アニスはびくっと肩をすくめる。すると、こっそり二人の様子をのぞいていたビアンカが飛び込んできた。

「なにやってるのよぅ、びびらせてどうするの。ほんとにいじめっ子なんだから」

「無む駄だ飯めし食らいが、一週間前に帰れと言っただろう」

「だってこの家に女の子が来るって聞いたら、帰れなくなったんだもん。ジークと貴方だけじゃ、心細いだろうし。私がいた方がいいわよ」

「あんだけ飯を食われる理由になるか、それは」

「なりますぅ」

「あっ」

　コップに指を入れていたアニスが声を上げた。

　水に見えていたその液体から、煙けむりが出てきたのだ。指先は冷たさを感じているのに、煙がもうもうと噴ふき出し続けている。不思議な光景だった。やがて煙は金色に変じた。

「指を出せ。もういい、どけ」

「あの……」

　シドは無言でアニスを押しのけると、コップの中身を紙の上に描えがいた円に注いだ。そして何かを込めるように手の平をその円の上に置いた。



「現れろアーキム」



　彼がその言こと霊だまを口にしたとき、アニスの皮ひ膚ふはびりっと震ふるえた。

　アニスは初めての感覚に目を見開き、様子を見守っていた。

「魔法使いにとって血は特別な意味を持つの。血を調べれば、アニスちゃんがどんな力をもってるかある程度分かるのよ」

　ビアンカが囁ささやくように言う。

「火なら火が出るし、水なら水。樹がにょきにょき生えたりするかもね……？」

　もうもうと煙が立ち込める。皆みな、押し黙だまってその様子を見守っている。コップから噴き出している金色の煙は床ゆかにも天てん井じようにもいっぱいに広がり出した。

　煙は三人を包み込むように、まるで意思があるかのようにまとわりつく。まるで気味の悪い生き物のようだった。

「きゃああ、やだっ」

　皮膚にいやな湿しつ度どを感じたビアンカがたまらずに声を出す。静かにしろ！　とシドが短く命じたが、間に合わなかった。アニスがびくっと肩かたを震わせたとき、煙はその勢いを弱め、徐じよ々じよに消えていったのだった。

「……消えちゃった……？」

「い、今のは？」

　アニスに問われてシドは眉み間けんにしわを寄せた。

「あんなもん、見たことねぇよ。

　……もう一度調べる、手を出せ」

　そしてアニスはもう一度同じ手順を踏ふむことになった。指を切るのを怖こわがるところまで綺き麗れいに繰くり返してシドを苛いら立だたせた後、コップを眺ながめる。

　しかし、今度は何も起こらなかった。

　シドは辛抱強く、もう一度言霊を口にしたが、結果は同じだった。

「無、だ。こいつには属性がない」

「嘘うそよぉ、そんなのない。さっきは確かになにかある感じがしたわよ」

「今は何も起こらないだろうが」

　そしてシドはコップを手に取り、口をつけた。

「魔まり力よくがあると液体の味が変わるのよ。だいたい甘あまくなるんだけど。魔力が強いほど、濃こい味になるの」

とビアンカが説明した途と端たん、シドは目を見開いてコップを置いた。思い切り渋じゆ面うめんになっている。

「どうしたの？　甘かった？」

　シドはビアンカに答えず、無言でコップの中身をテーブルの上の大きな杯さかずきの中に捨てた。

「魔力はあるようだ。……だが、属性はない」

「それって」

　口を挟はさもうとしたビアンカを、シドは凍こおりつかせるほど冷たい目で睨にらんだ。

　ビアンカは黙った。無言で扉とびらを指されて、しぶしぶ部屋を出て行く。



　アニスは黙ってシドの言葉を待っていた。

　シドはもう一度コップの中の液体を用意した。そしてナイフを取ると、自分の手を傷つけた。その血を使って判定の陣じんを試ためす。

　反応は激しかった。アニスのときにはしばらく待っても何の反応もなかったくせに、今度は瞬しゆ時んじに火柱が立った。

　部屋の天井まで達する赤い火が風を生み、アニスの前まえ髪がみを跳はね上げた。しかしそれは幻まぼろしに過ぎなかった。炎ほのおの幻は、すぐに消えてしまった。

　アニスは目を見開いている。

　悲鳴は、出なかった。恐きよ怖うふで硬こう直ちよくしたせいだ。

「ポーラは言わなかったかもしれないが、アニス。お前は狙ねらわれている」

「……え？」

「ここに来るまでに、関係のない町で待ち合わせしたり、竜車を使ったり、変だと思っただろう？　お前の跡あとをつけていた奴やつらを見つけて、片付けるためだ」

「何を言ってるの？」

　説明を聞いてもアニスはぼんやりしていた。いきなりそんなことを言われても、分からなかった。

　ポーラが自分をここに送ったのは……。

「ポーラは俺に、お前を守ってくれと言った」

　アニスをとらえようとしていた男たちは、単なる貴族の手下ではなかった。帯たい剣けんしていたし、シドが守っていなければたやすくアニスは誘ゆう拐かいされただろう。

　シドは、アニスの受けたシスター試験について、手を回した貴族の名前も調べていた。ポーラ教会を襲おそった竜の事件の顛てん末まつも、だ。

　そしてポーラの心配が的中していること。アニスがのっぴきならない状態にあることを知ったのだった。

「でも、私……狙われるなんて、そんなこと」

「水色の目をしたやつを見たことがないか？　白銀の髪かみをしている、人形みたいな顔をしたやつだ」

　重ねるように問われ、アニスは瞬まばたきする。

「ないか？　男でも女でもいい。あいつは化ける」

「どうして知ってるの？　知り合いなの？　セイのこと」

　その名前がアニスの口から出たとき、シドはアニスがおびえるほど不ふ機き嫌げんな表情になった。

「……どこで知り合った」

「ドルファの町が竜に壊こわされたとき、町にいたの。教会の修理を手伝ってくれたのよ。その後偶ぐう然ぜん、シスター試験のとき再会したの。

　とても綺き麗れいな、白銀の髪をした女の子よ。妖よう精せいみたいな感じで、とても親切にしてくれたの。私が転んで怪け我がしたときも、手当てしてくれたし。私は落ちちゃったけど、あの子ならきっと素す敵てきなシスターになるだろうなって」

　シスターになんかなるわけがない、あいつは男で、人体を刻むのが好きで、死体をもてあそぶのが趣しゆ味みの変態野や郎ろうだ。とシドは言いたかったが、今いきなり言われてもアニスは信じないだろうと判断し、口をつぐんだ。

　舌打ちする。セイ・ノーマンが、なぜアニスを狙うのか。シドとアニスのつながりを察知したわけではないだろうが、偶然が忌いま々いましい。

「どういうことなの？」

「ああ、うるさい。もう部屋から出て行っていい」

　事態について考え始めたシドは、おざなりに手をふってアニスを追い出そうとした。しかしほとんど説明を受けていないアニスがそれで納得するわけもなかった。

「どういうこと？　狙われてるって……、ねえ、詳くわしく教えて、私のことなんでしょう？　ねえ、教えて」

「うるさい。俺がいいと言ったとき以外は、話しかけるな」

　その傲ごう慢まんな言葉を聞いて、アニスは心底驚おどろいた。目をぱちぱちさせると、

「なんなのそれっっ！」

と腹の底から大声を出した。

「セイがどうしたの？　狙われてるってなんなの？　全然、なーんにも分からないわ。

　なにかあるのなら、私も一いつ緒しよに考えるのに！」

「いらん」

　シドはあっさり断った。

「お前の意見なんか、なんの参考にもならない」

　それは残念ながら厳然たる事実だったかもしれないが、告げられたアニスの方はたまったものではなかった。しかしそのまま「ごめんなさい……」と呟つぶやいて部屋から出て行くには、アニスの気は強すぎた。

「どうしてそんなこと言うの？」

「お前にこのことを話したのは、自覚させるためと、用心を促うながすためだ。対策は俺が考える」

「いやよそんなの！　私、迷めい惑わくかけたくないの」

「今この時点で迷惑極きわまりねぇんだよ、大声出してる暇ひまがあったら、部屋で編み物でもしてろ。分かったらさっさと出て行け」

「ひ、ひどいわ！」

　シドはぷいと横を向いた。アニスは足音も荒あらく、憤ふん然ぜんと部屋を飛び出していく。扉とびらを開けた途と端たん、そこにひっそりと張り付いていた二人がさっと避よけたが、アニスは気づかず走り去っていった。

「今のはひどいわ。父親失格にもほどがあるわ！」

「ほんとだよな。極ごく悪あく非道だな」

　ビアンカとジークに好き勝手な感想を投げつけられ、シドの眉み間けんのしわがより深くなる。

　二人を追い払はらいつつ、シドはアニスの血を入れた液体を放り込んだ杯さかずきを見た。魔まり力よくに反応して味が変わるのだが、あれほどまでに甘あまく変化した液体を味わうのは初めてだった。舌先で舐なめただけなのに、蜂はち蜜みつよりも甘く、酒のように激しい味がした。シドの血ですらそこまでの味にはならない。

　それはアニスが、普ふ通つうの魔法使いを何人も合わせたよりもなお大きな魔力を持っていることを意味している。なんの因果かあの少女は、使う方法ももたないくせに、巨きよ大だいな魔力をその身に宿しているのだ。

　それはセイ・ノーマンのような魔ま導どう師しがアニスを狙ねらう、十分な理由となり得ることだった。魔法使いが行使する力は、魔力の多た寡かによって成否が決まる。自らの魔力だけでなく、他人の魔力を奪うばって魔法を使う輩やからは少なくない。

　アニスは彼らにとって、無防備に枝から垂れ下がっている、熟れた果実のようなものだ。セイ・ノーマンはさぞかしほくそ笑えんでいることだろう。

　シドは舌打ちし、顎あごに親指を当てて考え込んだ。





「アニスちゃんが部屋から出てこないんですけど」

　夕食を食べている男だん性せい陣じん二人に、ビアンカが言った。ちなみに今日の夕食はビアンカのお手製である。ジークは喜んで巨大な手ごねハンバーグを食べているが、シドは林りん檎ごばかり食べている。

「腹が減ったら、出てくるだろ。ほっとけ」

「どうしたんだろう、なにか病気かな？」

「違ちがうわよ！　どうせシド、あなたちゃんと謝らなかったんでしょう！」

　シドは嫌いやそうに顔をしかめる。

「なにを謝る必要があるんだ？」

　言いたい言葉がありすぎて口ごもるビアンカを見て、ジークが口を挟はさむ。

「シドの顔を見たくないなら、部屋で食べると良いんじゃないかな。ビアンカ、君、持っていってあげたら」

「そんなのとっくに持っていったに決まってるじゃない！　でもアニスちゃん、泣きながらご飯食べたくないって」

　ジークはパンをつまみながら、あー、とシドを見た。シドの眉間の皺しわはいよいよ深くなっていく。

「あなたみたいな人には繊せん細さいな女の子なんて、扱あつかえっこないのよ！　無神経！　いばりんぼう！　短気！」

「うるせぇ大食らい！　てめぇの飯代くらいてめぇの収入でまかないやがれ、いっつも人にたかりやがってこのアヒル女が！」

「いっ、言ったわねぇ！　変身するとおなかがすくのよ、今まで何回私の変身能力に助けられたと思ってんのよ！」

「二回」

「なんでそんな少ないのよあんた数の数え方忘れてんじゃないの、ボケはじめてんのよきっとっ！」

「言いやがったな」

　ゆらり、とシドが立ち上がり、ビアンカがややひるむ。

　ジークははーい待った、と二人の睨にらみ合いにフォークを突つきだした。

「あのな、ビアンカもあの子が心配なのは分かるけど、思い入れ過ぎ」

「だって……」

「余計な口ばっかり叩たたくんだったら、自分の塔とうに戻もどった方がいい。邪じや魔まだから」

「…………」

「シドは新米パパさんだから、いきなり娘むすめができちゃった上に、可愛かわいくて思春期真っ最中だから戸と惑まどってるんだよ」

　ジークはそのままシドの右ストレートパンチとビアンカの膝ひざ蹴げりを受けた。

「いかがわしいんだよお前は」

「エロいおっさんみたい！　最悪だわ。なによ、アニスちゃん一人置いて帰れるわけないでしょ、こんな無法地帯！」

　倒たおれていたジークが立ち上がる。ちなみに鼻血が出ている。

「お二人さん、すっきりしたかな」

「するかぁっ！」

「してないっ！」

　二人の返事が見事に重なったところで、ビアンカが椅い子すに座った。白くて細くて長い足を伸のばし、組む。テーブルの上のパンを取ると、行ぎよ儀うぎ悪く囓かじりだした。

「ポーラさんはどうしてあなたにアニスちゃんを任せたの？」

「実はあの子、シスター・ポーラとシドの子うぼぁ」

　ジークは額に林檎の直ちよ撃くげきを受けて、後ろに倒れた。ジークにはそれ以上の関心を払はらわず、シドも食事を再開した。

「適任と思ったんだろ」

「ふん。それならジークの言葉の方がまだ納得できるわ」

「お前に納得してもらう必要はない」

　ビアンカはわざとらしく大きなため息をついた。

「シド様は天才でいらっしゃるから色々と達観してらっしゃるんでしょうけど。

　周りの人間がついていけるように少し手を伸ばすくらいなさったらいかが？　誰だれの手もいらないっていうんなら、子供なんか引き取るんじゃないわよ！」

　ビアンカはべぇ、と舌を出すとテーブルを叩き、立ち上がった。そしてそのままスカートのすそを翻ひるがえらせて去っていった。

「ビアンカに、賛成～」

　床ゆかに倒れたままのジークが手を挙げるのを射い殺ころしそうな目で睨み付けると、シドも立ち上がり、出て行ってしまった。

「ははは。まともに食事すらしないんだよな、ここの住人」

　起きあがりながらジークは服を払い、荒あれたテーブルの上を眺ながめた。

　シドはほとんど手をつけていないし、ビアンカはパンを千切って放り出している。

「さて。あの思いこみ激しそうなお嬢じようちゃんは、パパをしつけることができるんですかね……」

　殴なぐられそうな独り言をいいながら、ジークは夕食の続きを食べ始めた。





　布団の中で、アニスは洟はなをすすった。

　ビアンカが美お味いしそうな焼きたてのパンを持ってきてくれたが、既すでに冷めている。有り難がたかったが、しかし手を伸ばす気にはなれなかった。

「シド老人」はきっと優しい家族になると想像していた。だが、あの少年が家族だとは思えないし、彼の側でも思っていないだろう。

　口論を思い出せばいまだに腹が立つ。考えないようにしよう、とぎゅっと目を閉じた。

　すると、まぶたの裏に浮うかんだのは、一面の赤だった。

　炎ほのおが卓たくの上で燃え上がったとき、血の気が引いた。シドは、アニスが火を怖こわがっているとは気づいていなかった。だが自分は、怖かった。料理に使う程度の火ならば良い。だが、大きな炎となると身体がすくむ。

　昔からそうだった。教会に来た頃ころのことは覚えていないが、小さなアニスを知っているシスターは、アニスがたき火を見て泣き出したことを話してくれた。

　ポーラは怖い目にあったのだから、忘れなさいと言った。火が怖いなら、近づかなければいい。必要以上に気に病やむことはない、だから、アニス。あなたは何も悩なやまなくてもいいのだ、と。

「う……」

　ノックの音がした。

　黙だまっていたら、相手は、

「入るぞ」

　勝手に入ってきた。アニスは少々気分を害したが、ここは彼の屋や敷しきであり、自分は返事をしなかったのだから、仕方がなかった。

　布団にくるまったまま、石のように動かずにいた。何を言われても返事をしないつもりだった。

　シドが椅子に腰こし掛かけた音がした。

「飯は、食え。お前がやせ細ったら、ポーラに怒おこられる」

「…………」

「ポーラはお前を頼たのむと言った。あいつがお前に事情を話さなかったのは、怖がらせたくなかったからだ。それにここにくれば俺が守るから、知らなくて良いのなら知らせたくなかったんだろう。あいつはいつもそういう考え方をする」

「…………」

　返事がないのに、何な故ぜかシドはアニスが起きていると分かるらしかった。

「あいつも、お前を手放したくなかった。だが、仕方がなかった。すべてお前のためだ」

　アニスはもぞもぞと布団から顔を出した。その泣きはらして真っ赤になった目を見て、シドはよりいっそう仏ぶつ頂ちよ面うづらになった。

「いいか、アニス。お前には魔まり力よくがある。

　魔力は血に宿る。お前の血は、魔法使いにとってはすごく価値のあるものだ。そんじょそこらにないほどの魔力を秘めている」

「…………魔力って、なんですか」

　ふてくされたような態度で問われたが、シドは怒らずに説明をした。

「魔力は、使う魔法の規模を決定するものだ。大きな魔法を使うには、大量の魔力が必要になる」

「わかりません」

　鼻水をすすらないように気をつけたが、明らかに泣き声だった。シドは説明するのが嫌きらいな方だったが、怒らずに説明を重ねた。

「魔力は魔法を使うための力そのものだ。魔法使いは、魔力を元にして火を生み出したり、水を導いたり、風を呼んだりする。

　どんなことができるか、どれほどのことができるかは、生まれたときに既に決まっている。俺は赤ん坊ぼうの時に、歴史に残る火の使い手になるだろうと言われた。属性は火、魔力は……そのへんの魔導師なら十人二十人集まっても俺に敵わないだろうな。

　だがお前の魔力の量は、俺以上だ。

　魔力は、人に与あたえることができる。一番簡単なのは、血を渡わたすことだな。お前を狙ねらっているやつは、お前から魔力を奪うばいたいんだ。そいつにとってはお前は、同じ重さの金きん塊かいよりも価値があるだろう」

「………………」

　シドの声は、貴方は大事な試験に落ちたのですよと告げに来た、シスターの感情を押おし殺した声音に似ていた。アニスはそのとき大だい丈じよ夫うぶです、平気ですと繰くり返した。だが今は、なんと言っていいか分からなかった。

「それだけの魔力を持っているくせに、お前には属性がない。

　判定の陣じんはなんの反応も示さなかった。魔力がない人間でも、少しは反応があるもんだ。だがお前には、何もなかった。無だ。

　つまりお前は類たぐい希まれな魔力を兼かね備そなえているくせに、それを使う手段を持たない、欠けつ陥かん魔法使いというわけだ」

　アニス、あなたはシスター試験に落ちてしまったの。でも、気にすることはないわ。もっと別の、貴方に相応ふさわしい道があるはずですから。

　アニス、貴方を引き取りたいという人がいるの。その人は貴方の、新しい家族になるのですよ。

「うそつき」

　布団を蹴け飛とばして起きあがり、アニスはシドを睨にらみ付けた。シドは椅い子すの上に座ったまま微び動どうだにしなかった。

「魔法なんか、知らない。分からない！」

「だから、説明してるんだろ」

　大声を出しそうになり、シドは踏ふみとどまった。

「知らないわ！　ポーラ様のところに帰る！　明日、帰る！」

「だからそれは無理だって、今説明」

　視界いっぱいに白いものが広がったかと思うと、シドは顔面に直ちよ撃くげきを受けた。怒ったアニスが枕まくらを振ふり回したのだ。

　シドは話をしながら後ろに倒たおれる、という希け有うな経験を積むことができた。床ゆかに頭を直撃させてしまった。敵の魔法使いが見たら、きっと拍はく手しゆ喝かつ采さいしただろう。

「………………」

　起きあがりながら臓ぞう腑ふをえぐるような悪口雑言を口にしようとしたシドだったが、枕を手にしたアニスが涙なみだをたたえて自分を見下ろしているので口をつぐんだ。

「出てって」

「あのな」

「出ていって！　出ていって！　出ていってったら出ていってったら出ていってーっ！」

　わあ、と泣き伏ふしたアニスを見てシドは呆ぼう然ぜんとした。

　彼としては、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をしたつもりだった。ジークの口走っていた、思春期の娘むすめがなんとかいう言葉を思い出す。これでは話にならない。無茶苦茶だ。

　何か間ま違ちがえただろうかと自問する。しかし間違っているとは思えなかった。

　ここでアニスをたしなめるともっと泣きわめきそうな気がするし、怒おこったりすればなおひどい結果が待っているだけだろう。

　やはり自分は子育てになど、向いていない。ため息をついてシドは立ち上がった。布団の上でうつぶせになり、アニスは世界で一番不幸な少女よろしく泣きじゃくっている。

「好きなだけ泣け」

　もちろん返事はなかった。

　シドはいらいらと大きな足音を立て、出て行こうとする。扉とびらに手をかけたとき、振り向いた。そしてこちらを見ないアニスに向けて、

「いいか、現実を受け入れろ！　分かったな！　つーか、分かれっ！　以上だ」

　泣き声がより大きくなったところで、シドは部屋を出て行った。



    

  
    
      四幕　アニス、買い物に行く






「なんで余計怒らせるわけ」

　ビアンカが柳りゆ眉うびを逆立てる。シドはいつもの渋じゆ面うめんだが、言い返す言葉はなかった。

　食事を終わらせさっさと部屋を出ていこうとしたシドを、ビアンカが追いかけた格好だ。

　テーブルの方では元気のないアニスに、ジークが気を遣つかい、ジュースはどうかな？　などと話しかけている。

　シドとしては、理性的に話せば解決すると思ったのだ。だから彼の主観としてはかなり優しく話したつもりだ。しかし結果は惨さん憺たんたるものだった。

「いい？　シド。アニスちゃんはね、ここに来て間もないの。不安なの。分かるかしら？　なのにあなたときたら、口を開けば暴言。態度は暴君。なにが父親よ。アニスちゃんからしたら降ってわいた災難だっていうのよ」

「好き勝手言いやがって。だったらてめぇがなんとかしてみろ」

「ばかね、あんたがなんとかしなくて誰だれがするのよ。

　良いこと教えてあげる。こういうとき、一挙に事態を解決させる、すばらしい手段っ」

「…………なんだ？」

　ビアンカはにんまりした。シドも、アニスのことに関してはビアンカの言葉に耳を傾かたむける気になったらしい。良い傾けい向こうだ。

「プレゼント大作戦よぉ！」

「帰れ」

「ちょっっと待ちなさいよ！　なんなのよそのしらけた顔！　ちょっと見てみなさいよ、アニスちゃんを」

　ビアンカは声を落とし、シドに近づいた。シドはいらだちを隠かくさぬままだったが、アニスに分からないように視線を動かした。

　アニスはジークの言葉を聞きながら、少し笑えみを見せている。

　シドにはそれがなんとも、腹立たしい。

「ここに来たときから、ずっとあの黒いワンピース着てるのよ。きっとあれ以外の服、持ってないんだわ。だからシド、あんたが可愛かわいい服を買ってあげなさいよ」

「ポーラに無む駄だな贅ぜい沢たくはさせるなと釘くぎを刺さされてる」

「ばかね、これは贅沢じゃないわ。必要なことなの！　なんなら私が一いつ緒しよに行くわ。ちゃんとアニスちゃんのことは守るわよ」

　二人が話していると、アニスはジークに何か言いながら立ち上がった。そして意を決したようにシドたちの方に歩いてくる。

　シドに視線を向けられたアニスはうっと足を止めそうになったものの、ちゃんとそばまでやって来た。シドは予想だにしていなかった。まさかジークが、

「あえて言いたい、アニス、よくやった！　あのシドをびっくりさせるなんてなかなかできるこっちゃないよ。いやー、見たかった。枕まくらぶつけられて後ろに倒たおれるシド。この話、永遠に語り継つぎたい。本に記録して、子孫に残したい」

なんてアニスを褒ほめ称たたえているとは。やや顔を青くしたアニスが謝ってくる、と立ち上がる。ジークはいいよいいよと止めたのだが、アニスは止まらなかった。

「あのっ！」

「なんだ？」

　二人の声が重なる。アニスは一いつし瞬ゆん沈ちん黙もくし、赤くなると、目をそらした。

「あぅ、その……枕をぶつけて、ごめんなさい」

　殊しゆ勝しようなアニスの言葉に、シドは戸と惑まどった。

　アニスはよりいっそう赤くなる。

「私、怒おこったら興奮して、手がつけられないってシスターにも言われてたのに。その……痛かったです、よね」

「いや、あれは俺が悪かった」

　アニスは瞬まばたきし、シドをじっと見つめた。今度はシドが目をそらす。

「だから、その……俺も、すまなかった」

　ビアンカが目配せするのにうるさそうに眉まゆをつり上げ、シドは「あー」と声を伸のばした。

「だから、アニス。

　……買い物に行ってきてくれ」

「え？」

　アニスはきょとんとする。

「ビアンカと、買い物に、行け。

　費用は全部俺が出す」

　シドはそのまま部屋から出て行こうとする。アニスは目を丸くしたまま、その背中を見送っていたが、

「ばかねえー！　シド、あなた今さら恥はずかしがってどうするのよ！」

「口出すなアヒル女！」

「アニスちゃん、あのね、シドがあなたの服とか身の回りの物買ってあげるって。だから買い物に行きましょっ！」

「え……っ」

「足りないものとか欲しいものとか、あるでしょ？　塔とうから出て少し歩いたところに町があるのよ。都ほどじゃないけど、わりといいもの揃そろってるはずよ」

「え、でも。でも、そんな。悪い……」

　ビアンカに文句を言おうとしたシドだったが、アニスの顔を見て、少しだけ渋じゆ面うめんをゆるめた。

「悪くない。好きな物を買え」

「いいの？」

「いい」

「本当に？」

　シドは何度も同じことを訊きかれるのが大だい嫌きらいだったが、今日ばかりは辛しん抱ぼう強く頷うなずいた。アニスはぱあっと喜び一色の顔になった。

「あのね、あの、私の好きな『孔雀姫ジルカータ』って話の中に、素す敵てきなドレスが出てくるの！　七色の糸で刺しし繍ゆうされた、金色のドレスでね、頭に孔雀ジルカの羽をつけるの。そんなドレスほんとにあったらどんなのだろうって、私ずーっと想像してたんだけど、もしかしてそんなドレスも売ってたりするのかしら？」

「そういう突とつ拍ぴよ子うしもないのはやめて、普ふ通つうの服にしておけ？　大体ドレスなんか着ねえだろ」

「そんなドレスが売っていたら、私誘ゆう惑わくにうち勝てるかどうか分からないわ。きっとそれしかいらなくなると思うの。……でもこんな赤い髪かみじゃ、似合わないかもしれないわね」

　どんな色の髪でも似合わないと思うわ、とビアンカはひそかに呟つぶやいた。

「私、自分の、新品の服を買うのって、初めてなの。教会にはお下がりの、黒とか灰色の服しかなくて……。あ、でも、それでも平気だったのよ？　黒い服だって、わりと素敵だし、赤い髪には合うんだもの。でも、ふくらんだスカートとか、リボンがついたドレスとか、そういうのでもいいのかしら……あの、私わがまま言い過ぎかしら？」

「大だい丈じよ夫うぶよお！　シドならきっと全部買ってくれるわ！　靴くつもアクセサリも。アニスちゃんはいっぱいわがまま言っていいんだからねっ」

　ビアンカがぎゅっとアニスの手を握にぎる。

「ちなみにお父様、ビアンカは白いフリルのドレスと赤い靴が欲しいと思ってるの」

「あ、俺は練習用の剣けんが欲しいなあ、お父様」

「てめぇらは参加するんじゃねぇ！」

　シドは一いつ緒しよに行かないと言った。アニスは残念がって何度も誘さそったが、シドは最後には返事すらしなかった。ビアンカに財布を投げ渡わたし、扉とびらを閉めた。





　昼下がり、空には雲一つ無い良い天気だった。

　シドの塔のある丘おかから、なだらかな下りの道がのびている。ゆるゆると下りていくと、やがて町まで続く街道に出る。街道沿いには川が流れている。川沿いには小さな風車が点々と置かれており、柔やわらかな風を受けて静かに回っている。

　水の流れる音を聞きながら、三人は町に向かって歩いていくのだった。

「私、空から来たからよく分からないんだけど、ここはどの地方なの？」

　アニスが振ふり返って問うと、ジークがうーんと唸うなった。

「君がいた町からは、かなり西。ラドゥク公領の南部だよ」

　ラドゥク、とアニスは繰くり返した。カドス王国は中央に直ちよつ轄かつ領りようがある。取り囲むように五公領と辺境伯はく領がある。ポーラ教会のあるヴェルネスカ公領から反時計回りにラドゥク、オスランデ、メッケン、ギルジアと続く。治める公こうし爵やく家の性格により、地域性もかなり異なっている。ラドゥク公領は比ひ較かく的てき肥ひ沃よくな土地で、農業が盛んだ。

　大陸には昼間も剣をそばから離はなすことのできないような魔ま物ものだらけの地方もあるのだが、ここいらは商隊も護衛の数を減らすほどの平和な地域だ。だがジークは赤い鞘さやをした剣を腰こしに帯びている。

「ラドゥク公は謎なぞの人って言われているのよね？　もう何年も表おも舞てぶ台たいに出ていなくて、今領地を治めているのは代理公だとか。もう死んでしまったって噂うわさもきいたけれど」

　ジークは頭をかいただけで、特に返事をしなかった。

「そういえばアニスちゃん、シドの塔は移動するのよ。知ってた？」

　いたずらっぽく笑いながらビアンカが言うと、アニスは驚おどろき声をあげた。

「ええええ？　塔が、もしかして、歩くの？」

「そうじゃなくて。これも魔法の一種なんだけど……えーと、魔法の中には道具魔法っていうのがあってね。魔法の力をもつ道具を使ったら、自分の属性に関係なく色んなことができるのよ。

　シドの塔とうには転送石が仕込まれてて、三カ所に移動できるって言ってたわ」

　転送石は「人間には創つくり出すことができない道具」として知られている。石は「夫婦」として対ついになっており、シドの塔に仕込まれた夫石とどこかの場所に封ふうじられた妻石が呼び合い、移動する。世界に限られた数しかないその石は、闇やみ市いちで非常な高値で取引されている。三カ所に移動できるということは、三対の石をシドは所有しているということである。

　ちなみにビアンカが石を買おうとしたとき、値段の０の数を見ただけで吐はき気がした代しろ物ものだ。

「朝起きたら違ちがう場所にいるかも知れないってこと？」

「シドは命を狙ねらわれてるから、さくさく住んでる場所変えるのよね」

「命を？　それ、どういうことなのビアンカ！」

　アニスは両目を見開いて振り返った。ビアンカはジークにばか、と肘ひじでつつかれる。

「えー……と、その。シドは魔法使いの中でも名を知られた、火の魔ま導どう師しなのよ。とっても強いの。シドを倒たおせば名めい誉よが手に入るって、浅はかに考えちゃうやつがいっぱいいるのよ」

「大丈夫だよ心配しなくても。君、シドがどれだけ強いか知らないだろ」

　ジークが冗じよ談うだんに紛まぎらわせて説得しようとするが、アニスは今にも塔に戻もどりたそうにしている。アニスにとって、シドは同い年ほどの少年なのだ。口は悪いし、性格もきついし、常に不ふ機き嫌げんだが、そこまで強そうには見えない。

　君が戻っても関係ないよ、とジークは苦くし笑ようする。

「むしろ邪じや魔まになる可能性の方が高いよきっと」

「あのねアニスちゃん。今までシドはたくさんの敵を倒してきたわ。あんなに強いやつみたことないくらいよ。だいたいね、魔法使いの強さは性格の悪さに比例してるのよ。シドがそんじょそこらの魔法使いにやられるはず、ないじゃない」

「でも……」

「今のシドの望みはアニスちゃんが欲しいものを買ってくることなの！　だから、行きましょ。こんなことしてたら日が暮れちゃう」

　ビアンカはアニスの腕うでを引いて小走りになった。引っ張られるままアニスは丘の上の塔を見上げる。

　あの場所が自分の家だという実感は、まだ持てなかった。



　ヴェルグリアの町は、人口は数百人程度で、あまり規模は大きくない。しかし北方から南西に下りていく街道を行き来する商人の宿場町としての役目を果たしており、やりとりされる物量も多く、栄えている。中央広場には、風車のような形の飾かざり機巧のついた、巨きよ大だいな塔が建っている。

　山沿いの小さな町にいたアニスにとっては、ほとんど都のように思えた。

　煉れん瓦が造づくりの建物が並び、中央の大通りを竜りゆ車うしやや馬車が進んでいく。たくさんの荷物を抱かかえた商人たちが、路面で商品を並べて店を出している。また、重厚な装備に身を包んだ傭よう兵へいたちの姿も見える。

「こっちこっち」

と腕を引かれて入り込んだその店は、町で一番大きな洋服店だった。アニスが戸と惑まどうほどたくさんの種類と数の服が並べられている。

　既き製せい品ひんを売っている洋服店など、アニスは来たことがなかった。

「いらっしゃいませ」

と迎むかえられ、店を飛び出しそうになるアニスをビアンカの腕が捕つかまえる。

　おしゃれに髭ひげを整えた店員は、地味な服に身を包んでおどおどしているアニスと、「この子に似合いそうな服あるかしら？」と微ほほ笑えむビアンカを見比べ、品の良い相づちを返した。

　ジークは店の外で待っている。

「どのような服がお好みでしょう？」

　問われたとたんアニスの身体はかちかちに凍こおりついた。

「あの、私。こ、こんな黒いワンピースばかりで。だから、その、似たようなのがあれば」

「違うでしょっアニスちゃん」

　ビアンカが怖おじけるアニスを威い勢せいよく前に出す。

「アニスちゃんならわりと髪かみが派手だし、大人っぽくまとめてもいいかもね。シックな茶色いワンピースとか、どうかしら。ううん、やっぱり可愛かわいいワンピースがいいわね。お兄さん、この子に似合いそうな服、持ってきてくださる？　全部試着してもいいかしら？」

「もちろんです。お嬢じよ様うさまでしたら、このようなタイプはいかがかと」

　店員は、買い物に慣れている様子のビアンカを見、そしてアニスを力づけるように微笑みかけて棚たなから数着の服を取り出してきた。いずれもアニスが所有したことのないような、華はなやかな服ばかりだ。

「きゃあ素す敵てき。アニスちゃん、この服着てみて！　あそこで着き替がえるのよ」

　アニスは赤くなってかくかく頷うなずくと、服をつかんでカーテンの向こうに駆かけ込んでいった。

「もう着た？」

「のっ、のぞかないでぇ！」

と騒さわぎつつ、アニスはすすめられた服を着て出てくる。ビアンカが褒ほめちぎり、これも着てみて！　と新しい服を渡わたす。リボンに、ブローチ。言われた物を持ってくる店員が汗あせをかくほどにビアンカはアニスに様々な試着をさせた。

「これと、これと、これ！　この組み合わせが、最強よ！　アニスちゃん回ってみてえ！」

　若草色をしたワンピースに、ビアンカは短い上着を合わせた。そして言われるままに黄色いリボンを前で結ぶような形のスカーフをつけたアニスは、頬ほおを染めつつくるっとまわった。刺しし繍ゆうのほどこされたすそがふわりと舞まう。

「最高ー！　可愛いっ！　私って見立ての天才じゃないかしら」

　盛り上がったビアンカが次の組み合わせを追求しようとしたが、

「あの、ビアンカ。私、これで十分だわ」

とアニスはビアンカの服の裾すそを引いた。

「えええええ。まさか！」

「これだけでいいわ。選んでくれてありがとうビアンカ」

「シドの財布はそんなに軽くないわよ？　もっともっと買えるわよ？

　あれだけで良いなんて、アニスちゃん欲がないにもほどがあるわ。試着したの全部買ってもいいのよ？　ね、そうしなさいよ」

「でも。私、ほんとにこれだけでいいの」

　アニスはいくらすすめられても、自分の気に入った分だけで良い、と言い張った。

　ビアンカは長い間残念がっていたが、

「じゃ、これだけは買わせてよ」

とリボンを選んだ。

　黄、白、赤、とアニスの髪に合う色だけを選び取る。

　そしてリボンの包装は断り、ビアンカはアニスの髪に結んだ。



　それからビアンカはアニスの手を引いて違ちがう店に連れて行き、靴くつを選ばせた。自分の足にぴったり合う新品の靴、となるとアニスは蝶ちよう々ちようの模様のついたピンクの革かわ靴ぐつに気を引かれつつ、地味な黒紐ひものブーツを選ぼうとした。ビアンカがワンピースに合わないわ、と主張しておとなしめの革靴を選んだ。

　そしてその後は色々な生活必ひつ需じゆ品ひんを買いに走る二人だった。どの店でもビアンカは店ごと買い取る勢いで、アニスは必死で止めるのだった。

「もっといっぱい買えるのに……もっと選びたいのにぃぃ！」

　ビアンカは不満たらたらで訴うつたえたが、アニスは首を振ふった。

「ごめんなさい、私、あんなにたくさんの服を見るの初めてで、なんだか胸がいっぱいになってしまったの」

「うう……アニスちゃんは質しつ実じつ剛ごう健けんなのね。遠えん慮りよ深いし……きっとシスター・ポーラの教育のたまものね。私なら、絶対あの店のもの全部買っちゃうのにぃぃ」

　いつまでもビアンカは悔くやしがっていた。



　お待たせ、と戻もどってきた二人を見、ジークが長々とため息をつく。

「ようやく終わったか……。ものすごく、長かったなあ…………」

「なによ、これでも早かった方よ。全然買ってないんだから。

　あら、アニスちゃん、あそこの店で美お味いしそうなチョコレート売ってるわよ。チョコレート食べたことある？」

とビアンカが指さした方向を見てアニスは立ち止まった。



　風が吹ふいた。アニスの髪に結んだリボンが、風に舞う。

　そしてそれを拾う、白い指。

　石造りの道を行き交かう人々の中で、そこだけ空気が違った。

　その少女はシスター服を着ていた。白銀の髪かみに、印象的な水色の目。その風ふう貌ぼうは異質だった。日常の中に紛まぎれ込んだ夢のように、非現実的だった。

「……セイ」

とアニスが呟つぶやいたとき、ビアンカの表情が変わった。アニスの視線を追い、その相手を見る。

　いじらしいほど可愛らしい顔立ちをしたその少女も、アニスを見つめていた。

　幻げん想そう的てきなその眼まな差ざし。その唇くちびるが笑えみにほころんだとき、

　どん、と石いし畳だたみを打つ轟ごう音おんがした。



「魔ま物ものが出たアァーッ！」

　叫さけび声に、通りを行く人たちが浮うき足立つ。あっという間に混乱が広がっていく。

　アニスはセイに近づいていこうとする。それをビアンカが止めた。

「だめよアニスちゃん！　……あいつは」

　ジークとビアンカはアニスを背中に庇かばった。

　人々が大声を上げ、通りを走り出すのにビアンカが一いつし瞬ゆん気を取られた隙すきに、水色の目をした少女は身を翻ひるがえらせて駆かけていく。

「俺が追う」

　ジークが告げると、走り出した。

「無茶しないで、すぐ戻ってきて！　あいつはたちの悪い魔ま導どう師しなんだからね」

　ビアンカがその背中に叫んだが、後半部分は届いていなかったかもしれない。ジークの姿は人の群れに紛れ、あっという間に見えなくなった。

　どこかで教会の鐘かねが鳴り出した。町中に異常を告げるためのものだ。

　魔物が町を襲おそうのは、さほど珍めずらしいことではない。牙が狼ろうや大だい蛇じや、竜りゆうに襲われて壊かい滅めつした町や村などいくらでもある。しかしこのヴェルグリアの町は今まで一度も襲われたことがない。かれらの住み処から遠く、街道に近く、人々の守りが堅かたいためだ。だからシドも、アニスを買い物に行かせたのだ。

「ねえ、なにが現れたのっ？」

　ビアンカが走り去ろうとしている男を捕つかまえて、問うた。すると、

「わからん……あんなおっかないの、見たことねぇよ！」

と叫んで男は全力で駆けていった。

　魔物は普ふ通つうの生き物ではない。かれらは非常に生命力が強く、獰どう猛もうで、人の血を好む。

　門の方向からは悲鳴が聞こえはじめた。



　アニスたちは人の流れから外れて路地裏に入り込んだ。

「逃にげなくていいの？」

「もちろん、逃げるわよ。でもこういうときは、人の流れをちゃんと見ないと押おしつぶされちゃうかもしれないし……」

　言いながらビアンカは周囲を警けい戒かいしている。それは、混乱している民衆ではなく、一人の魔導師に備えるためだった。

　アニスは後ろからビアンカの腕うでを掴つかんだ。ビアンカの細い身体が、何な故ぜかとても頼たのもしく見える。それに比べて、自分はあまりにも……。

「大だい丈じよ夫うぶよ。アニスちゃん」

　震ふるえているアニスの手を上から握にぎり、ビアンカは振り向いて笑った。

「これでも私も結構強いんだからね」

　悲鳴が近づいてくる。ビアンカが即そく座ざに視線を戻す。すると、まっすぐに飛行してくるトンボ竜の姿が見えた。

　トンボ竜は虫に似た透とう明めいな四枚の羽根で宙を飛ぶ、竜の亜あ種しゆである。羽根は大きいが、鱗うろこに包まれた本体は大人の男の腕ほどしかない。風に乗って飛来し、人の首に張り付いて血を吸うことで知られている。

「うわ、うあああああっ」

　商人らしい男が一人尻しり餅もちをついた。トンボ竜は空中でその数を増した。かれらの集合した姿が一匹ぴきの巨きよ大だいな虫に見え、アニスはぞっと背筋を震わせた。彼らは地上の敵を見定め、そして大量に襲いかかってきた！

「カーズ」

　ビアンカが右みぎ腕うでの肘ひじを上げる。

「イリスタ　デイ　ノース

　アリスタ　メイ　マーズ」

　その手が淡あわく光っているのをアニスは見た。空気がこわばる。ビアンカから、目が離はなせない。

　白い手が帯びた魔力を収束させる。

「デインナシア…………！」

　切り裂さくために生まれた風が、飛来してきたトンボ竜に襲いかかる。羽根を裂かれたトンボ竜がぼとぼとと石いし畳だたみの上に落ちた。

「あ、あんた魔ま法ほう使つかいなのか。助けてくれえ！」

「きゃっ。ちょっと！」

　商人の男がビアンカに飛びついた。ビアンカは怒おこって男を押しのけるが、相手は命の危機にパニックになっている。

「あのね、離しなさい！　トンボ竜はたいていもっと強い魔物にまとわりついてるのよ！　だから、つまり……ちょ、どこ触さわってんのよーっ！　えええいっ」

「うぎょっ？」

　ビアンカは右足を上げた。相手がその綺き麗れいな足に見とれたその一瞬にカカトを脳天に叩たたき込んだ。見事な直ちよ撃くげきを受けて、男はかっくりと倒たおれ込む。アニスも協力して男を細い路地に押し込んだときにはもう道には人ひと影かげがなくなっていた。店はほとんど扉とびらを閉めてしまっている。

「んん、ジークのやつ戻もどってこないわね……。これはアニスちゃん連れてさっさと脱だつ出しゆつした方がいいかな」

「ビアンカ、悲鳴が聞こえなくなった」

　ずん、と地面が揺ゆれた。

　人々はそれを恐おそれ、逃げたのだと、分かった。羽音がする。空に、トンボ竜が集まっている。だがそれはもう脅きよ威ういには思えない。今地面を揺らしているそいつに比べたらなんとかできる相手だ。

　だがあれは違ちがう。

「ちょ、嘘うそでしょお……」

　ビアンカはアニスを背中に庇かばいながら、絶句した。

　アニスは声を失ってビアンカにすがりついた。

　それは、既すでに死んでいる。闇やみに属する魔物の中でも、最も忌いまわしい。そいつらを二度殺すためには、多大な労力を要するので、見つけたら即そく逃にげた方が良い。皮ひ膚ふは破れて下の腐くさった肉が露ろし出ゆつしている。それどころか、骨まで見えている。

　通りは腐ふし臭ゆうに満ちた。それは漆しつ黒こくの光のない目で、己おのれが二度と生きることのないこの世のものを見つめている。

　竜の骨格。豚ぶたの鼻。象の耳。獅し子しの足。そして一番忌まわしいのは、それが男の老人の顔をしていることだった。

　それは幾いく種しゆもの動物を組み合わせたキマイラの、ゾンビだった。馬車ほどに大きい。その巨きよ躯くが踏ふみしめるたび、石畳が割れている。全身から腐った臭しゆ気うきを放ちながら、喉のどの奥おくから音程のずれた金切り声を漏もらしながら、それは小鳥のように邪じや気きのない仕草で首をかしげた。

　光のない目がまっすぐに自分を見た気がして、アニスは凍こおり付いた。

「逃にげるわ」

　ビアンカが即そく断だんする。

「あれは、今の私の魔力じゃ無理。ちょっと切り裂いても全然気にしない、鈍どん感かんな奴やつだから。剣けんでたたっ切るのが一番……こんなときにどこ行ったのよあいつはああ！」

　細い道に駆かけ込む。建物に挟はさまれた暗く狭せまい道には、アレは入って来られない。しかしその通路はあまりに短かった。アニスはどこかで誰だれかが笑っているような気がした。

「ビアンカ、危ない！」

　飛来してきたトンボ竜がビアンカの首筋を狙ねらっていた。アニスは慌あわてて素す手でで払はらいのける。トンボ竜ははじき飛ばされてまた宙に戻った。

　小物ではあるが、喉を噛かまれてはただではすまない。

「あの路地、入って！」

　アニスは背中を叩かれて走り出した。ビアンカがその後に付き、アニスが道に入った途と端たん振ふり返った。その瞬しゆ間んかんビアンカの手が風を導いた。トンボ竜がまたはたはたと落ちてくる。



    

  
    
      　ぐお、おおお……と背筋を凍らせる雄お叫たけびが聞こえる。キマイラゾンビの声に間ま違ちがいなかった。何かを破は壊かいしている音も聞こえる。

「ええい、護民兵はまだなの？　怠たい慢まんだわ、のろま！」

「いいこと思いついたわ、ビアンカ！　私、囮おとりになるわ。あのでっかいのが私を狙ったところで、ビアンカの魔法を」

「絶対だめええっ！」

　ビアンカは全力でアニスの提案を却きや下つかした。

　何か言い返そうとしたアニスだったが、臭気を感じて顔をしかめた。腐った臭においが漂ただよってきている。

　ビアンカは、あれの入って来られない道を選んだはずだった。

　しかしキマイラは、その巨躯でもって二人のいる路地目がけて体当たりしてきた。

「きゃーっ！」

　どん、どんと地面が、空気が揺れている。

　キマイラがぶつかるたび、建物が壊されていく。レンガがぼろぼろと崩くずれ、壁かべには真横にヒビが入っていく。

「この欠けつ陥かん住宅っ！　アニスちゃん奥に向かって走るわよ」

「ど、どうしよう。ビアンカ」

「走ってってば！」

「この路地、行き止まりなのよ……」

　なんですってぇ、とビアンカが叫さけぶのと建物が倒とう壊かいするのとは同時だった。二人は奥へ進んでいこうとする。しかしトンボ竜が行き先を塞ふさぐように飛来してきた。

　キマイラは二人を見て、笑った。それは間違いなく邪じや悪あくな知性を持っていた。生あるものを憎にくみ、食いちぎり血をすすらねば気が済まない……そんな妄もう執しゆうを感じさせた。

　ビアンカはアニスを背中に庇う。

　そのとき。

『ア……ニ、ス』

　キマイラの口から、人の声とは異質な音が漏れた。

　それは間違いようもなくアニスを見ており、アニスの名を呼んだ。

「ビアンカ、あ、あれ、しゃべってる？」

「え？　何？　キメラはしゃべらないわよ、アニスちゃん」

　説明するビアンカの声に重なり、アニスには確かに聞こえた。

『ァニ、…ス……』

　闇やみから響ひびくようなまがまがしい、そしてどこかもの悲しい声が。





「これでも食らいなさいよ！」

　ビアンカが風の魔ま法ほうを放つ。それは数本のカマで切り込んだように、キマイラの皮ひ膚ふを深くえぐり取った。しかしそれは痛みを感じていないかのように、黒い血をたらしながら、口元をニィと歪ゆがませた。

『……ア、ハ、ハハハハ、ニィ……スゥゥゥ……』

　ビアンカの指が舞まいのような形に組み合わされる。緑色の目が獰どう猛もうに光り、ビアンカは舞いのように優ゆう雅がに腕うでを振ふるった。

　そして放たれたのは、竜たつ巻まきに似た破は壊かいの風だった。

「あ、あああっ！」

　その風の勢いの激しさに、アニスは後ろに吹ふき飛ばされそうになった。石いし畳だたみがぴしぴしと音を立てて割れ、巻き上がる。横の壁にも、亀き裂れつが入った。

　竜巻はキマイラを包み込むように吹き、蹂じゆ躙うりんする。

　アニスは、その魔法で倒たおしたかと思った。暴風の中で切り刻まれた魔物の身体が、ぼたぼたと音を立てて落ちる。腕が、皮膚が、崩れ落ちる。

　しかしそれは一度死んだ身体だった。痛みで足を止めることはない。ビアンカの魔法と、相手の相性が悪すぎた。

　破壊するならし尽つくさねば、殺すことをやめない。キマイラは身体を震ふるわせ、ぼろぼろと肉を落としながらゆっくり二人に近づいてくる。

　ビアンカはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「……この身体の魔力じゃ、あいつは倒せないか」

「ビアンカ」

「アニスちゃんはそこにいて。私が……、」

　ビアンカは手を伸のばし、アニスの手をぎゅっと握り、そして離はなした。そして魔物に向き直った。

　すう、と深呼吸する。集中しなければならない。

　己おのれにできる最大のことを、果たそうとする。

「ビアンカ！　あそこ、見て！」

　その魔法を止めたのは、他ほかならぬアニスの声だった。



　キマイラには、気配を察知するような能力はなかった。ただ前に進み、命じられたことを果たそうとしていた。巨きよ大だいな爪つめの生えた足を振り上げる。その一いち撃げきで、少女二人はたやすく押おしつぶされるだろう。

　その爪つま先さきが、炎ほのおに包まれた。



　黒い長衣をまとった少年は、音もなく現れた。その少年の手は、見る者の目に鮮あざやかな銀色の光を帯びている。彼が口の中で何か唱えると、キマイラの足下で爆ばく発はつが起こった。衝しよ撃うげきを受けて巨きよ体たいが傾かたむく。



　アニスは目を見開いた。声は出ない。ビアンカに手を引かれ、もつれる足で必死に走った。キマイラのそばをすり抜ぬけるようにしてシドの位置まで走った。

「大だい丈じよ夫うぶか」

　シドの質問に頷うなずいて答える。

「三秒で終わる。目をつぶってろ」

　そしてシドはまた、キマイラに向き直った。



「ヴント　ベイタル　アゲート」

　空気が燃えるような、熱。瞬しゆ時んじに上がった温度によって生まれた上じよう昇しよう気流。

　魔法の素養を持たないアニスにも分かった。この少年の力は、別格だと。

　シドは右手を魔物に向けた。力を導き、奇き跡せきを生み出す手。その言こと霊だま。

　なぜだろう。アニスは震えた。

　なぜか、知っている。……どこかで。聞いたことがある。記き憶おくを揺ゆり動かすのは間ま違ちがいなくシドの声。

（お前などいらない）

（……死んでしまえ）

という恐おそろしい声と、



「ギガ　バース！」



　視界が歪み、キマイラの輪りん郭かくが波打って見えた。

　空から炎の固まりが落ちてきたように見えた。

　世界が真っ赤だ。そう、アニスの世界はかつて一度この赤に壊こわされた。

　緋ひ色いろの目。伸ばされた手。



　キマイラは火だるまになった。全身の炎がかれの動きを固めるように焦こがす。町の一角は赤く染まる。魔物はあっという間に心臓を焼かれて絶命した。その身体は熱に耐たえかねて横よこ倒だおしになり、地面を震わせた。



「……大丈夫か！」

　ようやく駆かけつけてきたジークは、剣けんを抜いていた。

「遅おそい！　もうシドが倒しちゃったわよ」

とビアンカが文句を言った。

「すまん、あっちにもいたんだ、でかいのが」

　ジークは倒れて燃えている魔物に視線をやった。

「なんだよ、これ。ゾンビ……だよな」

　アニスはへたりこんだ。火を見た瞬しゆ間んかんから、体に力が入らなくなった。伸ばされた手は、シドのものだ。いつも通りの仏ぶつ頂ちよ面うづらで、

「大丈夫か」

　その声を聞いたとき、アニスは声も出せなかった。



    

  
    
      五幕　アニス、白薔薇姫の舞台に立つ






　アニスがシドの塔とうに来てから、一週間が経過した。

　町が魔ま物ものに襲しゆ撃うげきされてからアニスは体調を崩くずして寝ね込こんでいたが、昨日からベッドを離はなれていた。壊れた町はすでに復旧作業が始まっている。キマイラのような特とく殊しゆな魔物が襲撃してきたことで、都から調査官がやってくる騒さわぎになっていたが、彼らはシドの塔には調べに来なかった。

　塔の中は静かなものだった。アニスはビアンカが用意した薔ば薇らの花びらの入ったお茶とケーキを楽しんだ後、シドの部屋を訪れることにした。あの日からシドの顔を見ていなかったし、気になることがあったのだ。

　入れ、と言う声を聞いてアニスは部屋に足を踏ふみ入れた。

　壁かべ一面に本ほん棚だなが並んでおり、何百もの革表紙の本が並んでいる。卓たくの上にはアニスにはなにに使うのか分からないような道具が乱雑に置かれている。一見して乱雑で、綺き麗れいに片付けられているとは言い難がたいが、雑多な中に不思議な統一感のある場所だった。

　中心にある机に向かい、シドは何か書き物をしていた。

「もう、平気か」

　ペンの動きを止め、シドは質問した。本に気を取られていたアニスは肩かたを波立たせつつ答えた。

「ええ、大だい丈じよ夫うぶ。元気です」

　そのままアニスがもじもじしていると、シドはため息をついて用件を促うながした。アニスはしばらく迷っていたが、

「あのね……もしかしたらなんだけど、あの魔物は、私を狙ねらっていたのかしら」

と訊きいた。

「そうかもしれない。ビアンカが、水色の目をした女を見たと言っていた。セイがあの町にいたのなら、魔物が現れてもおかしくない。

　やつは水の魔ま導どう師しだ。特に癒いやしの魔法を得意としている。癒しの効き目がありすぎて、死体まで動けるようにしちまう。

　キマイラのゾンビときたら、セイ・ノーマンが犯人ですと言ってるようなもんだ」

　アニスはそう、とうなだれた。



　自分が狙われている、と聞いてもなかなか信じられなかった。自分が会って話したセイは、物静かで優しい少女だった。

　シスター試験で会ったときは、アニスが語った、どんなシスターになりたいか、という想像の話をずっときいてくれた。階段で転んだときも、彼女のハンカチで膝ひざの血を拭ふいてくれた。

　アニス、私たちきっとまた会いましょうね。約束よ。と微ほほ笑えんだセイを、アニスはとても可か憐れんだと思ったのだった。

「セイは、とっても綺麗で、儚はかなげで、優しい子だったわ。あの子が私を狙っているなんて……信じられない。だって、とてもいい子だったもの。

　セイが『私は病弱で、お医者様に走ることを止められているの』って言うから、私が『だったら私の元気を分けたいくらいよ』って返したの。そしたらセイは、『アニスは馬車並みに元気なのね。うらやましいわ』って悲しげに言ったわ。できることなら本当に分けてあげたかった」

「……すげぇイヤミ言われても全然気づかねぇんだな」

「え？　なぁに？」

「いや、なんでもない。で、シスターになっているはずのその美少女が、なぜかお前の行く先に現れて、そして魔物まで現れた、と。そんな偶ぐう然ぜんはあり得ない。

　しかもその魔物は、死人遣いであるあいつが得意とする、ゾンビだ。それだけでも犯人はやつだと、告げているようなもんだ。

　キマイラゾンビを操っていたのは間ま違ちがいなくセイ・ノーマンで、やつはお前の魔力を狙っている。これからまた襲撃があるかもしれない」

　アニスは目を閉じて、しばらく考え込んでいた。

「また、あんなことがあるかもしれないのね……」

「ああ」

「だったら私、自分でも少しは戦えた方がいいわよね……？」

「そうだな」

　シドは何気なく返事をしたのだが、アニスが目を輝かがやかせて身を乗り出してきたので、いやな予感に背筋を震ふるわせた。

「私、魔力があるのよね？　ちょっと、魔法を勉強してみようと思うんだけど、どうかしら？　どう思う？

　本で読んだことがあるんだけど、空から雷かみなりを落としたりとか、洪こう水ずいを起こしたりとか、世界にはすごい魔法があるのよね？」

　アニスはシドが押おし黙だまっているのをいいことに、どんどん言葉を続けた。

「私、真ま面じ目めに勉強してみようと思うの。もしかしたら、あなたがびっくりするような、すごい魔法が使えるようになったりするかもしれないわよね？　どうしよう、そしたら、あなたより強くなっちゃうかも」

「今まさにびっくりしてる、アニス。あのな、属性がないって言っただろう。向いてねえんだ、お前は」

「でも、世の中には割り切れないことがいっぱいあるわ」

「割り切れないのはお前の頭だけにしておけ」

「ねえ、魔法を教えてくれない？　修行してみたいの！」

　シドは有無を言わせないような完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべ、扉とびらを指さした。

「出ていけっていうの？　ひどいわ。私、何かしたいの。ねえ、お願い」

「俺には赤ん坊ぼうに歩き方を教えてるような暇ひまはねぇんだよ。せめてこれが読めるようになってから来い」

　つかつかと本ほん棚だなに歩いていったシドが投げ渡わたした本は、不可思議な文字と絵が描えがかれた革表紙の本だった。アニスにはタイトルも読めない。なにこれと質問したが、部屋から追い出されてしまった。



「あー、これ現代魔ま法ほうの教科書よ」

　ぱらぱら本をめくりながら、ビアンカが教えてくれた。

「でもいきなりこんな本渡されても、分かんないわよね。現代魔法って言っても使われてるのは口語じゃないし」

　アニスは悲しげにうなだれている。

「全然何一つ分からなくて。そんな言葉見たことないし……」

「うむむ」

　実のところビアンカは、アニスがシドに「魔法使いになる！」と宣言した話を聞いて、特に「あなたよりすごい魔法使いになっちゃうかも」のあたりで吹ふき出しそうになったのだが、意志の力と腹筋の力で耐たえたのだった。

　何と言っていいか分からずビアンカは金色の仔こ猫ねこの姿に変身した。

　アニスの膝ひざにぴょんと乗り、にゃあと鳴く。その可愛かわいらしさに、アニスに笑みが戻もどる。そしてビアンカはまた人の姿に戻った。

「魔法使いになるかどうかはともかく。魔法について勉強するのはいいことだと思うわ。それに、シドが向いていないって言ったからって、本当にそうとは限らない。魔法ってね、強い願いが生み出すのよ」

「そう……なの？」

「そうよ。だから、アニスちゃんに絶対魔法が使えないなんて、誰だれにも言えないわ。絶対に」

　強く頷うなずいたビアンカに、アニスははにかんで微ほほ笑えみ返した。



「魔法には二種類あるの。現代魔法と古代魔法。現代魔法は汎はん用よう魔法ともいって、昔『究極の凡ぼん人じん』と言われた人が作り上げた魔術体系なの。その人は、竜りゆうと契けい約やくして古代魔法を使えるようになりたかったんだけど、できなかった。だから竜と関係なく使える魔法を求めたのよ。

　魔まり力よくさえあれば、努力次第で現代魔法は使えるようになると思う。

　でもね、古代魔法は違ちがうの」

　ビアンカはふわふわした布地の袖そでを、アニスの前でまくりあげた。右みぎ腕うでの内側、全く日に焼けていない真っ白な皮ひ膚ふに、不思議な文様が描かれている。アニスはじっと見つめた。絵のようでもあり、文字のようでもある。

「竜と契約して古代魔法を使えるようになった人を、魔ま導どう師しというの。

　魔導師が一度でも言こと霊だまを使ったら、身体のどこかにこんな印が浮かぶわ。これは『竜の噛かみ痕あと』と言われてる。形は属性を表しててね、私の形は風。シドも身体のどこかに火の模様があるはずよ。

　一度でも古代魔法を使ったらもう、消えないの」

　ビアンカは袖を戻した。

「あのね、魔導師はね、言霊を使うの。

　勉強して身に付くようなものじゃないのよ。たぶんね、運命なのよ」

　運命、とアニスは口の中で繰くり返した。

「最初にその言葉を口にしたときにね、自分の契けい約やく竜を見たわ。……とても綺き麗れいな、真っ白な翼よく竜りゆうだった。契約竜はね、肉ある竜じゃなくて、精神的な存在なのよ」

　アニスは瞬まばたきしながら身を乗り出して話を聞く。

「そもそも魔法はこの世の力じゃないから、この世に引っ張り出すときに手順を踏ふまないといけないわけ。契約竜はこの世界の隣となりのもう一つの世界にいる。その力を借りてこちらの世界に魔法を顕あらわすのよ」

　アニスは一いつし生よう懸けん命めい考え込んでいる。

「言霊はこの世と竜の世界をつなげる、門の鍵かぎみたいなものね。その数は人によって違う。恵めぐまれてる人は、門を開けるのに必要な鍵の数が少ないの。私が知ってる中で一番少ないのは、五つ。でも、百くらい開けないといけない人は、ざらにいるわ」

「言霊は、人に教えてもらえるものじゃないのね」

「そう。それは人が教えてあげられることじゃないの」

「…………」

「私、きっとアニスちゃんの力には何かの意味があると思うわ」

「ビアンカ……」

「そもそも魔法が使えないといけないってわけじゃないし！　別に、シドが魔法使いになれって言ったわけじゃないんでしょ？」

「でも……なにもしないで守ってもらうだけなんていやだわ」

「別に。いいんじゃない？　シドには力があるんですもの。それに一応、親子なんだし？　なんだったら、シドに後ろから抱だきついて、『お父様ァ、アニスぬいぐるみが欲しいの～』って甘あまえてみたら」

「それはやだ」

　真顔になって断りつつ、アニスはすぐに笑え顔がおになった。

「ありがとうビアンカ。気持ちが楽になったわ」

　ビアンカは照れたように顔に手を当て、人の姿のままにゃあと鳴いた。

「なんだかね、申し訳なかったの。みんな私のこと守ってくれたけど、私には何もできないから……。せめてお礼がしたいんだけど」

「そう？

　だったら料理はどうかしら、アニスちゃん。おいしいご飯を作って、シドをびっくりさせてみたら？」

「ああ。それ、いいかもしれない。やってみるわ！」

　まさかビアンカはその提案が、大げんかのきっかけになってしまうとは、予想もしなかった。





　アニスは威い勢せいよく階段を下りてきた。

「あれ、どうしたんだいアニス」

　焼きたてパンを入れたカゴをもって通りかかったジークが声をかける。アニスはほとんど全力疾しつ走そうで、

「ごきげんよう！」

　目も合わせず、威勢良く脇わきをすり抜ぬけていく。ジークはアニスの様子を見て何か悟さとったらしく追いかけたのだが、アニスは歩調をゆるめなかった。

「アニスちゃん、怒おこると眉み間けんに皺しわが寄るよ。シドみたいに固定しちゃうよ」

「私、怒ってるの。あんなやつの名前なんか聞かせないで！」

　ジークは粘ねばり強くアニスに話しかけ、なぜ怒っているかを聞き出した。

「これからね、塔とうでの生活を頑がん張ばろうと思って。できることから始めようと思ったの。ビアンカがね、ご飯を作ってみたらどうかって言ったから、私も料理は好きな方だし、がんばってみたの」

「建設的だな。えらいと思うよ。で、なにがあったのかな？」

「そ、そしたら。あの人、私が作ったご飯を、

『マズイにもほどがある。冗じよ談うだんなら即そつ刻こくやめろ。本気ならなおたちが悪い』

って！」

　ジークはあーあ、と額を押おさえた。シドは卵しか食べないがそれは手間がかからないためだ。かといって出されたものはなんでも食べるかというと、決してそうではない。出された皿の裏面にまで文句をつけるような美食家だ。

「パンにチョコレートを入れるなって。シチューに大根はありえないって。そこが大事なところなのに、いちいち全部けなしたの！」

「えー…と、そうか。俺、買い出しに出てたからそんな面おも白しろ……いや、とんでもない事態になってるとは」

　アニスの料理はけちょんけちょんに批判され、アニスは泣きべそをかいて皿を下げた。そしてその足で家出を決行しようとしているわけだ。

　ジークからすれば、シドが一応アニスの料理に手をつけたというだけでも驚おどろきの事態なのだが、アニスにそのあたりを説明しても納得しないだろう。

「無む駄だだと思うなあ。あの魔ま物ものの一件から、外に出るなって言われてるだろ？」

「そんなの知らないわ！　私、あの人の言うことなんてきかないんだから！

　ビアンカにお別れが言えないことだけが心残りだけど、帰ってきたらどうか感謝していると伝えて。手紙を書くわ！」

　手紙を書いてもここには届かないんじゃ、というジークのつっこみも無視してアニスはずんずん歩いていく。

「ねえ、外に行くにはこの道で良いのよね？　もしかして、さっき曲がる角を間ま違ちがえたのかしら。私、あんまり道が覚えられないの。特にこの塔、ややこしいし」

　ぺらぺらと喋しやべりながらほとんどアニスは走り出している。ジークはついていきながら、笑みにゆるむ口元を引き締しめるので一いつし生よう懸けん命めいだった。

「一階は、その道を曲がって、階段を下りれば良いんだけどね。うん。でも、外に出るのは無理じゃないかなあ……」

「どうして。私、出て行くわ。何があろうと、絶対にっ」

「でもね、あれ」

　階段の上で、アニスはあんぐりと口を開けた。

　外に通じているであろう大きな扉とびらがある。あれを開けて飛び出していけば、青空の下だ。

　……出ていけるなら。

　前に堂々と陣じん取どってぐうぐう眠ねむっている、緑色の翼よく竜りゆうさえいなければ。

　あの少年の意地悪だとしか、形容しようがない。アニスはカバンを握にぎった手をぶるぶる震ふるわせた。

「普ふ段だんならノアは外で寝ねてるんだけどね……、シドがあそこに寝かせとけって言ったんだ」

　竜が息をするたびに腹が膨ふくれたり、へこんだりする。人一人、余よ裕ゆうで胃におさめることができる大きさだ。

「乗り越こえるわ！」

「やめなって。乗り越える途とち中ゆうでノアが寝返りうったらどうする？　重いだろうなぁ。きっと骨折るだけじゃすまないだろうな」

　勢いよく進みかけたアニスの足がぴったり止まる。

「寝ぼけて馬車を崩ほう壊かいさせたこともあるなぁ。竜の力をなめない方が良いよ。あっ、シドときたらこんなもんまで置いてくれてる」

　ジークが指さしたところに、剣けんが置いてあった。無造作に階段の手すりに立てかけてあるが、数打ちの無銘剣ではない、なにか由ゆい緒しよ正しそうな飾かざりの付いた剣だった。

「何ならこれであいつを倒たおして出て行けということかな。うーん、頑張ってみる？　ちなみに竜を倒すとドラゴンスレイヤーの称しよ号うごうがもらえるよ。ドラゴンスレイヤー・アニスってね。女の子にとってはあんまり自じ慢まんになりそうにないけどさ」

「…………」

　ジークはひょいっと剣を持ち上げ、アニスに渡わたした。ジークが無造作に持ち上げたので軽そうに見えたが、アニスは剣の重さに身体の平へい衡こうを失って転びそうになった。

　物語では男たちが軽々と馬上で振ふり回しているものだが、実際は大きな鉄の塊かたまりである。鍋なべを振り回すのにも難なん儀ぎする細い腕うでで、持ち上げることができるものではなかった。

　持ち上げられもしない剣と、いびきをかいている竜を見比べ、アニスは脱だつ力りよくした。



    

  
    
      「アニスは料理が得意なのか？」

「ううん。ほんとは、あんまり料理したことないの」

　正直に答えるアニスに、ジークは苦くし笑ようした。

「料理はおいおいやってくことにして、違ちがうことをやってみるのはどうかな。別に料理でシドの舌をうならせるのが第一の目標ってわけじゃないだろ？」

「いいえ！　それも大事な目標だわ。いつか絶対、おかわりと言わせてみせるんだから！」

　アニスの関心が家出から離はなれたので、ジークはひそかに胸をなで下ろした。

「それはそれとして。もっと簡単なこともあるよ。ほら、ノアの寝床を整えるとか。いつもは俺一人でやってるけど、結構大変なんだ。手伝ってくれたら嬉うれしいんだけどな」

　アニスはまあ、と目を大きくした。

「もちろん。手伝えることがあれば、私、やるわ！」

　アニスはがぜんやる気になり、大急ぎでかばんを部屋に戻もどしに行った。そして戻ってくると、藁わらを運び込んだり、古い藁を集めたりする作業を手伝った。

「ノアってこうしてると可愛かわいくなってくるわね」

「だろ？　だろ？　竜ってみんな可愛いんだ。都で金持ちがペットにしてる愛あい玩がん用の小型竜もかなり可愛いし、竜騎き士しが乗る牙がり竜ゆうのかっこよさときたらただごとじゃないんだぜ。一回見せたいよ」

　子供のように満面の笑えみを浮うかべながら、ジークはくうくう寝ね息いきをたてるノアの頭を撫なでる。

「ジークは竜が大好きなのね」

「そう。俺がここに来たのもノアに惚ほれてるからなんだよな！　そういやアニスは竜が怖こわいんだっけ？」

「教会でね、竜に襲おそわれたの。ものすごく怖かった……どっか行けーって叫さけんだら、行ってくれたんだけど。殺されると思ったわ。でも、あのときの竜とノアは全然違う。目が優しいし、猫ねこみたいに甘あまえてくるの」

「やっぱノアは最高だから！　そんな竜のこと早く忘れちまえよ、アニス」

　悪い男にだまされたんだよ、というような言い方だったが、アニスは素す直なおにうんと頷うなずき、ジークの真ま似ねをしてノアを撫でる。

　ワンピースが藁まみれになったが、アニスは全く気にしなかった。

「ジークは、魔ま法ほうを使えるの？」

　問われてジークは笑い出した。いびきをかいていたノアは目を開けて、アニスの整えた新しい寝床に移動した。藁の上でキュイイと気持ちよさそうな声を上げ、ころころと転がる。アニスにとっては馬車がひっくり返ったような感じだが、仕草そのものは大きな犬のようだ。

「俺は剣けん士しだよ。魔法なんか、使えない。剣士の中でも魔法の剣とか使うやつがいるけど、俺はそういう才能はないんだ。

　シドとは昔からの知り合いでね。じいさんが仲良しなんだよなあ」

「ジークのおじいさんと？」

「じいさんが若い頃ころから、知り合いだってさ」

　ジークはアニスに聞かれるまま、生まれた家の話をした。

「兄弟がたくさんいすぎて、家に居場所がなくてさ。軍学校に入ったけど退たい屈くつで。本当は竜乗りになりたいんだけど、反対されてるんだよ。

　今はシドんちに転がり込んでるけど、いつ戻ることになるか、分からない。

　だからアニス、早いとこシドと仲直りしてくれ」

「ジーク、出て行っちゃうの？」

「この塔とうに一生住むわけにはいかないだろ。明日かも知れないし、数年後かもしれないけど……いや、明日ってこたぁない、明日ってことは」

　アニスの曇くもった顔を見て、ジークは慌あわてて手を振って否定した。

　そしてジークはノアが食べる餌えさを用意しはじめた。

　竜は種族によって食べるものが違う。ノアは基本的に草を食べるが、その中に生肉や固くなったパン、そして竜の食べる石を混ぜ込んでいる。

　竜は石を食べる。特に宝石を好む。ノアが好むのはエメラルドだが、食事のたびにそんなものを与あたえていては破産するため、代わりとなる石を食しよ餌くじに混ぜ込んでいるのだ。竜に関する道具を扱あつかっている店で売っている。エメラルドほどではないが、安いものではない。竜を飼うのは金がかかるのである。

「ビアンカだって同じだぞ。あいつ、放り出してるみたいだけど自分の塔があるらしいし。この塔にずっといていいのは、持ち主のあいつと、引き取られた君だけだ」

「……でもあの人、顔を合わせてもイヤミばっかり。何を言っても馬ば鹿かにするの」

「君は誤解してるかもしれないけど、シドはあれでも君に気を遣つかってるよ。君が危ない目に遭あわないよう、注意を払はらってる。

　一時の衝しよ動うどうで出て行きたいなんて、言うべきじゃない。それでも出て行きたいのなら、自分の身は自分で守れることを示さないと。剣けんでよければ、教えてあげるよ」

「あ、ありがとう……でも、剣はあんまり、向いてない気がする……」

「じゃあ、何に向いてる？」

　アニスは悲しげにうつむき、そして言い過ぎたと思ったジークが振ふり返って自分の言葉を取り消そうとしたとき、アニスは視線をそらして目を閉じた。

「あのね、私……ちょっと言いづらいんだけど」

「ん？」

「私って、実は役者の才能があるんじゃないかって、思ってるの」

　アニスの様子にはひとかけらの冗じよ談うだんも混じっておらず、あまりの衝しよ撃うげきにジークはすべって転びそうになった。

「あのな……アニス」

「新年祭では、いつも一人芝しば居いをしていたの。人気があったのよ。すごい演技力だって、みんな言ってくれたんだから。シスターになれなかったら、役者になろうってひそかに決心していたくらいよ」

　アニスの目はどこまでも本気だ。いやしかし、とジークは考え込む。この子を迎むかえに行ったときに披ひ露ろうしてもらった（アニスにはそのつもりはなかっただろうが）あの珍ちん妙みような一人芝居を見て、彼女に才能があるとは到とう底てい思えなかった。

「どんな劇をしたんだ？」

　もしかしたら喜劇でもやって、うけをとったのかもしれないと思ってジークは質問した。すると、

「白薔ば薇ら姫ひめ」

という悲劇の題名が返ってきて、ジークは餌えさ箱ばこに顔をつっこみそうになった。

　アニスは可愛かわいらしい少女である。

　しかしその可愛らしさが破は滅めつ的てきな恋れん愛あいの悲劇的な結末を描えがく白薔薇姫の、その冴さえ冴えとした月光のような美び貌ぼうに相応ふさわしいものかというと……。

「見たいな、是ぜ非ひ、その劇」

「え？　なに、突とつ然ぜん」

「うん。何事も突然起こるもんだよ。それにシドもきっと見たいと思うよ。親子の相そう互ご理解のためにも舞ぶ台たい、いいと思うな。俺一生懸けん命めい準備するよ」

「でも何かお祭りとかそういうときじゃないと……それにあれは悲しい話だし」

「実は明日は祭りだ」

「へ？」

「そういうことで、いいじゃないか」

　押おし切られるような形でアニスは首を縦に振った。ジークはそれからうきうきと仕事に戻もどり、アニスは首をかしげながら戻っていった。



　次の日の夜、テーブルの上に並んだご馳ち走そうを見て、シドはなんだこれはと尋たずねたが、ジークが楽しそうにとんと胸を叩たたいて黙だまらせた。

「今日は聖人カンドゥサが永い眠ねむりにつかれた日ということで、私から劇を捧ささげることにいたします」

　ジークが箱をつんで作り上げた舞台の上で、アニスがロウソク片手に語り出した。ビアンカが無む邪じや気きに手を叩いている。

「カンドゥサ様とおっしゃる方を不勉強な私は存じ上げませんでしたが……」

　奇き遇ぐうだな、とシドも呟つぶやいた。

「俺も知らんぞ、カンドゥサなんざ」

「実は俺のひいじいさんだ。八年前の今日くらいの日に亡なくなった」

「誰が聖人だ、誰が！」

「しーっ、シド、アニスちゃんの邪じや魔まだよ」

　その話を小耳に挟はさんだビアンカがぴくりと肩かたを震ふるわせたが、舞台の上のアニスの言葉に集中することにしたらしい。特に文句を言ったりはしなかった。

　シドは苦虫をかみつぶした顔で舞台に向き直った。

　アニスの澄すんだ声はよく通り、耳に心地ここちよく響ひびく。一いつし瞬ゆん素す晴ばらしい舞台が見られるような予兆を感じさせた。

「それでは、最終幕第三場、哀あわれな白薔ば薇らの独白からまいります」

　緊きんち張よう感を漂ただよわせながら、アニスは華か麗れいな一礼を捧げた。そして、再び顔を上げたとき、そこにいたのはアニスではなく白薔薇姫だった。



「嗚あ呼あ哀あわれな村むら娘むすめのようにうち捨てられる定めよ！」



　すっとんきょうな大声に、シドは飛び上がりそうになった。

「な……な……」

「わたくしはこの運命にあらがうべく、神より一本のナイフを与あたえられました！　おお、このナイフこそは私の胸を貫つらぬき……」

　ビアンカがふるふる震えている。そしてジークは必死に息を止めている。

　アニスは演技に没ぼつ頭とうしており、客の様子には気づいていなかった。その熱ねつ烈れつな口調は、真ん中に鉄棒でも通しているのかというほどに一本調子だった。

　なかなかいないほどの大根だった。しかも己おのれを名優と信じ込んでいる大根である。恥はじらいもてらいも一切なく、白薔薇姫の思いを切々と語っている。

「笑うなよ」

　今にも窒ちつ息そくしそうなジークに向かって、シドは笑え顔がおで語りかけた。

「笑ったら、次の食事の具にしてやるよ、こんがり焼いてな。

　ビアンカ、お前も同じだからな」

　二人はおかしいのと怖こわいのとで心をまっぷたつに割られながら、口を押さえてぶんぶん頷うなずいた。ビアンカなどは、涙なみだを浮うかべている。

　それはさながら拷ごう問もんだったが、ジークとビアンカの二人は耐たえたのだった。



　ぺこり、とアニスがお辞じ儀ぎをしたとき、ジークとビアンカは鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように拍はく手しゆした。

「どうだった？　私、役者になれると思う？」

「うん、やめた方が良いと思う！」

　アニスの手を握にぎり断言したジークは、後ろ頭を殴なぐられて転がることになった。一いつ緒しよに椅い子すもひっくり返り、ビアンカが慌あわてて飛び退のいた。

　口を開けたままのアニスは、シドの渋じゆ面うめんと向き合うことになった。

　二人の間に緊張した空気が流れる。

「塔とうの外に出ようとしたそうだな」

「……ええ。だって、一生閉じこめられるなんて、いやだわ」

「馬ば鹿かか。後先考えるってことをしないのか？　外に出たいなら俺に言いに来い。黙って行こうとするな」

　アニスは眉まゆをひそめた。

　シドがアニスに見せるのは、不ふ機き嫌げんそうな顔。嫌みったらしい顔。いやそうな顔。微びみ妙ような顔。そのどれかである。

　わざわざ引き取ったくせに、迷めい惑わくきわまりないという態度でアニスを見下すのだ。引き取ったくせに、決して家族ではない。

　アニスは白いドレスに見立てて身体に巻いた布を、ぐっと握りしめた。

「えらそうに」

「……なんだと」

「あんたなんて、子供みたいなくせに！」

　ビアンカが倒たおれたジークを引っ張り、戦線離り脱だつしている。

　二人の間にいたら、巻き込まれてしまう。アニスはなぜわざわざ竜りゆうの口を閉じたり開いたりして遊ぶような真ま似ねをするのか。シドに「子供みたい」などというのは、全身にハチミツを塗ぬって熊くまの巣に遊びに行くような真似だ。

「俺が若いのは見かけだけだ！　中身はちゃんと年をとってんだよガキにゃ分からねぇだろうがな！」

「嘘うそだあー！　あんたみたいな口の悪い人見たことない！　性格悪い！　根性悪い！　口を開いたら嫌いやみばっかり！」

「てめぇの見る目がないのをこっちの責任にするんじゃねぇ！」

　ああ一応アニスには気を遣つかってるんだ、とビアンカはひそかにほっとする。もし自分がアニスと同じことを言えば、次の瞬しゆ間んかんに呪じゆ文もんの詠えい唱しようが始まっていてもおかしくない。シドは自分が思っているよりもはるかに気が短いのだ。

「だいたい私はあなたのことをなんて呼べばいいわけ？　そんなこともまだ決まってない。今まで放っておいたくせに、えらそうな口を叩たたかないでよっ！」

「好きに呼べと言っただろうが！」

　アニスは、

「言ってません！」

と受けて立った。

「言った、お前の脳に余よ裕ゆうがないだけだろうがこの馬鹿が！」

「だったらそっちは老人ぼけよ、やーいこの見かけは子供のくせに中身は老人ぼけーっ！」

　……恐おそれを知らないにしても、ほどがある。

　ビアンカは自分の手に引っ張られているジークが、アニスのために神に祈いのっているのを見た。

　ばーん、と破は裂れつする音がした。アニスは目を見開く。テーブルの上のコップがいきなり破裂したのだ。シドが拳こぶしを握った途と端たん。

　無詠唱の現世干かん渉しよう、とビアンカは専門用語で考えた。シドは怒いかりのあまり魔まり力よくを発散させたが、それは彼にも制せい御ぎよできない破は壊かい活動となって、コップを破壊したのだ。

　ビアンカは恐きよ怖うふのあまりアヒルに変身した。



「あのなぁ……、テメェいい加減にしないと殺さない程度にシメるぞ……？」

　全身から怒ど気きを放ちながらシドはアニスを睨にらみすえる。その声はいっそ優しく響ひびいた。

　ああアニスがいなかった日々はとても平和だった。とジークは思った。

　シドは毎日毎日読どく書しよ三ざん昧まいで、時にご飯を食べるのを忘れたり、時々やってくる闖ちん入にゆう者しやを撃げき退たいしたりしつつ、隠いん居きよした学者のような学究の日々を送っていた。

　まさか小こむ娘すめ一人にここまでかき乱されるとは。

　シドがどのようにアニスに気を遣っていたか、ジークは知っていた。

　顔を合わせれば不ふ愉ゆ快かいに思うだろうとわざわざ会わないようにし、退たい屈くつしないように本を置いたりビアンカにお菓か子しを持って行かせたり。脱だつ出しゆつが不可能なように魔力を張はり巡めぐらせ。

　全く本人に通じていない努力ではあったが。

　アニスはつんと鼻を上げ、挑ちよ戦うせ的んてきにシドを見すえた。

「ふんだ。すごんだって、怖こわくないわ。

　魔ま法ほうで焼くなら、焼いてみなさいよ。確かあなた魔ま導どう師し？　なんですってね。ビアンカに聞いたわ」

「ほう、お前の口から魔導師なんて単語が出るとはな。ビアンカのやつ教師に向いてるんじゃないか。あいつなら猫ねこに因数分解でも教え込めそうな気がするぜ」

「…………」

　アニスはインスウブンカイの意味があまり分からなかったが、とても侮ぶじ辱よくされていることはなんとなく分かった。

「私だって、魔法くらい使えるようになるわ！」

「はぁ？」

　その心底馬ば鹿かにした口調がよりいっそうアニスをたきつけたのだった。

「あなたにできるなら、私にもできるわよ！　強く願えば大だい丈じよ夫うぶってビアンカが言ったもの。あなたが魔導師なら、魔導師になってやろうじゃない。そのときになったら泣きながら謝りなさいよね！」

「上等だ、この餓が鬼き」

　シドはぎりっと眉まゆをつり上げた。次にはどんな悪口雑言が出るのかとアニスは身構えたが、聞こえたのは全く違ちがう言葉だった。

「いいぜ。のってやるよ」

　アニスは耳を疑った。

　シドは嫌いやみったらしく口の片方だけを上げて笑った。

「魔導師になるならなりやがれ。……と言いたいところだが、そりゃ亀かめが竜りゆうになるようなもんだ。魔法を使えるようになったら、でいい。お前が一人で満足に戦う力を身につけたなら、謝ってやろうじゃねえか。丁てい寧ねい語ごでな」

　しばらく口をきくものはなかった。

「ほんとうに……？」

「ああ。嘘うそじゃねえ」

　アニスはシドの顔を探るように見つめる。

　嘘ではなさそうだった。

「分かった。私、魔法を使えるようになる」

「了りよ解うかい。せいぜい頑がん張ばれよ？　顔がしわまみれになる前にな」

　笑いながらシドはアニスに背を向けた。

　アニスはその背中に舌を出していたが、

「ああそうだ、俺をなんて呼ぶか、決めておくか」

とシドが振ふり返り、慌あわてて引っ込めた。

「ご主人様、でいい。形式的には俺はお前の養い親だが、父と呼ばれるのは虫むし酸ずが走る」

「分かりました。

　お・と・う・さ・ま」

　全然分かっていなかった。

　アニスは見事に挑戦的に言い放った。



    

  
    
      「一応形式的にではあるけど、お父様はお父様ですものね。ちゃんとお父様って呼ばないと罰ばちが当たっちゃう。お父様、いたらない娘むすめですけど、どうぞよろしくお願い申し上げますっ！」

　言い放ち、アニスはべぇ、と舌を出した。シドは何か言い返そうとしたが、そのまま踵きびすを返して行ってしまった。アニスは扉とびらが閉じた後も舌を出していた。そしてアヒルのビアンカとジークに向き直り、

「ってことになったから、どうぞご協力よろしくね、二人とも。

　……どうしたの二人とも。なんか、顔が固まってるわよ」

　ジークは座り込んだまま、胸にアヒルになったビアンカを抱かかえ込んでいた。

「さっきは役者にならない方が良いっていったけど」

「え？」

「いやー、面おも白しろいわ君。あのシドをあれだけ引っかき回すなんて、できるこっちゃない。いい舞ぶ台たい見せてもらったって感じだ」

　へっ？　とアニスは首をかしげた。



    

  
    
      六幕　アニス、ビアンカに魔法を学ぶ






　それからのアニスは、毎日毎日魔ま法ほうとは何たるか、自分に使うことのできる魔法が何か、追つい求きゆうすることになった。

「アヒルになるには……アヒルになるには……アヒルになるには……アヒル……」

　ぶつぶつ言いながら鍋なべの中に薬草を投げ込んでいる。

　ビアンカは、魔法を使うためには自分が何者であるかを知ることが大事だと言った。はじめて魔法を使うことができたときのことを、金きん髪ぱつの少女はこう言った。

「ああ、なんで忘れてたんだろうって思ったわ。こんなのとっくの昔にできたことなのに、なんで遠回りしてわざわざ難しく考えてたんだろうって」

「私にも、できるかしら……」

　うーん、とビアンカは首をかしげた。

「前言ったわよね、運命だって。

　できるかもしれないし、できないかもしれない。だから私には、何も言えないわ」

「ビアンカ、私、よくよく考えてみたの。魔法使いになるって言ったのは、半分以上……いいえほとんど全部『お父様』に対する当てつけだったわ。でも……」

　ビアンカは、アニスが魔法を諦あきらめたのだと思った。しかしシドの態度が悪すぎるのだから、自分はアニスの味方だ、と力づけようとする。

　しかし。

「でもね、ビアンカ。私、分かったの……。

　魔法使いって、とっても素す敵てきなのよ！」

　アニスは目をきらきらさせて、そう言った。

　想像の範はん囲い外がいの言葉にビアンカは瞬まばたきする。

「……はい？」

「町が魔ま物ものに襲おそわれているとき……怖こわかったけど、もし私に太陽と月の魔法を使うことができたら、隕いん石せきを落としてあれを倒たおすことができたかもしれないわ」

　なにその太陽と月の魔法って。とビアンカの問いは軽かろやかに無視される。

「私がちゃんと魔法使いアニスとして戦うことができていたら、怪け我が人にんの数が減ったかもしれない。いいえ、きっと怪我人なんて出さなかったと思うの」

　ビアンカは口をぱくぱくさせる。同意も否定もできなかった。

「シスター試験を受けるときにね、シスターになったらきっと国中の病人や怪我人を癒いやすための旅に出て、聖女アニスって呼ばれるようになるんだわって、決心してたの。シスターは治ちり療よう術を身につけるでしょ？　国中でその力を使って、みんなの役に立って、そして『流る浪ろうの聖女』って名前だけがいつまでもみんなの心に残るの……。とってもロマンチックよね。

　シスター試験に落ちたときはその夢が叶かなわなくなってしまったから、とても残念だったのよ。でも、今、夢がよみがえったわ！　魔法使いとシスター、使う力が違ちがうだけ。魔法を使って人々を助けたらいいのよね。『流浪の魔女』なんて呼ばれちゃうの。

　ねえビアンカ、私、できるならほんとに魔ま導どう師しになりたいんだけど……竜りゆうと契けい約やくするって言ってたわよね。それってノアでもいいの？」

「ノアは無理。契約の竜は、肉ある竜じゃなくて、精神的な存在だから。

　でも、アニスちゃんがどーしても、どぉーしても魔導師になりたいのなら、手っ取り早い方法があるわ」

　ビアンカは声を潜ひそめた。アニスはなになに、と近づいていく。

「魔導師を倒して契約の印を奪うばえばいいのよ」

「奪っちゃうの？　印って奪えるの？」

「魂たましいを屈くつ服ぷくさせたらね」

「じゃあ、廊ろう下かでお鍋もって、お父様が通りかかったところを襲えばいいのかしら。でも、倒してからどうしたらいいの？　脱ぬがせるの？」

「そういう倒し方じゃなくてね。魔法で勝つのよ。精神的に勝利し、屈服させるの。そうしないと、契約印は奪えない。魔導師が死んだ時点で世界のどこかに印が消えちゃうの」

「油断したところを穴に落としたりしてもダメということね！」

　ダメにも程がある。とビアンカは口に出して言いたかったが我が慢まんした。

「アニスちゃん……他ほかにも魔導師はいるからね。ほら、私もそうだし。シドみたいな『最速の魔導師』を狙ねらわなくても、いいと思うの」

「でも私、倒したいのよ！　あの人とっても悪あく人にん面づらだし、悪役にはぴったりだと思うの。

　ビアンカの印を奪ったりなんかできないわ。でも、どうしても困ったときに借りるのは無理かしら？」

「うぅ…ん、貸し借りは禁止かな……」

　ビアンカはへなへなと力が抜ぬけていくのを感じた。

　アニスは、こう言ってはなんだが、全く魔法使いらしくない。魔法使いにも色々なタイプがいるとはいえ、こんなに明るく無む邪じや気きでおそれを知らない魔法使いなど、ビアンカは見たことがない。

　魔法使いは皆みな、どこか陰いん性せいの性質をもっている。しかし、ビアンカがどう好意的にみても、アニスには魔法使いらしい性質に欠けているように思える。

　だがアニスが自分の身を自分で守れると証明できなければ、シドは本当に一生塔とうから出さないかもしれない。

　協力しなければ、とビアンカは一人頷うなずいた。

「ま、冗じよ談うだんはともかくとして。

　アニスちゃんの場合、魔力自体はあるからねぇ……。攻こう撃げき専用の現代魔法を見つくろって勉強するのが近道かも。でもあれも適性があるからなあ。アニスちゃんに向いてるとはあんまり思えないのよね。面めん倒どうだし。使い手は結構小こし癪やくな奴やつが多いし。

　そういえばアニスちゃんの親はどういう人だったの？　もしかして、魔法使いだったりしたのかしら？」

　そのときアニスの浮うかべた不思議そうな顔は、ビアンカを戸と惑まどわせた。アニスは赤くなって目をそらした。

「私、教会に置いていかれたの。教会の人は誰だれも私の親を見ていなくて。

　だから、親がどういう人だったとかって、分からないの」

「……そうなんだ」

　食うに困って子供を捨てることは、珍めずらしいことではない。土地によっては今も戦いや不作で疲ひ弊へいしている。

　教会にいたと知っていたのに無神経なことを訊きいてしまった、とビアンカは悔くやんだが。

「だから私の育て親は、ポーラ様なの」

とアニスは笑って言った。

「そっか。だったら自分の生まれた年とか、日にちは詳くわしく分からないのね」

「うん。分からない。アニスって名前は、置いていかれたときに着ていた服に刺しし繍ゆうされていたらしいの。それ以外のことは分からなかったんですって」

「へぇ……」

「生まれた日が、なんなの？」

「ああ。生まれた日から、なんの魔法に向いてるかとか、属性とかそういうの調べてみようかなーと思って。占うらないだけどね」

「ビアンカ、占いができるの？」

　にゃー、とビアンカは手を振ふりながら猫ねこみたいな声を出した。変身能力のせいか、時々ビアンカは動物みたいな声を出す。驚おどろいたときにグワーとないたり、怒おこったときにワンと吠ほえたり。

「実はあんまり向いてないの。占いとかそう言うのは。シドの方がうまいわよ。あいつ、ろくでもないこと百発百中で当てるもん」

「ろくでもないことって……」

「『てめぇ、明日、水難』て言われたときはなんの冗談かと思ったんだけど、水みず桶おけにはまったのよね。いいことは当たらないくせに、悪いことは当たる。そういう腕うでの持ち主なの。やつが占ってやるとか言ったときは全力で断りなさいね。絶対、ろくなことないから」



　アニスは廊下でシドとすれ違ちがっても、つーんと鼻をあげて歩き去っていくようになった。時々シドが「魔法は使えるようになったか？」と質問するが、アニスは、

「私に謝る練習でもなさっててね、おとーさま」

と返すのだった。養い親と引き取られた子供の心温まる会話など、望むべくもない。

　シドは基本的にアニスを放置している。しかし、塔には厳重に結界が張はり巡めぐらされている。全てはアニスのためだ。ビアンカにはシドがアニスを過保護に守っているように見えたが、アニスには全くもって通じていないのだった。

　アニスは毎日毎日懲こりずに努力し続けているが、ビアンカがどうひいき目に見ても、うまくいかないだろうと思えた。もしアニスの努力が実り、マッチ程度でも火をつけることができたらそれは、奇き跡せきと言っていいだろう。

　しかしそれを見たシドがなんというだろうか。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん。一いち撃げき必殺。根性激悪。

　あの目つきの悪い少年は、言こと霊だまでもって炎ほのおを支配する。奇跡のように強大な力をなんの疑いもなく享きよ受うじゆしている、天才なのだ。アニスの努力など一いつ顧こだにせず切り捨て、傷つける可能性が高い。

　シドの部屋は大たい抵てい暗い。本人の性格を反映している、とビアンカは思う。

　ノックもせずに入り込んだが、こちらに背を向けたままのシドはもちろん全て承知している。

「アニスちゃん、目茶苦茶努力してるんですけど」

「知ってる」

　ぺらり、と紙をめくる音がする。

「だから貴方に傷つけられたりするの、いやなんですけど」

　シドの手がぴたりと止まった。

　そして振り返る。

「……家庭の事情にクチバシを挟はさむのはやめろ、アヒル女」

　その皮肉な顔に、思わずパンチを入れたくなるビアンカだった。

「家庭っ？」

「小こむ娘すめが父と呼ぶ男と一いつ緒しよに住んでたらそりゃ家庭だろ」

「違う！　目茶苦茶違うわよ！

　シド、あんた何考えてるのよ？」

「説明の必要はない」

「あんた、なんでアニスちゃん引き取ったのよ。これじゃ、不幸にするためにしか見えない」

　シドは質問に答えなかった。代わりに目を細め、片かた眉まゆを上げて、心底馬ば鹿かにしたようにため息をついた。

「うるさい、アヒル女。ガーガー吠えるな。

　やつの誕生日も分からんくせに」

「なによ。あんたは分かるって言うの。あの子、自分は教会に置いていかれたって言ったのよ？　自分のことは名前しか分からないって。貴方、そのこと知ってた？　仮にも父親を名乗るんだったらそのくらい」

「知ってるさ」

「シスター・ポーラに聞いたからでしょ！」

「違う、知ってるから知ってるんだ」

「は……？　意味が分からないんですけど」

「分からなくていい。お前がここにいても文句を言わないのは、あいつの相手をしているからだ。それは感謝している。だが、俺の相手は結構だ」

「なによ」

「俺がお前の相手をするのは、殺し合うときだけだと言ってる、ジュリ・メイガス」

「なによ。その名前で呼ぶなって言ってるでしょ……！」

「女の子の相手をしているとお前も普ふ通つうに見えないこともないな」

「ふん……」

　ジュリ・メイガス。それはシド・マスターとほぼ同格の存在として知られる、風の魔ま導どう師しの名前だ。

　しかしこの塔とうに居候している間はジュリ・メイガスとしての力は行使しない、そういう誓ちかいを立てている。

　だから「ジュリ・メイガス」は「ビアンカ」としてここにいる。変身する姿によって、魔力は変動する。アヒルの身体だと魔法は使えないし、ビアンカの身体では魔力が最大時の半分にも満たないのだ。

「気になるわ。アニスちゃんは、あんたにとって一体なんなの？　孤こ児じを哀あわれんだ、なんて嘘うそはきかないわよ。それともあの子、ほんとにあんたの子供だったりして？」

　シドは横目でビアンカを見た。椅い子すに腰こし掛かけるその身体は、大人よりは子供に近い。もちろんビアンカは否定されるためにその言葉を口にしたのだったが、

「責任は、取らないといけないからな」

　悠ゆう々ゆうとした返事が返ってきて飛び上がった。

「ちょっっと、あんたほんとに？」

「んなわけあるかよ」

　シドは心底呆あきれたとばかりにため息をつく。それがなんとも人の神経を苛いら立だたせる。ビアンカはくーっと拳こぶしを握にぎった。



「セイ・ノーマンは、間ま違ちがいなくアニスを狙ねらっている」

　シドは、卓たくの上の頭ず蓋がい骨こつを指先で触さわった。

「これは、やつにつながっているものだ。捨ててやりたいが、アニスを買い物に行かせたときもこれのお陰かげでセイが近づいていることが分かった」

「セイ・ノーマンとは、数年前にやりあったことがあるわ。あいつ、大だい嫌きらい。人のこと実験材料か何かにしか見てないんだもの」

「アニスは、シスター試験を受けたとき、水色の目の女と出会ったらしい。一緒に楽しくお喋しやべりしながら歩いているとき、すっころんで膝ひざをすりむいた。親切にもその女は、持っていた布で傷を拭ふいてくれたそうだ。

　セイ・ノーマンは俺に目をつけてる。ポーラが昔からの知り合いであることも知ってる。アニスに興味を持ったのは偶ぐう然ぜんだろうが、あいつの血を手に入れて、そしてあいつの価値を見み出いだしたことは間違いない。

　次、やつがどんな手で来るか分からないが。完かん膚ぷ無なきまでに敗北させる。俺の前にひれ伏ふして、地面をなめさせる。そこまでやらなければ、あいつは助けられない」

「……手伝うわよ。私、あの子のこと好きなのよ。ひどい目にあって欲しくないわ」

　シドはかすかに頷うなずいた。

「そういや、アニスが気になることを言っていた。キマイラが、あいつの名前を呼んだと言うんだ」

「え？　……ああ、そういえばそんなことアニスちゃんが言ってたわね。でも、私ずっと一いつ緒しよにいたけど、キマイラが話すのなんて聞いてないわよ、絶対」

「本当か？」

「確かに、ジュリ・メイガスの姿になってもっと強い魔法を放とうかな～って悩なやんでたりしてたけど。でも魔物が話すのを聞き逃のがしたりなんかしない……わよ？」

　ビアンカの声はだんだん弱くなっていく。シドはあやしむようにビアンカを見ていたが、

「アニスは確かに聞いたと言った。それがちょっと気になってる」

「もしかしてそれ、アニスちゃんの隠かくされた力の一いつ端たんだったりしないかしら？　太陽と月の魔法とか」

「あり得るか。馬ば鹿かか？　俺の前で下らない冗じよ談うだんを言うな」

　即そく座ざに否定され尽つくしてビアンカは肩かたを落としそうになった。アニスの妄もう想そうの影えい響きようを受けはじめている己おのれに、危機感を抱いだく。

「それはともかく！　でも、ちょっと用心しすぎじゃない？　一歩も塔から出さないなんて、やりすぎよ。だいたい、セイよりあんたの方が強いはずよ。最速の魔導師ですものね」

　シドはしかめっつらになり、黙だまった。当然俺の方が強いに決まっている、という答えを予測していたビアンカは、その態度に不ふ審しんなものを感じたが、追つい及きゆうしてもシドはむっつりとした渋じゆ面うめんで、

「……一生そばにいるわけにもいかないだろう」

と言った。



    

  
    
      七幕　シド、平原にてセイにまみえる






「きゃぁーっっっ」

と見事にとどろいた悲鳴を聞いて、慌あわててジークは入り口に駆かけつけた。

　玄げん関かんの広間の、ノアが寝ねそべる寝ね床どこの前で、アニスが座り込んでいる。

「なんだどうした、つーかなんだそりゃあっ？」

　駆けつけてきたジークにアニスは飛びつき、藁わらの上でほかほかと湯気を立てる白いものを指さした。それは人の頭よりもやや大きく、完かん璧ぺきな真円の形をしていた。

「ノアが、ノアがお腹痛がってたから、さすったら、らっ！」

「いいから落ち着け」

　ジークはノアを見た。なんだか一仕事終えたように疲つかれて眠ねむっている。もしや、と白い球体に視線をやる。

「お、お尻しりからね、あれが！　アレが出てきたのっ、あれなに？　竜りゆうの……竜の、ウ」

「ウのつく何とかじゃないと思うぞ」

　ジークはアニスの腕うでを一度ぽんと叩たたいた。その頬ほおは感動に赤く染まっている。

「なんだよノア！　お前、ようやく産む気になったのか。なんだよ、お疲れさんっ」

　そしてノアに語りかけている。ノアはぴすぴす鼻音を立てて眠っている。アニスは驚おどろき顔のまま、

「産むって、産むって」

「そ、これタマゴ。こいつ腹にタマゴ持ってるのは知ってたんだけど、産む気にならないらしくってさ。ずーっと腹に抱かかえてたんだぜ。すっごいな、めでたい。こりゃあ今日は祝しゆく杯はいだなあ！」

　タマゴ……と目をぱちぱちさせて見ると、無造作に生まれたタマゴは、ころころとどこまでも転がっていきそうに見えた。



　竜は生せいし殖よく能力が低いことで知られる。竜の繁はんし殖よく場では特とく殊しゆな方法を使って繁殖させる。その方法は門外不出で、忍しのび込んで秘密を探ろうとしたものが死体となった話はよく知られている。

　ごく稀まれに繁殖するケースがあるらしいが、竜は牛馬に比べれば「全く殖ふえない」と言っても言いすぎではない。

「こいつを手に入れたときから妊にん娠しんしていたが……」

　ジークに呼ばれてやってきたシドは首をかしげ、ノアの首筋を撫なでた。

「なんでいきなり産む気になったんだ、お前」

　ノアは返事もせず、寝ている。大地が震ふるえようが空が割れようが動きませんよ、という風ふ情ぜいだ。

　入り口のところにジークが製作したノアの寝床ができあがっている。

「タマゴって、あっためなくてもいいのかな？」

　アニスはノアのそばに転がっているタマゴを見つめて首をかしげた。ノアはあたためることはおろか、産んだことすら忘れていそうだ。

　ジークはうきうきした足取りで藁を運んでいる。シドに「子供が生まれてもやらないぞ」と言われても、奉ほう仕しして奉仕して奉仕し尽つくす所存らしい。そんなジークを不ふ審しんそうに見つめつつ、ビアンカが手伝っている。

「竜のタマゴは、鳥のタマゴと違ちがう。殻からが宝石よりも硬かたいから、炎ほのおであぶっても中の子供にはなんの影えい響きようもない。火山に放り込んでも平気だと言うな」

　シドが解説するのに、アニスはふーんと鼻を鳴らした。

「おっと、アニスそこどいてくれよ、邪じや魔ま邪魔」

　ジークの足は地に着いてないように見える。たくさんワラをつんでは竜のため、と変な歌を歌っている。

「だが、不思議だな。この前『耳と口』の能力持ちにノアの様子をきいてもらったんだが」

　世の中には、動物と心を通わせることのできる者がいる。かれらは『耳と口』の能力持ちと言われる。そういう力は魔ま法ほうとは呼ばれない。

「ノアはまだ、二十年はタマゴを産む気はないと言ってたらしい。

　なのに、なんでいきなり」

「気が変わったんだろ？」

　ジークはタマゴの喜びに、少々のことは気にならない様子だ。祭さい壇だんのようなものをつくってタマゴを置き、拝んでいる。

　その様子をしばらく眺ながめた後、シドは部屋に戻もどっていこうとした。

　それに気づいたアニスは、シドを追いかけるように出て行ってしまった。

　あら？　と声に出して二人に続こうとしたビアンカが、床ゆかの上に転がっていたもののせいでつんのめり、フギャッと悲鳴を上げて転びそうになった。

「ちょっと、ジーク！　なんでこんなところに剣けんを放り出してるのよ」

「あ、すまん。それ、この前町に出たときからそこに置いたまんまだ」

　文句を言いながらビアンカはジークの剣を拾い上げようとする。そして、その先せん端たんに結ばれているものを見た。

「なにこれ。なんで剣にリボンなんか結んでるの。まさかどこかの女にもらったとかじゃ」

「はあ？　知らないぞそんなの。あれ、それってアニスのやつじゃないか？」

　ビアンカは剣に結ばれていたリボンを外す。

　間ま違ちがいなくそれは、ビアンカがアニスに選んだリボンだ。それがどうしてジークの剣に結ばれているのか？

「これ、なくしたはずじゃ……」

　ビアンカは遠い目をして思い出す。

　あのとき、風が吹ふいて、アニスの髪かみがなびいた。

　そしてリボンが飛んでいったのだ。

「ジーク。あんたあのとき、あのシスター服の女に追いつけなかったのよね……？」

「ああ。人混みに取り巻かれてな」

　背中に寒いものを感じながら、ビアンカはリボンを見る。



　そこには「見つけたイル　ガルド」の文字が書かれていた。そしてビアンカがその文字を見たとたん、リボンはどろりと水になって消えた。気味の悪い生ぬるさに、ビアンカは声を上げそうになった。

　あのときセイはアニスのリボンを拾ったのだ。そして魔力を付ふ与よし、人混みに紛まぎれてジークの剣に結んだ。

　それは、移動しているシドの塔とうの場所を補足するための方法で……。

　見つけた、と笑うセイの声を聞いた気がしてビアンカは、ぎりっと唇くちびるを噛かんだ。

「この大馬ば鹿かっ！」

　ジークを怒ど鳴なりつけると、シドを追って部屋を飛び出した。





「どうした？」

　ついてきたアニスにシドは内心驚おどろいていたが、おくびにも出さずに声をかけた。

「ジーク、嬉うれしそうだったわね」

「奴やつは竜りゆうが好きだからな。竜のそばにいられるならタダでこき使われても構わないと言うから、使ってやってる」

「……なんか、激しく間違ってる気がするわ、おとーさま」

「間違ってない。辞めたいならいつでもクビにしてやる」

　アニスは説得を諦あきらめた。

「竜のタマゴは、宝石よりも価値がある。同じ重さの金きん塊かいよりもだ。

　お前にやるよ。売ったら結構な金になるぞ」

　アニスはシドを見なかった。

「お金なんか、いらないわ。それにこの子が生まれたとき、お母さんがそばにいなかったら可か哀わい想そう」

「そうか」

　シドは、ポーラを少女の頃ころから知っている。彼女がどのように悩なやみ苦しみ、彼女の教会を作り上げたか。そこにあったのはまさに「お金」の苦労だった。

　アニスがお金なんか必要がないと言えるのは、ポーラがこの少女に苦労を見せなかったからだ。幸せに育ったのだろう、と感じた。

　そしてこの少女をポーラは手放した。ポーラは平気そうな顔をしていたが、苦しかったはずだ。悩んだはずだ。

　だが彼女には深い考えがあって、シドにアニスを託たくしたのだろう。



　不意にアニスが立ち止まる。気づいたシドは足を止めて視線をやった。

　アニスは、赤い顔をしてシドを見つめていた。

「あのね。あの……私ね。

　あんな啖たん呵かを切ったけど、全然だめなの。魔ま法ほうなんか使えない。どうしても太陽と月の力が見えてこないの」

「…………太陽と月はともかく。

　魔法が無理だったら、剣にするか？」

　アニスはぶんぶん首を振ふった。その目に涙なみだが浮うかんでいるのを見てシドは口をつぐんだ。

「あなたは、最初に魔法を使うときに苦労した？」

「してないな。迷ったことは、今まで一度たりともない」

　正直なところ、シドにはアニスの苦く悩のうが分からない。

　炎ほのおは近しい存在だった。その強大な力を御ぎよする方法も、歩けぬほど小さな頃に理解していた。

　アニスには間ま違ちがいなく魔力がある。

　それは蓋ふたをしたビンにつめこまれた水のようなものだ。蓋をしている限り外にあふれることはない。蓋を外す方法など、それを持たなかったシドには分かるはずもない。

「私にはなんの力もないわ……、セイが私を狙ねらっているなら、きっと誤解しているのよ。

私、セイに会って、説明するわ。きっとすぐに分かってくれるわ」

「そんなこと、させるわけないだろうが。

　お前は、自分の価値を知らないんだ」

「だって、そんなもの、ないもの！」

「ポーラがなぜお前を手放したか、分からないか。あいつだってお前を手放したくなんかなかった」

「戻もどりたいの。ポーラ様のもとに、戻して！　あなたは家族じゃない、私がいなくなっても全然構わないでしょう？　私は、帰りたい。ここは私の場所じゃない！」

「アニス」

　名前を呼ばれ、アニスは涙を流したまま見つめ返す。



「シド！　大変よ」

　緊きん迫ぱくしたビアンカの声を聞いただけで、シドは異常を察した。

「どうした」

「ジークの剣けんに、セイの魔力を帯びたリボンが結んであった。

　あいつ、とっくの昔にこの塔とうを捕とらえていたのよ」

「は……？」

　シドは目を丸くした。説明などそれ以上必要としなかった。シドはこめかみを押おさえ、数語の呪じゆ文もんを唱えた。しかしその魔法は発動しなかった。

「今の、何？」

「塔が移動しない。この地場が、封ふう印いんされている。あいつ、時間かけて準備しやがったな……」

　塔を捕ほ捉そくしてすぐに襲おそいに来なかったのは、シドの魔力を恐おそれてのことだ。搦からめ手で幾いく重えにも罠わなを張るのが、セイのやり方だ。

「どうするの」

「外に出て、この塔を閉じこめてる結界をぶち壊こわす」

「分かったわ。アニスちゃんは私と一いつ緒しよに」

「いや、アニス。お前は俺と来い」

　シドはアニスに手を伸のばした。

　二人の会話を聞いてもぼんやりとしていたアニスは、え？　と首をかしげた。

「何言ってるのよ、シド！　危ないわ」

「アニス。セイがお前を狙ってないなら、気にすることはないだろう？　俺と来い」

「アニスちゃん、だめよ」

　その伸ばされた手を、魅み入いられたようにアニスはつかんだ。

「行くわ……」

　昔、その手を見たことがあるような気がした。

　そして、そのときもこの手を掴つかんだような。

　気のせいだ。アニスは首を振った。気のせいだ。だけど、どうしてこの手の熱を知っている気がするのだろう？



　頭の中で白い光がはじける感かん触しよくがした。

　驚おどろいて目を閉じ、再び開くとそこは、外だった。

「ここ……来たときと、場所が違ちがう……」

　地平まで草の表面をざわざわと撫なでて、風が流れていく。空は紫むらさ色きいろに見えた。周囲に人が住んでいる気配はない。空気が、気持ちが悪い。人が住んでいない、というよりも住んではならない場所のように思える。

　大陸北部の無人地帯、スビラ平原である。その昔戦争のために何千もの死体が転がったとされる場所だ。

「俺の塔は移動するって、ビアンカが言っただろう？　今はこの場所に閉じこめられた状態だがな。

　セイの野や郎ろう、あの日から入念に準備してやがったな。この場所はやつのオモチャでいっぱいだ」

　ぞくり、とアニスの肌はだが震ふるえた。アニスの手首に加わる力が強くなる。夜の平原の、草むらの中になにかがいる。

　星明かりだけでは、正体を探ることができない。月は紫色の雲が覆おおい隠かくしている。

「セイ･ノーマンは、不死者として知られている。俺よりも長く生きている。

　やつは魔まり力よくのある身体を手に入れては、自分の身体として使っている。使い捨ての道具だから、生きてようが死んでようが関係ない」

　シドはアニスの手を引き、歩いていく。

「お前の身体は、やつにとっておあつらえむきってやつだ。お前が一人でやつに向き合えば、すぐにありがたく食われるだろうさ」

　生ぬるい風がアニスの頬ほおを撫でた。アニスには、シドの歩く速度は速すぎる。足がもつれて転んでしまいそうになる。だが、ついていかねばならない。

　闇やみの内になにかが潜ひそんでいる。それはアニスを見ている。肌にからみつくような、いやな視線だ。

「ポーラはお前にシスター試験を受けさせたことを後こう悔かいしていたよ。それがなければ、お前がやつに見み出いだされることはなかったかもしれないと。

　だけど、どうだろうな。お前の魔力は稀まれなものだ。自分を守れないお前の血肉は、魔物にとっては簡単に食えるご馳ち走そうだ。遅おそかれ早かれこうなっていただろう」

　闇から、見たこともないカタチをしたものが現れる。

　アニスは悲鳴を上げることもできなかった。

　巨きよ大だいな犬のような、蛇へびのような、どろどろに溶とけた皮ひ膚ふをしたそれは臭しゆ気うきをまき散らしながら襲いかかってきた。草むらの中に息を潜め、二人が近づいてくるのを待っていたのだ。

「ヴント」

　シドが間かん髪はついれずにアニスの手を掴んでいるのとは反対の手の平をかざす。

　アニスは目をそらし、悲鳴を上げた。その恐おそろしい生き物の口は腹まで裂さけており、少年を頭から囓かじり切ると思った。

　シドは動どう揺ようすることなく呪じゆ文もん詠えい唱しようを終える。

　次の瞬しゆ間んかん、少年の手の平から生まれ出た獰どう猛もうな炎ほのおが、それを包み込んだ。どう、と倒たおれたのを見てまたアニスは悲鳴を上げた。

　闇の中からは、次々に何かが出てきた。

「あいつらには分かるんだよ。お前を食えば、力が手に入ると」

「嘘うそ……！　嘘、嘘、こんなの」

「お前はもう戻もどれない」

　怖こわい。夜が怖い。月のない空が怖い。臭気を運ぶ、風が怖い。化け物が怖い。なによりも、少年が使役する炎が怖い。

　赤く、世界を蹂じゆ躙うりんするそれは、アニスを何よりもおびえさせる。

　だが少年はそのことに気づかず、自分の手首を掴む力は弱まることがない。

「俺はお前に魔ま法ほうを使えるようになれと言った。別に、剣けんでも良かったさ。魔物にとってお前は甘あまいご馳走だ。こいつらを倒すことができるのなら、なんの力でも構わない。

　アニス、目をそらすな！」

「いやぁっ！」

「お前が分からないから、連れてきたんだ。いいか、よく見ろ。お前が生きていくということは、こいつらと戦うと言うことだ」



　赤い。

　炎が、支配する。

　アニスは見た。平原には魔物が満ちている。

　いままで、普ふ通つうに生きてきた。普通に生きていけると思っていた。アニスにとっては、いきなりおとぎ話の中に飛び込まされたようなものだ。あまりにも唐とう突とつに、お前が悪いと言われたようなものだ。世界中から指を差されて、お前が悪い。お前が原因だ。消えてしまえ、と言われ続けているかのような。

　アニスは自分が恐きよう慌こう状態にあることを知らなかった。そして、シドも気づかなかった。自分の扱あつかう炎がアニスの正気を奪うばっているとは。

「ヴント　ベイタル　アゲート……」

　言こと霊だまが彼の魔力を導き。

　炎は生まれ続ける。

　兎うさぎのように長い耳をした化け物が、空中で飛び上がったまま一いつ瞬しゆんにして焼けこげた。ばらばらと黒い破片が降りかかってくる。

　死だ。

　炎は死を連れてくる。



「い……や。もう、いやぁ！」

　月が昇のぼった。焼けこげた死し骸がいの転がる平原の様子を目まの当たりにして、アニスは叫さけんだ。シドの手を振ふり払はらい、駆かけていく。

　こわい。

　こわい。

　化け物よりも、あれがこわい。黒い髪かみをした少年が怖い。炎が怖い。

　自分の身を守ることができなければ、お前は死ぬしかないと、あの少年は言葉以外の全てで語っている。この身体の血、この身体の心臓、この身体の中にあるものがかれらを魅み了りようしてやまないのだと。

（……だったら）

　悪夢のように考える。

（だったら、あげればいいじゃないか）

（欲しいというなら、捧ささげればいい）

（そのために、自分は）



　三本の牙きばを生やした、巨きよ大だいな猫ねこのような生き物が襲おそいかかってきた。アニスにはそれが現実のものとして感じられていないかのように、呆ぼう然ぜんとただ、見ていた。

　赤せき褐かつ色しよくの口にくわえとられ、首を千切られる夢の中にいるかのように。



　シドは舌打ちし、アニスを巻き込むことを覚かく悟ごで炎を使うことにした。

　早口で呪じゆ文もんを唱える。

　ばりっと、右手に痺しびれるような痛みを感じた。

　そして、それ以上のことは起こらなかった。躊躇ためらいがあったせいではない。言霊に応こたえる炎が、現出しなかったのだ。

「……アニス！」

　シドは、叫んだ。

　アニスが、まるで自分を捧げるように両手を広げるのが見えた。



　そのとき、空から獰どう猛もうな威い嚇かく音が降ってきた。生まれた風に、シドは足を止めさせられた。

　アニスを襲おうとした化け物は、上から伸のびてきたアゴに、首を捕とらわれた。そのまま噛かみ千切られた頭が、血の尾おを引いて落ちていく。

　返り血を浴びるアニスは、とうに気を失っていた。倒たおれる身体を受け止め、シドは化け物を殺したものを見上げた。

「ノア」

　羽を伸ばした牝ひん竜りゆうは、猫のように目を光らせてふたりを見下ろしている。そしてノアはまた威嚇音をあげた。

　シドは眉まゆをひそめ、闇やみの中に粘ねばる、より濃こい闇を見いだした。



「貴様か……」

「貴様呼ばわりは悲しいなあ。君は僕の名前を知ってるんだから、ちゃんと呼んで欲しいな。そうしないと、この竜殺すよ」

　けらけらと笑う声。

　長い髪は、白銀。その目は幻げん想そう的てきにけむる水色をしている。

「セイ・ノーマン」

　髪をなで上げ、性別不ふし詳ようの魔ま導どう師しは、シドを見てにこりと微ほほ笑えんだ。青薔ば薇らに喩たとえられるその美び貌ぼうがどれだけまがまがしいものか、シドは理解している。

　ノアはシドとアニスのそばに降り立ち、威嚇体勢をとっている。だがノアは、元々戦いに向いた種類ではない。出産直後で睡すい眠みんを必要としている時期でもある。この魔導師を前にすれば、数すう瞬しゆんを待たずに無力化させられるだろう。

「アニスちゃんは眠ねむっているの？　残念だなあ。久しぶりにおしゃべりしたかったのに。その子、とっても可愛かわいいだろ？　くだらないお喋しやべりばかりしてさあ、徹てつ底てい的てきに頭が悪いんだろうね。はじめは赤毛の孤こ児じなんかに興味はなかったけど……シド。君はもう知ってるだろう？　その子の血、ものすごく美お味いしいんだ……」

　セイ・ノーマンは陶とう然ぜんとする。その目つきが、言葉の通じない異常さをたたえている。

「君はその子の血をもう飲んだかい？　その顔だと、味わったみたいだね。美味しかっただろう……もっと欲しくなっただろう？」

「俺は、お前のように食人の趣しゆ味みはない。

　これ以上、口をきくな。気持ち悪い」

　セイは目を見開いて、とても悲しそうな表情を作った。

「ひどいなあ……ひどいよ、シド。僕は君のことがこんなに好きなのに、いつもそうだ」

「お前が俺の脳のう髄ずいをすすりたがっていなければ、もう少し仲良くできたかもしれないがな」

「だってさ、賢かしこい奴やつの脳は美味いんだよ。君のも、きっととても美味いさ」

「自分の脳でもすすってろ。

　さあ、お前との会話にはもう飽あきた。三秒やるから、帰れ」

「ひどいなあ。君はいつも、ひどいよ。もう少しゆっくりしてもいいじゃないか？　この前の老人は君を退たい屈くつさせたかもしれないけど、僕はそうじゃないだろう？」

　シドは目を細め、三、と数えた。

「次は君の塔とうに行きたいな。一いつ緒しよにその子の心臓を食べようか。

　招待されなければ君の塔には入れないけど。方法はあるよね？　シスター・ポーラも招かれていたしね？」

　二、と数えた。

「そうだ、気になったんだけど、なんで君がその子を引き取ったの？　もしかしてアニスは君の子供なのかな？」

　一、と数える前にシドは手の平をかざした。

「おっと怖こわい怖い。退散しようか、今はね。実は結界のせいで魔まり力よくが空っぽなんだぁ。

　準備が整ったらすぐに戻もどってくるよ。待ってて、シド。じゃあ、ね……」

　セイ・ノーマンは消えるときまで笑い続けていた。



    

  
    
      「畜ちく生しよう」

　きゅるる、と耳に優しい声を立てて、ノアがすり寄ってきた。シドはその鼻先を撫なで、よくやったと言った。

「お前がいなきゃ、こいつは大おお怪け我がしてたな。……だけど、何で来たんだ、お前。まさか追いかけてきたわけじゃないよな……」

　熟じゆ睡くすいしていたはずだ。

　塔の窓からアニスが飛び出した場合、必ず受け止めることができるよう、シドはノアと契けい約やくを結んでいる。竜は結んだ契約に反することはない。

　だが外に出たアニスを助けに来るような契約は結んでいない。

「自分で、助けに来た？」

　まさか、とシドは自分で打ち消した。まさか。ノアが特別にアニスに懐なついていた様子はなかった。

　わざわざ出産直後の身体で飛んでやってくるほどのつながりが、ふたりの間にあるとは思えない。ノアに惚ほれ込んだジークが、求めても求めてもいまだ得ることができていないものを、来たばかりのアニスが得たとは思えない。

　アニスは意識を失ったまま、まぶたを動かしもしなかった。



    

  
    
      八幕　ジュリ、不死の魔物と戦う






　炎ほのおの夢を見た。

　教会の庭で焚たかれた炎を見て、ひどく泣いたことを思い出す。

　はじめは、シスターたちはおびえるアニスを見て微笑んでいた。だが、すぐに異常に気がついた。アニスはおびえ、金切り声で悲鳴を上げた。抱だき留めるシスターの腕うでを振ふり払はらい、泣き叫さけんだ。



　緋ひ色いろの目をした少年が、世界を滅ほろぼす夢を見た。

　眼まな差ざしは悲しそうなくせに、その手はたくさんの滅びを生み出した。何な故ぜ殺すのかと問うと、

「呪のろわれているからだ」

と答えた。

　炎は彼自身を焼きつくすかのように見えた。



　ポーラが泣いている夢を見た。

　泣かないでください、とお願いしたのにポーラは首を振って泣き続けた。いつでも彼女は冷厳とした大人だったのに、まるで小さな少女のようだった。

　ポーラはシドの名前を呼び続けていた。熱に浮うかされたように、まるで恋こい人びとの名前を呼ぶように、シドの名前を繰くり返し呼んだ。

　どうして、と尋たずねた。だがポーラは違ちがうことを答えた。

「あなたは知っているのよアニス。

　……あの人のことを、知っている」

　知らない、あの人のことなんか、知りません。アニスは否定した。

　ポーラは顔を覆おおっていた手を離はなした。涙なみだを流している顔に見とれずにはいられない。老女ではない、若い頃ころのポーラ。知らないはずの顔。だが確かにポーラだった。

　ポーラの立ち姿が炎に包まれる。ゆっくりと炎の舌に全身を舐なめられ、ポーラは立ちつくしている。悲しげに。

　アニスは喉のどの奥おくで悲鳴を上げた。

「こうなることは知っていたの」

　殺されながらポーラは言う。

「だから、あなたは」

　だから、あなたは。どうか。

　祈いのりの声は炎に飲み込まれ儚はかなく消えていく。





「今からだってぇ？」

　ノアが戻もどってきたとき、ジークは泣きながら抱きつきかねなかった。意識のないアニスを見て何があったのかとビアンカは怒おこったが、シドは無視してジークにポーラ教会に行けと言った。

「今この塔とうはスビラ平原にあるとか言わなかったかお前」

「ああ、そうだ。残念ながら、結界は壊こわせなかった。塔は移動できない。自分で移動するしかない」

「しかもノアじゃなくて、馬に乗って？　どれだけかかると」

「道具を貸してやる。好きなだけ使え。いいか、セイ・ノーマンが来た」

　ジークは両りよ肩うかたを上げた。

「その件は……全くもって俺が悪い。すまなかった、シド」

「謝らなくてもいい。それは、仕方ないことだ。

　頼たのむのは、それとは関係ない。お前にしか無理だ。セイ・ノーマンは、ポーラの名前を出した。彼女に危険が迫せまっているかもしれないんだ。お前に行って欲しい、ジーク」

　分かったよ、とジークはため息をついた。そうなると彼は素早かった。



「えっと、セイ・ノーマンの配下のゾンビがどさっと来てるの？　もう？」

　ビアンカが、人差し指を唇くちびるに当て、首をかしげる。

　ああ、とシドは無造作に頷うなずいた。

「どっさり来てる」

「じゃっ、私、そろそろ着き替がえの服が足りないなーって……フギャー！」

　シドに首根っこを捕つかまれ、猫ねこみたいな声を上げる。

「逃にがすわけないだろ？」

　シドの笑え顔がおの凄すごみに、ビアンカはごまかし笑いを浮かべる。

「冗じよ談うだんよぉ、もちろん」

「お前には入り口を担当してもらう。ゾンビどもと、セイ・ノーマンを撃げき退たいしてくれ」

「全部じゃないさ！　私、ゾンビだけはどうしても我が慢まんならないくらい嫌きらいなのよね。魔ま物もののもキライだけど、人間のはほんっともう最悪。風の魔法と、ゾンビってどーしても相性が悪くて。ほら、切り刻んじゃうじゃない？　でもあんたなら、一いち撃げきでお掃そう除じできちゃうわよね」

「できない。頼むから、戦ってくれ」

「なんでよ！　あんた炎ほのおの支配者とかいってでかい態度してるくせに。世界で一番強いのは自分ですーって顔してるくせに」

「できないんだ」

「なんでよ！」



「俺は今、魔法が使えない」



「…………は？」

　ビアンカは続けざまに放とうとした言葉の山を飲み込んだ。シドは冗談を言っているようには見えない。見えないが、あり得ない。信じられない。

「冗談、よね？」

　シド・マスターが、魔法を使えない？　笑い飛ばしたくなるような冗談だ。だが、シドはいつまでたってもビアンカの言葉を否定しなかった。

「残念だが、冗談じゃない。

　俺が父親を倒たおしたとき、呪のろわれたことは知っているな」

「ええ。そのとき、あんたは不老になったのよね」

「そのときからだ。いきなり魔力が消える日がある。数時間で使えるようになることもあれば、数日使えないこともある。

　で、さっき、突とつ然ぜん使えなくなった」

　ビアンカは何か言おうとし、口をつぐんだ。シドはビアンカから目を離さない。

「……私、別に貴方の部下じゃないし、ホントは味方でもないわよね」

「知ってる」

「魔ま導どう師しの中で一番とか言われてる貴方のこと、少し目め障ざわりだなーとか、思わないこともないのよ」

「知ってる」

「この塔の中ではやらないけど、外で出会ったら襲おそいかかることだってあるかも」

「知ってる」

「だって、魔導師は基本的に自分以外の存在を認めないものだし。あんたを倒したとなれば世界中に私の名前が鳴り響ひびいちゃうわよね」

「知ってる。……ああ、知ってるさ」



　ビアンカは両手で髪かみをかきあげた。すると、ビアンカの姿は妖よう艶えんな、赤い唇をした魔女のものに変わっていた。繊せん細さいな意いし匠ようのほどこされたドレスに、節くれ立った杖つえ。身につけた宝石はいずれも魔力を帯びている。

　風使いの魔女、ジュリ・メイガスだ。

「むかつくわあ。ほんと、なんで今それ言うの。もっと早くに相談してくれてたら、なんか手段だってあったかもしれないのにさ。だからあんたのこと嫌いよ。

　……けど、あんたがそれを言う気になったのは、アニスちゃんのためよね」

「ああ……そうだ」

「あの子、ほんとにあんたの子じゃないの？」

「俺はそういうへまはしない」

「はっ。もう、どうでもいいけどさ、理由なんか」

「……すまないな。礼の代わりに、お前が水たまりの精につかまって死にそうになってた過去のことは綺き麗れいさっぱり忘れるから」

　黒くろ髪かみの魔女は眉まゆをつり上げた。

「それを言うのやめてくれるうう？　あんた何回忘れるって言ったのよそれ！」

「それに、ジークにもお前の本性は黙だまっておく」

「なんだかあんまり感謝する気になれないのは気のせいかしら」

　気のせいだろ、と悪そうに笑うシドの額をつつく。傍はたから見ていると美女が少年を誘ゆう惑わくしているように見える図だが、ジュリ・メイガスは指を引き、

「言っておきますけど、命まではあげないからね。やばそうになったら逃げるから。あんたは、どうするの」

「俺のことは心配するな。なんとかする」

「まあ、アニスちゃんはあんたにかかってるんだから、頑がん張ばりなさいよね。じゃあ、また後で」

「ああ、また後で」



    

  
    
      　その声音に気になるものを感じたジュリ・メイガスは一いつし瞬ゆん足を止めたが、しかし振ふり返らずに入り口から出て行った。

　外はまだ、夜。

　先ほどのセイ・ノーマンとの邂かい逅こうから一刻と過ぎていない。塔とうに戻もどってすぐシドはとれる手段を全てとった。

　ノアのそばで、アニスが眠ねむっている。

　ここは塔の隠かくし部屋だった。厚い扉とびらと呪じゆ術じゆつによって守られた場所。

　もしもの時のために、シドはこの場所を用意した。もしものときなど来なければよいと思っていたが。

「大きくなった、な」

　アニスを見下ろして呟つぶやいた。ポーラに渡わたしたときは、小さな子供だった。シドの衣服を掴つかんで泣いていた。

　シドの声を聞いてか、アニスが目を覚ました。そして寝ねぼけた眼まな差ざしで、シドを見上げた。

「……ポーラ様が、私があなたを知ってるって」

　弱々しい口調でそんなことを言う。寝ぼけているらしい。シドは微かすかに笑った。

「ああ、そうだ。お前は俺を知ってる」

「怖こわかったの……大きな火が……怖かった……」

「お前にとっていやな記き憶おくなら、思い出さない方がいい」

　こくり、とアニスは頷うなずいた。

「いいか、アニス。敵が来る。お前と俺を狙ねらっているが、やつはどちらかというと俺の方を欲しがるだろう。長いつきあいだからな。

　お前はここに隠れてろ」

　シドの手が優しくアニスの額を撫なでる。

「どうして」

　アニスは、そのシドの手を捕つかまえようとした。

「どうして、あなたは」

　緋ひ色いろの目が細められる。途とち中ゆうで終わったアニスの問いかけを、シドは正しく受け止めた。

　どうして引き取ったの？

　どうして守ってくれるの？

　どうして？

「俺がお前の運命を変えたからだ」

　静かな囁ささやきが答えだった。

「ずっと謝りたかった。……すまなかったな、アニス」

　アニスの返事はなかった。再び寝ね入いったらしい。

　シドは立ち上がり、きゅる、と喉のどを鳴らしたノアの顔に手を当てた。

「ノア、こいつを守ってやってくれ。しばらくすれば、ジークかビアンカがお前たちを見つけてくれるだろう」

　ノアの宝石のように美しい目がシドを映している。

「夜明けまでは、誰だれに何を言われようと、俺の言葉を優先させろよ。いいな、ノア」

　喉で鳴きながら、ノアは目を閉じる。シドに頭をすり寄せて甘あまえる。だがシドは撫でる手をゆっくり離はなすと、そのまま足音を立てずに立ち去っていった。

　キュイイ、とノアは鳴いた。



　扉の閉じる音を聞いたとき、アニスは起きなければ、と思った。

　シドが一度だけ振り向いたのをおぼろげに見た。止めなければと思ったが、身体が動かない。身体が泥どろに変わってしまったかのようだった。

　ぼやけた視界に映るのは、初めて会ったときは恐おそろしいと感じた竜りゆうの顔。今では、安心できる。ノアは、

『ここにいてください』

と言うかのようにアニスに鼻はな面づらを寄せた。

　不思議な感覚だった。なぜかノアの言いたいことが分かる。

　アニスは竜に手を伸のばす。



　あのとき、おなかにタマゴがあるんです。とノアが言った気がした。

　そう、だったら私はタマゴを見てみたい。と、思った。



　────あなたはそれを命じますか？

　────あなたは私を支配しますか？

　────アニス

　────アニス



「なんで、私の名前を呼ぶの……？」

　違ちがう。気にするべきことはもっと他ほかにあると、頭の中で警鐘が鳴っている。アニスは必死に頭の中の何かを捕まえようとする。

　身体が疲ひ労ろうしている。炎ほのおの夢が自分を疲ひ弊へいさせている。闇やみの中から自分を呼ぶ声がする。緋色の目をした少年が、世界を滅ほろぼそうとしている。何もかもを終わらせようとしている。自分は。

　あの、闇をはらう炎を見たことがある。

　あの声を、聞いたことがある。



　ポーラに自分を渡した人がいた。

「なんなの、この子は。まさか……」

　あの人の顔は、シドの顔をして、いた。

「俺の子なんてことがあるわけないだろうが、ポーラ」

　あの不ふ機き嫌げんそうな口調で否定した。





　シドが塔とうを移動させるのは、大たい抵ていは彼の魔まり力よくを強めるような影えい響きようを与あたえる場所だ。

　しかし今塔が在るのは「風が生まれる場所」と言われるスビラ平原。

　風の使い手であるジュリ・メイガスにとって優位な場所だった。

　もちろん地下水脈などの条件はセイ・ノーマンに有利に働くとはいえ、ジュリは土地が己おのれの魔ま法ほうに与える多大な影響を感じて唇くちびるをほころばせた。

「なんだか気を遣つかわれてるみたいで、ちょっと不快だけど」

　ジュリ・メイガスは己の周りに風の結界を張った。風は不快な空気をはじく膜まくとなり、ジュリを守る。



　セイ・ノーマンの性格のいやらしさはとてもよく理解している。水の使い手であるセイは、癒いやしの力を最も得意とする。死人すら生き返らせるといい、双ふた子ご王おう戦争においては戦争を長引かせるために力を尽つくした。彼がいなければ、戦争は半分の長さですんだだろうし、いくつもの村や町がこの世から消えることもなかっただろう。

　セイ・ノーマンは死体が欲しかったのだ。

「あー、あああー、もう……ほんとに来た」

　スビラ平原は不毛の地、人の住まぬ地だ。その場に、死しし臭ゆうが立ちこめた。ジュリ・メイガスは柳りゆ眉うびをひそめ、ねじれた杖つえを構えた。

　死人たちがぞろぞろと歩み寄ってくるのは、月のない夜の幻まぼろしではない。彼らはセイ・ノーマンの傀かい儡らいだった。彼の意のままに動き、どこまでも行進する。

　セイ・ノーマンはかつてシド・マスターを手に入れようと死人を一個大隊送り込んできたことがあるという。今回も、似たような規模だ。

「しつこい男って最低……」

「あれぇ、そこにいるのはジュリ・メイガスか。シドの手下になったの？」

　言こと霊だまの詠えい唱しようをはじめようとしたジュリの機先を制するように語りかけたのは、水色の瞳ひとみをした少女だった。不毛の地の上に立つ少女の姿は、激しい違い和わ感かんを覚えさせる。

　優美に礼をする。宮きゆう廷てい作法を気取ったその仕草に、ジュリはいやそうな顔をした。

　セイ・ノーマン。シドの呼ぶところの、ひとでなし。彼は生まれたときは男性だったから、その魂たましいは間ま違ちがいなく男性のものだ。だが好きなように死体を操りセイ・ノーマンを名乗るため、今ではどれが彼の本当の身体か分からない。

　老若男女、共通しているのは、セイは水色の目をしていることだ。

　まるで作り物のように濁にごった、まがまがしいのに美しい目だ。

「お久しぶりね、セイ。貴方のその腐くさった根性相変わらずみたいで幸いね」

「うふふふ、野や蛮ばんな発音。粗そ野やな言葉。君は相変わらず下品だね。一から礼れい儀ぎ作法を教えてあげたくなるよ？　僕の城では、君なんか下働きにもなれないけどさ」

　風が、吹ふいた。

　ジュリ・メイガスの足下から。

「ふふふ、ふふふふふ。それはそれはどうもありがたい話ねぇ、あんたの城で働くってことは、死体の面めん倒どうを見させられるってことじゃなくて？」

「ああ、墓穴を掘ほる役には立つかもしれないね。君の腕うで、肉体労働に向いてそうだし……」



「カーズ」

　緋ひ色いろの唇が言霊を紡つむぐ。

　セイ・ノーマンの背後から死人どもがどんどん近づいている。

「イリスタ　デイ　ノース」

　ジュリ・メイガスが魔法を完成させるのに必要な言霊は、八語。

「アリスタ　メイ　マーズ」

　空気がジュリの許もとに集まる。彼女の手が、力を収束させる。

「デインナシア…………！」



　生まれたのはカマイタチだった。切り裂さく風が大気を割り、ジュリ・メイガスを中心として何筋にも分かれて地面の上を滑すべっていく。

　ごう、と風が吹いたときには全てが終わっていた。死人たちは行進すべく動かしていた足を切り裂かれ、ぼたぼたと内臓をまき散らしながら地面に倒たおれた。

　ビアンカの身体だったときに使った魔法とは規模が桁けた違ちがいだった。あのときジュリ・メイガスとなって魔法を使っていれば、周囲の建物を全て切り裂き、キマイラとて何十の欠片かけらとなって動けなくなっていただろう。

　そしてセイ・ノーマンの華きや奢しやな両足は、すっぱりと断たれていた。

　彼は笑った顔のまま前に倒れる。

　ジュリはその様子を見つめていた。額に汗あせが浮うかんでいる。場に満ちていた死臭がなおいっそう濃こくなった。

　ジュリは、場を一いつ掃そうした。

　しかし勝利感などなかった。

　いっそ追いつめられている……そんな感じがした。



　魔ま導どう師しのうち最も古い、セイ・ノーマンは、誰だれと戦っても「決して死なない」ことで知られている。

　ジュリ・メイガスが魔導師になったのはそう昔のことではない。まだ、彼を相手にするには経験が足りない。そのことを自覚している彼女は、魔法を放った後も油断せず様子を見守っていた。

　うふふ、と声がした。

　幻のように儚はかなく、悪夢のように確かに、笑い声が聞こえた。

「こんなもの？　ねぇ、こんなもの？　ジュリ・メイガス、風使い。あなたはこんなそよ風で私たちを止められると思ったの。だとしたらとっても、とっても可愛かわいらしいわ……」

　水色の瞳をした少女が嘲ちよう笑しようする。そして足の千切れたその身体は、ジュリの前でどろりと溶とけた。顔の表面が、衣服が、腕が、胸が、腹が、どろどろと溶けていく。むき出しになった歯が、まぶたの溶けた目がジュリを笑っている。

　悲鳴を上げるほど可か憐れんな精神はしていない。だが、全く気け圧おされぬわけにはいかなかった。ジュリ・メイガスは杖つえを握にぎり直した。

　いやらしい幻まぼろしだ。土の中から水気を吸い上げ、空中に幻を生み出しているのだ。落ち着かなければ。

　セイ・ノーマンはいる。

　ずる、ずる、と音がする。死人どもはたゆまなく行進を続ける。足が千切れようと、腕でもって地面を進んでくる。戦争で死んだ者たちの妄もう執しゆうがこびり付いた土地だ。彼らを退散させるには、正しい信しん仰こう心しんをもった聖職者によって神の奇き跡せきを顕けん現げんさせるしかないのではないかと思えた。

「魔ま法ほう使つかいが聖職者に頼たよるなんて……最悪ね」

　セイ・ノーマンの身体は大地に溶け、影えい響きようを及およぼしている。死人どもが歩きやすいように、土が水に溶けて、スビラ平原は今や泥どろ沼ぬまだった。

　自分の都合の良いように土地の条件を変える。それは魔法を使うもの同士の戦いにおいては定石といえる。

「全て……風ふう葬そうしてやるわ！」

　ジュリ・メイガスはゾンビどもを引きつけた。十分に引きつけたと思ったときに、言こと霊だまを口にのぼらせた。その力のために、全身が光を帯びる。



「我は希うカ　ー　ズ！

　舞え、悠久の風イリスタ　デイ　ノース

　歌え、古代の風アリスタ　メイ　マーズ

　我が望み叶えられたりデ　イ　　ン　　ナ　　シ　　ア……！」



　ジュリの身体を中心として、竜たつ巻まきが生まれた。触ふれたものがみじん切りになる、獰どう猛もうな風。魔物に囲まれてなお平へい衡こうを失わなかったその精神力が生み出す、空気の大車輪だ。

　風が広がりゆく。ゾンビたちが一掃される。無力化し、土に戻もどっていく。



「このくらいで倒れるようなヤワな奴やつじゃないでしょう？　出てきなさいよセイ・ノーマン！　あんたのツラ見ながら切り刻んでやるから」

「やっぱり君は、下品だなあ」

　背後に声を聞き、ジュリは飛び退のいた。

「交こう渉しようっていうのは、こんなふうに優ゆう雅がに行いたいものだよね。君には美学ってものがないよ」

「土の中にでも隠かくれてたの……？　モグラみたいに。あんたは水の魔導師じゃなかったかしらね……」

「あはははは、良かったよねえ？　一いつ緒しよにこの人も切り刻まなくて」

　セイ・ノーマンはどうやってか、切れたはずの足を繋つなげていた。そして、手にしたナイフを腕うでの中の老女に向けていた。

　その婦人に見覚えがあった。シドの塔とうを訪ねてきた、シスター・ポーラに間ま違ちがいない。彼女は目を閉じ、まるでゾンビのようにふらついている。意識がないようだ。

　ジークは間に合わなかったのだと知り、ジュリは眉み間けんにしわを寄せた。

「優雅な交渉ってのは、人ひと質じちを取ることなのね。ほんと、根性腐くさってるわあんた」

「でも話が早くすむでしょう？　さぁ降参してね。そうしないとこのナイフでこの人の目玉をえぐり取るよ」

　セイはにこやかに最低なことを言う。ジュリは迷った。ここでセイに屈くつすれば、最悪な結果が待っているだけだ。

「だったら……っ」

　ぎりっと歯を食いしばった。

　魔法の規模を大きくするのは、それに見合う魔力さえ供給できるのであれば、難しいことではない。しかし、逆に規模を小さくするのは難しい。竜巻を生むよりも、カマイタチをナイフほどに小さくして飛ばすことの方が精神力を消しよ耗うもうするし、失敗しやすい。

「降参、するわ……殺さないで。その人は、シドの大事な人なのよ」

　しかしやらなければならなかった。

　ジュリは一いつ瞬しゆんで精神を集中状態にした。魔力の発動が悟さとられれば、ポーラがただではすまない。

　それは瞬まばたき一回分ほどの時間だった。人質を取られ、緊きん張ちようを強しいられる状態にいながらにしてその領域に達することのできたジュリは、間違いなく類たぐい希まれな魔法使いだった。

　セイ・ノーマンは笑っている。ジュリにはそのセイの唇くちびるがのろのろと動いているように、時間がゆっくり流れているように感じられた。

　嘲ちよう笑しように向かって言霊を口にする。

　猛もう烈れつな力を秘めた、人差し指ほどの長さのカマイタチが発生する。

「あはははは、ジュリ・メイガス。初めて君を賢かしこいと思ったよ……！

　は、ふぇ？」

　目に見えぬ風は、ナイフの形をしていた。それはセイの首につきささった瞬しゆん間かん回転し、その首を胴どう体たいから切り放った。セイの首は土の上に落ちたまま笑っていた。



　セイの胴体は首がなくなったことに気づかず、立ったままだった。その手がポーラを解放しない。

　ジュリは髪かみをかき上げてため息をつき、近づいていった。ポーラの身体を解放しようと、両手を伸のばす。

「シスター・ポーラ。大だい丈じよ夫うぶですか、………っ」

　問いを口にのぼらせたとき、ジュリは自分の腹に鋭するどい衝しよ撃うげきを感じた。

「……え？」

　ジュリは不思議そうに瞬きする。

　ポーラの手に、ナイフがある。そして、それで彼女を助けるはずのジュリの腹を、刺さしたのだ。

「どう、いう……っ、」

　土に落ちたセイの首が、けらけら笑っている。

　そして。ポーラが目を開ける。

　その悪夢のような水色の目を見て、ジュリは身体を震ふるわせた。

「あんた……、その人を、殺して、操って……？」

「残念だったわね、ジュリ」

　笑い声を聞きながら、気が遠くなっていく。だがここで倒たおれるわけにはいかない。ジュリは土をかきむしりながら必死に起きあがろうとする。

「塔からシドの力が感じられないのよ。まるで、入ってこいって言ってるみたいに。どうしてかしら？　あら、返事ができないの？

　……いいわ、自分で確かめましょう。

　あなたは、泥どろ沼ぬまの中で、死人たちと遊んでいらっしゃいな」

　血の流れ出る腹をつま先で蹴け飛とばされ、ジュリはうめき声を上げた。

「では、失礼？　風使いさん。せいぜい持ちこたえることができるといいわね」

　土の上で首は笑い続けている。その首はポーラの手で拾われ、胴体に載のせられた。

「んん。この身体もそろそろがたが来たな。結構気に入ってたのにな。一度も外を見ることなく死んでいった、深窓の令れい嬢じようの身体だったのよ」

　ジュリは自分の身体が泥どろの中に沈しずんでいることを知った。ざわざわと空気が蠢うごめいている。死人どもの行進は終わっていない。まだ始まったばかりだとすら言える。

　空には月がなく、まだ夜は終わらない。





　ぎい、と扉とびらを開ける音が闇やみの中に響ひびいた。

　セイはくすくすと喉のどの奥おくで笑う。シド・マスターの圧あつ倒とう的てきな魔まり力よくが感じられないことが不思議だが、ないのだから仕方がない。遠えん慮りよなく入り込むことにした。

　この場所には甘あまく芳ほう醇じゆんな葡ぶ萄どう酒しゆのように、魔法使いを魅みり了ようしてやまないあの少女のにおいが漂ただよっている。

　塔とうの中は暗闇だった。だからこそ、この芳ほう香こうがなおのこと際だつ。

　ナイフを突つきつけられたポーラが恐おそれながら従っている、ように見える。セイの影えいき響よう下にあることを証明立ててしまう水色の目だけは隠かくしようがないが、この暗闇であれば即そく座ざに気づかれる心配はないだろう。

「シドー、どこにいるの。

　さっさと姿を現さないと、この女のはらわた引きずり出すよー？

　っとと。声が出しにくいや……シドー？　いたら返事してください。どこにいるの？」

　呼びかける。

「出てきなよ……」

　簡単に中に入ることができたのは、何な故ぜだろう。セイは階段を上りながら考える。

　もしかしたら、これで姿を隠したつもりなのかも知れない。油断させておいて、突とつ然ぜんに現れて、炎ほのおを放つ。しかし、ポーラを見ればシドは躊ちゆ躇うちよするだろう。

　そしてその躊躇が命取りになる。

　口元に、したたるような笑えみが浮うかぶ。

　セイ・ノーマンは今までシドを手に入れるため、色々な手段を講じてきた。そしてそれは今日、成功するだろう。注意深く隙すきを見せなかったシド・マスターは、致ち命めい的てきなミスを犯した。それは、あの赤毛の孤こ児じを引き取ったことだ。

　階段を上ったところに、誰だれかが立っているのが見えた。

　セイは目を細めた。小さな影かげ、アニスか、シドか、分からない。相手は頭から黒いローブをはおっている。

　緋ひ色いろの目がのぞいた。

　シドだ。

「君と、話をしに来たんだ。シド」

「………………」

「ねえ、シド」

「黙だまれ」

「え……」

　シドは、はおっていたローブを外し、投げた。セイの視界いっぱいに黒が広がり、そしてローブを切り裂さいてナイフが四本、飛んできた。

　セイは炎が来ると思っていた。だから肉にく弾だん戦せんに構えていなかった。

　そしてシドは魔法使いのくせにナイフの使い方に習熟していた。

「ちぃっ」

　全て避よけることはできなかった。ナイフの一本が肩かたを貫つらぬく。階段を落ちていく。骨が折れる音がする。死人の身体は、ひどく脆もろいのだ。首がまた外れる。傷つけられすぎた。セイの魔力によって動いていたその身体は、魔力をつなぎ止めることができずにばらばらに散じた。

「ポーラ、こっちに来い！」

　シドはふらついているポーラの腕うでを取った。セイの魔力の支配下にあるらしく、引かれる力に逆らわない。

　床ゆかに落ちたセイが無力化したと知らず、シドはポーラを連れてその場を離はなれた。



　階段のそばで、ポーラはがくりと膝ひざを折った。

「しっかりしろ」

　シドはポーラの肩をつかんだ。ポーラは視線をあげないままうめき声を上げる。

「あ……あ、シド……？　貴方なの？」

「ポーラ。大だい丈じよ夫うぶか」

「え、え。ありがとう、シド……！」

　ポーラの口が、ひきつれたように笑みを浮かべる。

　シドは背筋に寒気を感じ、反射的にポーラを突き飛ばした。

　壁かべに激げき突とつしたポーラの手から、シドを狙ねらっていたナイフが落ちる。

「ポーラ……？」

　シドは恐れるように名前を呼ぶ。

　伏ふせていた眼まな差ざしを、ポーラはシドに向けた。それは間ま違ちがいなくポーラの顔。かつてシドのそばにいた少女の、年老いた顔。

　だが、ポーラは、水色の目などしていなかった。

「シド、何をするの……ひどいわ」

「下手な演技はやめろ、セイ・ノーマン。お前……ポーラを殺したのか。殺して成り代わったのか」

「何を言っているの？　貴方、私が分からないの？

　私は、貴方の恋こい人びとだった女よ。シド、ねぇ……私が分からないの？」

　猫ねこなで声で、いかにも傷ついた声音で、シドの神経をなぶる。

「年老いた私は、傷つけても良いと？

　貴方はあの子を選ぶのね……」

「やめろ！　気色の悪い声を出すな。それで俺を揺ゆさぶったつもりか。あいにくだが、それはポーラが言うはずのない言葉だ。お前は、自分で自分の正体を晒さらしているんだよ、セイ・ノーマン」

「あら……おかしいわね。

　私の知る貴方は、とても短気なのよ。自分の過去に知った口を叩たたかれて、今まで貴方が三秒以上我が慢まんしたことがあったかしら？

　うふふふふ。ねぇ、シド。この身体がポーラのものだとしたら、彼女はどうなったのかしらねえ？　ねえ、シスター・ポーラの最後の言葉を知りたい？」

　シドはゆっくりとセイから距きよ離りを取る。セイは薄うすら笑いを浮うかべたまま、距離を取るシドを眺ながめていた。

「ねえ、シド。それを知りたいのなら、この質問に答えてちょうだい。

　もしかして貴方、魔ま法ほうが使えないのかしら？」

「…………」

「おかしいと思ったのよ。塔とうからも貴方の魔力を感じないし。なのに、のこのこ出てきたということは。もしかしてアニスちゃんが逃にげる囮おとりになったということかしら？

　ふ、ふふふふふ。堕おちたものねぇ、シド・マスターともあろう人が！　小こむ娘すめ一人のために、殺されに来たの？　これは笑いが止まらないわね、ねぇシド！　貴方、少し馬ば鹿かになったんじゃなくて？」

「うるさい」

　シドは人差し指と中指をセイに向けた。そして腕が内側に折られた。次の瞬しゆん間かん、空気を裂さく勢いでナイフが放たれた。

　往々にして、魔法使いは肉にく弾だん戦せんには向いていないものだ。特にシドの体格は武器を使うのには向いていない。しかし、シドはナイフを使い続けた。

　セイ・ノーマンは剣けんでは殺すことが難しい、死人だ。対たい抗こうするためには魔法が不可欠だ。本来なら、シド・マスターの火は死人を消しよ滅うめつさせるのに最も相応ふさわしい力である。……本来ならば。

　セイは肩かたを貫つらぬかれ、笑った。笑い続けた。このナイフが、シドの敗北を示している。それどころか、シドは背中を見せて駆かけだした。あの矜きよ恃うじだけは高い少年が、敵に背中を見せるとは！　笑いが止まらないとはこのことだ。



「シド、どこにいるの？　隠かくれても無む駄だよ、出てきなさい……」

　陽気な声が暗い廊ろう下かに響ひびいている。シドは隠れて舌打ちした。セイはすっかり上じよ機うき嫌げんだ。今日こそシドを手に入れることができると信じている。肉を裂き、心臓を取り出すところまで想像しているだろう。

　アニスがいれば、きっとあれはポーラだと信じるだろう。閉じこめておいて正解だった、とシドは胸をなで下ろす。

　あそこを出るにはノアの力が不可欠だ。そしてノアには何より自分の命令を優先するように命じた。

「…………」

　はぁ、と息を吐はき出した。

「ここまで来るのに何年かかったっけ……」

　数えるのも馬鹿らしい、時間が流れた。

　自分にはまだ、やり遂とげていないことがある。だがここらで終しゆ止うし符ふを打つのもまた、ひとつの選せん択たくだろう。シドは自じち嘲ようする。

　小さな手を引いたことを思い出す。赤い髪かみをした小さな娘むすめは、シドの手を引いて泣いた。

「いかないで」

と、幼い口調で泣いた。

　あの子のために、ここまで命を懸かけることになるとは思わなかった。



    

  
    
      九幕　アニス、目覚める






　アニス。

　────アニス。

「なんで、私の名前を呼ぶの……」

　アニスはノアの顔を撫なでた。この竜は、アニスに呼びかけている。必死に、語りかけている。

　何な故ぜ自分はこの声を理解できるのだろう？　とアニスは不思議に思った。

　知っているのよ、とビアンカは言った。

　みんな知っているのよ。それは教えられるものではないの。

　アニス。アニス。アニス。

　ねえ、アニス。アニス。

「呼ばないで……、」

　アニス、アニス、アニス、アニス、アニス、アニス、

　アニス。

　あのひとをころさないで。

「え……？　ノア、なんて言ったの……」

　あのひとがしんでしまうよ。

　アニス、アニス、

「ノア………」

　竜は漆しつ黒こくの眼めでアニスを見ている。そして重い足取りで扉とびらの下もとに行くと、シドに命じられて閉じた巨きよ大だいな扉を、今度は開けたそうにする。



　……知っているのよ。何の魔ま法ほうが使えるか、なんて人に教わるものではないの。

　アニス、あなたにはあなただけの力があるから。

　それは自分で分かっているものなの。

　運命なのよ。



　火ではない。

　風でもない。

　水でもない。

　土でもない。

　木も、金も、自分には使えない。判定の魔ま法ほう陣じんはなんの方向性も示さなかった。自分には、無いのだ。自らの魔力を使うための最後のネジが、欠けている。

　しかしネジなどそもそも必要なかった。

　自分の中にある底のない海。

　それは、呼び声のままに、導くためのもの。



　アニスは、思いだした。自分がなんの力を使うことができるのか。

　分かってみれば、たやすかった。

「開けて」

と、命じる。

　ノアはシドの命令よりも、アニスに従った。



　塔とうの中を歩き回るには、ノアは大きすぎた。アニスはノアに、残るように言った。

　くぅ、と子犬のように鳴いてノアは地面に伏ふせた。

「大だい丈じよ夫うぶよ……」

　シドが死ぬ、とノアは心配している。

　あんなに強い魔ま法ほう使つかいが死ぬわけはない。なのに、ノアの心は心配でいっぱいだった。アニスにはそれが目に見えるように伝わった。

　ここに良くないものがいる。と、ノアは感じている。

　外側には行ってはいけない、上に行け、と。そちらの方が危険だけど、一番悪いものがいるけど、アニス。シドを助けて欲しいと。ノアは考えている。

　アニスは一人、階段を上っていった。壁かべに手を当て、一段一段ゆっくりと上っていく。

　ナイフが三本、壁に突つき刺ささっているのが見えた。異常が起こっている。階段を上るたびに、頭ががんがん痛んだ。

　あの少年が今どんな目に遭あっているのか、知らなければならない。

　歩いていく。明かり採りの窓から月光がさしこんだとき、廊ろう下かに点々と血の痕あとが付いているのが見えた。再び月が隠かくれて、血が見えなくなったときはほっとせずにはいられなかった。見えなくなっただけで、無くなったわけではないのに。

　ビアンカはいない。ジークもいない。無音の塔の中を、一人で歩いていくほど恐おそろしいことがあるだろうか。

　びりっと肌はだが震ふるえた。

　いや違ちがう。自分はもっと、恐ろしい目に遭ったことがある。







「追いかけっこはもう、おしまいね……」

　ポーラの顔をした悪夢が、すぐそばに迫せまっている。シドの手にはもうナイフはなかった。両りよ肩うかたを刃やいばに貫つらぬかれ、髪かみを振ふり乱したポーラの姿は壮そう絶ぜつだったが、追いつめているのは彼女の方だった。

　シドが綿密に張った結界が生きている状態であれば、この塔の中でセイが魔法を十全に使うことはできない。本来ならば入り込んだ時点で魔力は半減してしまう。しかし今は、敵の力を弱める魔法の効力もほとんど消えていた。

　シドは足を泥どろに取られたように、動くことができない。

「儀ぎ礼れいの通り、言いましょうか。巫み女こ姫ひめの名の下に、って。でもこれは魔ま導どう師し同士の戦いじゃないから、いらないわね。

　貴方は魔法で負ける訳じゃないわ。単に、私の手に落ちるだけ」

　セイはいやにゆっくりと歩いてくる。一回も瞬まばたきをせず、シドの姿を眺ながめている。捕とらえられた蝶ちようのところに、ゆっくりと近づいていく蜘く蛛ものようだった。

　悪夢だな。とシドは考えた。

　不老の身ではあるが、いつか死ぬことは分かっていた。しかし、セイ・ノーマンに弄もてあそばれて死ぬことになるとは、思っていなかった。

　セイはさんざんシドの身体を使うだろう。心臓を抜ぬかれ傀かい儡らいと化した自分のことを想像すると寒気がする。

「でも、不思議だわ。教えて頂ちよ戴うだいな。どうして貴方の力は、無くなってしまったの？　シド。あれほどまでに強大で傲ごう岸がんな貴方が、今はまるで子ネズミのよう……愉ゆ快かいだけど、つまらなくもあるわ」

「無くなった訳じゃない。不老の呪のろいを受けたときから、こうだった。前兆はない。いきなり、一切の魔法が使えなくなる」

「まあ、だとしたら」

　まるでポーラのような丁てい寧ねいさでセイはシドの身体に手を這はわせようとする。

「さっさと殺してあげないといけないわね。それだといつ力が戻もどるか、分からないんでしょう」

「ああ」

　覗のぞき込んだポーラの顔に、シドは手をかざす。

「そうだな、もう戻っているかもな。

　ヴント　ベイタル　アゲート……」

「…………ッ」

「ギガ　バース！」

　バネ仕じ掛かけの人形のような勢いで身を引き、セイは炎ほのおに構えた。

　だが、シドの手からは煙けむりひとつ噴ふき出すことはなかった。不思議そうに目を見開き、そして騙だまされたことに気がついたセイは、唇くちびるを噛かんだ。

「……戻って、ないのね」

　シドは声をあげて嘲ちよう笑しようした。

「く、くくく……てめぇの顔、見み物ものだなあ？　ははは、はは」

「お黙だまりなさいな、シド」

「騙すのは好きでも、騙されるのは嫌きらいだと？　性根の歪ゆがんだお前らしいよ、セイ・ノーマン。人のものならどんな痛みにも耐たえられる、だが自分のものだとかすり傷すら耐えられない」

「シド・マスター……貴方は最期まで本当に勇気があった」

「おっと動くなよ」

　シドは手をかざす。

「今度は本当に戻っているかもしれないぜ？

　さっきはお前の驚おどろく顔を見るために、わざと炎を出さなかったのかもな？　さあ、どっちだろうなセイ・ノーマン……？」

　シドは、ポーラの顔をしたそれがナイフを振りかざすのを見た。そして動けぬ彼の身体をナイフが刺さし貫いた。

「ひどいわ、ひどいわ、ひどいわ、ひどいわ」

　ナイフを引き抜き、また突つき刺す。ポーラの手は執しつ拗ように繰くり返した。

「ひどいわ、ひどいわ、シド。そんなに私が嫌いなの……」



　気配を感じて、セイは振ふり向いた。

　そしてセイの視線を追った、シドも気がついた。

　そこにアニスがいた。青ざめた顔をして、部屋の様子を見つめている。血まみれになって横たわっているシド。そして真っ赤なナイフをもったポーラ。

　脆ぜい弱じやくな精神では、耐えきれない光景だった。

「ポーラ、様」

「あら、アニス。来たのね。迎むかえに行こうと思っていたのに」

　セイはポーラの声で、楽しげに言った。まるでこれから楽しいことに誘さそおうと思っていたの、と言わぬばかりの口調で。頬ほおに返り血をつけたまま。

「ねえアニス。貴方をここに連れてきたのは間ま違ちがいだったと思うの。この魔導師は、貴方をいつか食べてしまうつもりでここに閉じこめていたのよ……、貴方を手放した私は愚おろかでした」

「馬ば鹿か野や郎ろう、なんで来た！　アニス、逃にげろ……こいつはポーラじゃない……っ」

　足にナイフを突き刺され、シドは声を上げた。ナイフを引き抜ぬき、老シスターは優しい眼まな差ざしでアニスを見つめる。

「さあ、アニス。いらっしゃいな」



　さあ、アニス。いらっしゃいな。

　そう呼ばれたことがある。

　来なさい。

　あれは、母だった？

　違ちがう。あれは自分を殺そうとした者たち。火の中に自分を飛び込ませ、殺そうとしたのだ。何な故ぜ？　何故って、そんなことは分かっている。アニスにこの世から消えて欲しかったからだ。

　お前はきっと世界を滅ほろぼすよ、と諭さとされた。

　だからこの世から消えなければならないよ。

　その力は忌いまわしいものだ。

　誰だれもその力を制せい御ぎよすることはできない。

　アニス。

　……消えなさい。



　自分の身を守れと言ったのは、シドだ。

　彼は告げた。戦えと。



　アニスは部屋に駆かけ込んだ。そして、シドに飛びついていった。セイは全くアニスの邪じや魔まをしなかった。その目には軽けい蔑べつに似た、侮ぶ蔑べつに似た、残ざん酷こくな光がある。

「血が、こんなにっ」

「馬鹿、アニス、逃げろ……！」

　シドはアニスの背後でセイが厭いやらしく笑うのを見た。こんなにも悪意に満ちたポーラの顔は、もはや彼女の顔ではありえなかった。

「うふ、ふふふ、く、は、はははは！　愚かな子ねぇ！　逃げるなら捕つかまえる楽しさもあるものを、飛び込んでくるなんて」

　シドは必死の力でアニスを抱だき寄せた。そして、右手をかざす。

「貴方も本当に愚か……」

「ああ。こいつは殺させない。魔まり力よくが戻もどるまで、唱え続けてやるよ」

「私がそこまでおつきあいすると思うの？　さあ、シド。アニス。どっちを先に殺そうかしら……アニス、さっきからだんまりね。怖こわくなったのかしら？　私はね、最後まで足あ掻がく子が好きよ。だからアニス、貴方を先にしましょう」

「やめろ、こいつを殺すな！」

　アニスは、必死で叫さけぶシドの顔を見た。

　幼い自分が殺されそうになったとき、助けてくれたのは、この声だ。

「ありがとう」



　彼を守らなければならない。

　その力を、自分はすでに持っている────

　アニスはシドの身体から手を離はなし、立ち上がった。ゆっくりとセイに向き直り、一歩、二歩進んだ。小さな背中を、シドは見上げた。



「アニス……？」





　魔法とは、血だ。

　人の身に流れる赤い水がもつ熱が生み出すもの。

　アニスはとうに理解していた。

　心臓、剣けん、大樹、炎ほのおの中心にある、呪じゆ縛ばく、扉とびら、子供の頃ころ泣いていた、ウロコ、金色、何よりも美しい、力の源泉、狂きよ気うきに似た、海、底の底の底、その向こう側、花弁、水が滴したたり、

　火。

　自分の中で燃えている。

　永遠に似た源泉。



　運命なの、と金きん髪ぱつの少女は言った。



「古イきル血・のカ盟ラ約ドにナ従ガいル」

　アニスは両手を伸のばす。

　その声に宿るものに、セイ・ノーマンは刮かつ目もくする。それは間ま違ちがいない、古き力の発動。四つの源泉よりもなお古い、人の手では扱あつかうことなどできない、唯ゆい一いつ不ふ可か侵しんの。

「我が呼び声にこたえよイル・ヴエステイーヴア」

　少女の呼びかけは滞とどこおることがない。

　アニスは、魔ま法ほう使つかいではない。

　その大海のように尽つくせぬ魔力は、自ら力を振ふるうために在るのではない。

　希こいねがい、喚よび出し、使役する。

　アニスは召しよ喚うかんの力をもって生まれてきた。

　赤い髪かみが踊おどる。違たがえようもなく約束の呪言を紡つむいだ唇くちびるも、金色に光る目も、アニスではない何者かのようだった。



「門をエ超ルえパてー来ジたヤれ……！」



　おん、と空気が震ふるえた。

　塔とうの中に嵐あらしが生まれる。それはアニスを中央として吹ふき荒あれる。

　セイはここに恐おそろしいものが来ると、本能でそう察した。だが逃にげることはできない。身体が動かない。

　シドですら、恐きよ怖うふに肌はだを震わせた。逃げなければ、という衝しよ動うどうに突つき動かされるが、それはできなかった。

　それはもう、来てしまったからだ。

　アニスの足下が湖面のように揺ゆれた。石でできたはずの床ゆかは、液体と化していく。

　いや、それはそう見えただけだった。湖面にウロコが映ったように見える。黒く、赤く、強大なものがそこに映っていた。

　ごう、と風が吹いた。それはゆっくりとこの世に現れた。



　隣りん国ごくほど遠くにあっても、かれらの力は魔法使いたちに影えい響きようを与あたえる。それは彼らが魔力の源泉に直接つながる、光と闇やみと永遠そのものである存在だからだ。

　竜りゆう。もうひとつの世界の住人。そしてアニスが喚よんだのは、古き血をもつ「幻げん祖そ」と呼ばれる存在だった。



　音はなかった。

　あれほど激しかった風は、ぴたりと止まった。

　大地の中心につながる湖から現れた竜は、この世のあらゆる竜よりも偉い大だいであり、不ふ羈きであり、神に似ていた。

　それは、この世に在りながら、この世のものではなかった。

　水面に顔を出す鰐わにのように顔を出している。その両りよ眼うめはあらゆる色をもっていた。その身体を覆おおうウロコは、この世で一番硬かたく、この世で一番柔やわらかいものだった。

　古い大樹、巨きよ大だいな宝石、深海の鯨くじら、極北から吹く風、太古の炎、

　それはそのようなものたちに似ていた。



　助けてほしい、とアニスは必死に願った。

　そして少女の願いに応こたえるかのように竜は、声を上げた。

　それは声でありながら声ではなかった。聞く者の魂たましいを震わせ、崩ほう壊かいさせようとする声だ。

　セイ・ノーマンは、羽虫の一匹ぴきに過ぎない己おのれを悟さとった。その声を聞いただけで、精神力が砕くだかれ、魔力を根こそぎ奪うばわれたのだ。たとえここに国中の魔法使いが集まっていたとしても、その声によって皆みな魔力を奪われ、無力化しただろう。

　そしてそれはこの少女が導いたのだ。

　セイはそれが笑うのを見た。

　目を細め、嬉うれしげに。それは彼を見て笑ったのではない。幻げん想そうを導く少女を見て笑ったのだ。

『デ　アルタ　イヴリス』

　その笑えみを、シドも見た。水面のように揺らぐ床の上で、その言葉を聞いた。竜は人の言葉を解するのか、と驚おどろく。蜥蜴とかげの口で言葉を発するのではなく、人の頭に直接呼びかける。

『タブラ　ナーキム　ウル　カラド・ナガル』

　今はもう失われた魔道の国の、選ばれた魔法使いだけがつかうことを許された言語だ。

　竜は、こう言っている。



    

  
    
      　カラド・ナガルの娘むすめよ、そなたの呼び声に応え、力を与えよう、と。

　深い地球の底で、この竜はアニスの覚かく醒せいを待っていた。その力が開花し、この世に導かれる時を待っていたのだ。

「力……？」

　アニスは問い返す。

「力を、くれるの？」

　望むならば、と竜は言う。アニスは竜の告げることを理解した。

　星を墜おとしたければ、太陽を支配したければ、月を手にしたければ、願えば良いのだ、と。



　シドは、喉のどの奥おくから声を絞しぼり出した。

「ア……ニス」

　生まれてから最初に言こと霊だまを唱えたときには、その魔ま導どう師しと契けい約やくを結ぶ竜が現れる。

　だがあれは、契けい約やく竜りゆうと呼んでいいような代しろ物ものではない。人の制せい御ぎよできる力を超こえている。精神の存在でありながら、現世に影響を及およぼす。

　それを導いたのは、アニスだ。

　だからあの男たちはアニスを死なせようとしたのか？　世界に害をなす存在だと、知っていたから？

　シドの目に、幻祖はひどくまがまがしく映った。まるでアニスを誘さそい、堕だ落らくさせ、食らいつくそうとしているかのように。

「アニス！」

　呼びかけに反応はない。アニスは竜の黄金の目にとらわれたまま、シドの声に反応を示さない。傷の痛みに歯を食いしばり、シドは声を出す。

「アニス！　しっかりしろ、我を失うな……！」

　シドは必死に床をかき、立ち上がる。ぼたぼたと血が落ちる。一歩進むたびになお痛む。

　だがシドは、アニスのそばに歩いていこうとする。



　アニスは、太古の声に耳を傾かたむけている。だが、違ちがう声が届く。

　うるさい。心を騒さわがせる声がする。うるさい。

　これは盟約だ。自分は、巫み女こだ。

　炎ほのおの幻想に囚とらわれる。

「火に飛び込みなさい」

と命じられた。小さな自分。全てはこの力の為ためだ。竜りゆうを喚よび出すことができるから、この力は危険だから、彼らは自分を殺そうとしたのだ。

　恐おそろしかった。彼らは火の中に飛び込んで死ねという。髪かみ一本、爪つめ一枚すらこの世に残さず消えてしまえと。

　恐きよ怖うふに囚われて、泣くこともできない。

「飛び込みなさい。

　それはお前にとっても救いとなるのだから」

「アニス」

「────さあ」

　この命はこの力のためのもの。髪も、骨も、血も、肉も。捧ささげられるために生まれたもの。アニスは竜たちのものなのだから。



「その娘を殺すな」

　そのとき、アニスはあってはならない声を聞いた。

　神代からある森に、この世の中心につながる湖に、古き一族に護まもられた結界に、侵しんに入ゆう者しやが現れたのだ。

　違う。

　違わない。

　あのとき、声を聞いた。そしてアニスは解放されたのだ。



　そして今も、あのときと同じ声がする。

「アニス、そちらには行くな」

　少年の手がアニスを後ろから引き寄せた。



「あ、あああ」

　アニスは頭をかかえた。あの声。

　黒い髪をした少年は、この世で最も新しい炎を現出させる。彼は少女を消そうとしていた全てを、崩ほう壊かいさせた。炎に恐怖していた少女を、助け出すために。



「なんてこと」

　幼い少女を見つめて、ポーラは痛ましげに口元を手で隠した。

「こんな小さな子がなんて目に……」

「ああ。だが、何も覚えてないと言うんだ」

　十年前のポーラに幼いアニスを渡わたしたのは、あの日も変わらぬ容よう貌ぼうだったシド。

　シドは、アニスを助け出しただけでなく、大事な時間をくれた。ポーラはアニスの母代わりとなり、優しい時間をくれた。

　……思い出した。



　振ふり返る。すぐそばに、少年の顔があった。

「シド……」

　アニスは、自分が我を失っていたことに気がついた。血が沸わき立ち、衝しよ動うどうに狂くるい出すのを抑おさえなければ、自分は滅ほろび、消えてしまう。そのことに気がついた。

「しっかりしろ」

　シドが、そばにいる。

　そのことがアニスに力を与あたえた。

　召しよ喚うかんの力をもつものは、召喚したものと精神がつながる。支配され、ずたずたになって消えたものもいる。

　魔まに魅み入いられ、魂たましいの欠片かけらまで食らいつくされた者がいた。

　魔に使役され、知らぬままに国を滅ぼし尽つくした者がいた。



「いらない……」

　アニスは呟つぶやくように告げた。

「太陽の力も、月の力もいらない。私は、ただ守りたかっただけ……」



『承知イラ　ヴエツリ』



　そなたは「竜の母にして花嫁カ　ラ　ド　・　ナ　ガ　ル」であることを証あかし立てた。と、竜は告げた。

　そのとき猛もう烈れつな痛みが走り、アニスは声を上げて右目を押さえた。押さえた眼球に、『竜の噛かみ痕あと』と呼ばれる印が刻まれたのが分かった。

　アニスが右手を伸のばすと、火の竜が現れた。左手を伸ばせば、風の竜が現れた。

　影かげからは蛇へびに似た竜が現れた。小さな竜が、何十と姿をみせた。

　彼らは「幻げん祖そ」の眷けん属ぞくだった。祝うようにアニスを取り巻き、歌うような声を上げて飛び回った。アニスが手を伸ばせば甘あまえるように身をくねらせて悦よろこんだ。寄り添そって立つシドが身を引こうとすると、何なん匹びきもの竜がからかうように飛び回った。

　ひとしきり祭りのように騒さわぐと、かれらは「幻祖」とともに、自らが生まれて来たるところの混こん沌とんに戻もどりゆこうとする。

『運キ命ルからラはエ、ン逃れムらリれヴなアいリ。竜の母にして花嫁よウ　ル　カ　ラ　ド　・　ナ　ガ　ル』

「幻祖」はそう言い残し、湖面に沈しずんでいく。

　塔とうの床ゆかを湖に変えた幻の力は、まるでなかったもののように消えてしまった。



    

  
    
      十幕　アニス、決断する






　幻げん想そうの余よ韻いんは、ひどく重苦しいものだった。セイは固まったまま動かず、シドも言葉が出なかった。

　緊きん張ちようから初めに解放されたのは、アニスだった。

　すでに竜を喚よびだしたときのような神聖さはない。いつものアニスに見えた。

「あのぅ」

　アニスはポーラの顔をしたセイに近づいていった。

「あなた……ポーラ様じゃなくて、セイ……よね？」

「………………」

　普ふ通つうの人間なら気死していたかもしれないが、セイ・ノーマンは精神の糸も切らずにそこにいた。しかし食われた魔まり力よくは戻らず、今はなんの力も振ふるうことはできない。

「お前は死んだ方が良い」

　セイは、ポーラの顔でそれを言った。

「化け物め！」

「うるせぇよ。それはテメェのことだろうが、変態が」

　腕うでを伸ばし、アニスを庇かばったのはシドだった。腹のあたりが真っ赤に染まっている。少し動くだけで激痛が走る様子だが、しかし痛いと言うにはシドの矜きよ恃うじは高すぎた。

「シド！　貴方も見たでしょう？　この娘むすめは、世界を滅ぼすような力をもってる。殺さなければ」

「滅ぼさねぇよ、テメェとは違ちがうんだ」

「いいからその娘を殺しなさい！」

　唾だ液えきを散らしながら叫さけぶセイを、シドは見下ろした。その手にはナイフがある。

　その目は、竜の目の色に少し似ていた。おそらく、その獰どう猛もうさが。

「祈いのれ。

　お前のような奴やつでも、救ってくれる神はいるかもしれないさ」

　彼の手を止めたのは神ではなく。

　セイ・ノーマンの命を奪うばうのを拒きよ否ひしたのは、アニスだった。

　つかまれた腕を、シドは不ふ機き嫌げんそうに振り払はらう。だがアニスはもう一度腕をつかんだ。

「いい加減にしろよ、お前は」

「でも……その……」

「こいつはポーラを殺して身体を使いやがった。だから殺してやるんだよ、手を離はなせ」

「でも、このひと……ポーラ様じゃ、ないわ」

　シドは眉み間けんに深い皺しわを寄せた。アニスはセイ・ノーマンがどのような手段でもってひとの身体を手に入れるか知らない。

「ポーラ様、生きてるわよね？」

「何度も言わせるな。こいつは、ポーラの身体を使ってるんだ」

「でも、この人の身体は、違う……」

「アニス、いい加減に」



「シド、何を怒おこっているの？」



　背後から届いたその声を聞いたとき、シドは怒ど鳴なろうとした声を飲み込んだ。そして振り返ったアニスの顔が喜び一色に染まる。

　部屋の入り口には、息も絶え絶えなジークと、そして背筋をまっすぐ伸のばした老シスターがいた。

「殺してなかったのか」

　セイ・ノーマンはふんと顔をそむけた。

「いや、殺す気は満々だったみたいだぜ。ポーラさんの教会の周り、ゾンビが何人もいたからな？」

　シドは、ジークの説明を聞きながらアニスがポーラに飛びつくのを見つめていた。



　ジークは泥どろだらけのアヒルを抱だきかかえていた。

「大だい丈じよ夫うぶ？」

　アニスが驚おどろいて問いかけるが、アヒルは元気なくグワーと鳴いて人の姿に戻もどった。ジュリ・メイガスではなく、金きん髪ぱつの少女の姿である。

「ビアンカ……」

　ビアンカはがっしりとアニスに抱きついた。

「ゾンビ怖こわい、ゾンビいや、ゾンビ嫌きらい、ゾンビ臭くさい」

　そう呟つぶやき続けている。

　ゾンビたちに取り囲まれたジュリ・メイガスは抵てい抗こうに次ぐ抵抗を繰くり返したが、最終的に魔力が尽つきた。何十もの手につかまれて死にそうになったとき、かれらの動きが止まった。ゾンビたちに供給されるセイの魔力が停止したのだった。

　そしてビアンカは駆かけつけたジークとポーラにアヒル姿で発見された。ナイフの傷はひどかったが、ポーラはシスターである。治ちり療よう術の心得があった。



「そいつ、どうする？」

　ジークに問われ、シドはセイを見下ろした。

　セイ・ノーマンが自力で脱だつ出しゆつを図るのは不可能だった。

「せめて同じ目に遭あわせてやりたいもんだが」

　シドが呟くと、ポーラが笑えみをたたえて、

「反省していただきましょう」

と告げた。

　それを聞いたアニスが青ざめる。

「ポーラ様……は、反省ですか」

「人としての道にかえっていただきましょう。僭せん越えつながら、私がお手伝いいたします」

　ひぇ、と喉のどの奥おくで小さな悲鳴を上げたアニスにビアンカが「なんなの」と耳打ちする。

「なんか問題でも」

「あ、あう、う、……ポーラ様は、とても……怖いの」

「そりゃ一ひと筋すじ縄なわでいきそうにない人だけど、でも」

「反省させられちゃうの。

　ずーっと説教されるの」

「説教くらいで……」

「ポーラ様の反省と言ったら、一ヶ月くらい毎日毎日毎日毎日起きてる間ずーっと人の道を説かれることなの」

「…………」

　ビアンカは腕うで組ぐみして片かた眉まゆを上げた。

　ポーラは柔やわらかな幹をもつ木のように、嵐あらしに逆らうことこそないが、その実決して折れることのない精神の持ち主であるようだ。

　セイ・ノーマンが説教ごときで反省するようにも見えないが、しかし彼には良い経験かも知れない。魔まり力よくを奪うばわれた上、聖職者の檻おりの中で説教されるのは、魔ま導どう師しとして死んだ方が良いくらいの恥はじだ。

「まあ、お手て柔やわらかにな」

　シドはにっと笑って、捕ほ縛ばく者を哀あわれみの眼まな差ざしで見つめた。

「十分反省させてやってくれ。残りの人生を敬けい虔けんな教徒として、神に捧ささげるくらいの勢いで」

「それじゃ足りませんね」

　ポーラは肩かたをすくめた。そしてセイに顔を近づけ、彼の視界を笑みでいっぱいにした。

「安心なさい。手て荒あらな真ま似ねはいたしませんから」

「………………」

　シドは目を閉じた。暗い塔とうの中を「どこですか、シド。出てらっしゃいな」と追いかけっこをした、あのときよりも今の方が怖い気がするのは……たぶん、気のせいだろう。きっと。



「アニス」

　シドに呼ばれてアニスは振ふり返った。

　赤毛の少女と黒くろ髪かみの少年はほとんど同じ目の高さで見つめ合う。

「お前、もう戻もどっていいぞ」

「……え？」

「セイにはもう、お前を狙ねらう気力はないだろう。ポーラの許もとで、シスターにでもなんにでも、なりたいものになるといい。

　短い親子生活だったが、ここまでだ」

「…………」

　アニスは目を閉じた。

　悩なやんだ時間は、短かった。

「ごめんなさい。だめだわ」

「は？」

　シドはアニスの目を見つめ返す。

「私、ここにいたいの」

　シドは絶句する。ここでの日々は、喧けん嘩かばかりだった。きっとアニスは喜んでポーラの教会に戻ると思っていた。

「私たち親子だって言ってたけど、でも、違ちがってたわよね。あなたは父親じゃなかったし、私は娘むすめじゃなかった」

「……ああ」

「でも、これからはちゃんと家族になれるような気がするのよ」

　ああ、と答えようとしたシドだったが。その声を聞いたとき、背筋に寒気が走ったのだった。

　アニスはにこにこして言葉を続ける。

「私、新しい家族ができたら、本に出てくるような理想の生活を送るんだって、色々と計画を練っていたのよ。手料理を食べてもらったり、手をつないで散歩したり、子守歌を歌ったり。あなたがイヤミと文句ばっかり言うから、この計画は無理かと思っていたんだけど……でも、猛もう烈れつに無理じゃない気がしてきたわ！」

「いや、無理だ！」

　シドは腕組みして言下に答えたが、アニスはふるふる首を振った。

「私が魔法を使えるようになったら、踊おどりながら謝ってくれるって約束もちゃんと果たしてもらわないといけないし」

「誰だれがそんなことを言った、妄もう想そうと現実を混ぜるな！」

　総毛立ちながらシドはアニスを怒ど鳴なりつける。アニスの笑え顔がおは無む邪じや気きで、とても恐おそろしい。

「あんな無茶苦茶な召しよ喚うかんをやらかしといて、魔法を使えるようになったとか言うつもりじゃねぇだろうな？」

「う。……でも、びっくりしたわよね？」

「するに決まってんだろうが馬ば鹿かが！　魔法とビックリ芸は違うんだよ、それにお前また竜りゆうを喚よべるのか？」

「うう。あまり……自信がないわ。だって、太陽と月の力って、結構こわいものみたいだったから、いらないって言ったのに……」

　シドはアニスの右目を見た。あのとき、アニスの目に竜の噛かみ痕あとが刻まれたのを、シドも確かに見た。

　アニスはいらないと言ったはずだ。だが幻げん祖そは契けい約やくを結んだ。

　運命だと告げて、彼の眷けん属ぞくを喚び出す力を与あたえたのだ。

　この妄想過多な赤毛の少女にどんな運命が待っているのか、シドには想像もつかなかったが……。

「まあ、どう考えても賭かけは俺の勝ちだ。残念だったな」

「うぅ……まだあなたが勝ったわけじゃないわ。そうよ、まだ勝負はついていないもの！

　それに、私がいなくて困るのはあなたかもよ？　いつか俺を守ってくれって頼たのむようになるんだから」

「なるかあ！」

　二人の会話にビアンカが笑い出し、ジークも吹ふき出した。ポーラも口を押おさえて肩かたを震ふるわせている。

「最高！　そうよシド、あんたも弱点晒さらされちゃったんだから、アニスちゃんに守って貰もらいなさいよ。それがいいわ、うんうん」

「なに、なんだよビアンカ、シドの弱点って」

　ジークが反応するのにビアンカはにっと笑って誤ご魔ま化かした。



「アニス」

　ポーラはアニスに向き直った。そしてかすかに背筋を曲げて、優しく両手を広げた。アニスはその中に飛び込んでいった。

「愛いとしい子。貴方の幸せを、いつも祈いのっていますよ」

「ポーラ様……」

「忘れないで、私にとって貴方はいつでも小さなアニスのままなのですからね」

　アニスは唇くちびるを震わせ、ポーラの胸に顔を埋うめた。温かな手がアニスの背中を撫なでる。だが、この温かさを感じることは、もしかしたらもう二度とないのかもしれないのだ。

「シド、この子をよろしく」

「ああ」

　シドはよそを向いたまま頷うなずいた。





　セイの姿が消えた、とポーラから連れん絡らくが来たのは二日後だった。あの身体は死人にセイの意志を取り憑つかせたものに過ぎなかった。セイは逃れるために己の心臓を傷つけた。すると彼の身体は泥どろ人形のように地面に落ち、液体と化したという。

「やっぱりね。あいつがしぶといのなんて、分かってたけどさ」

　シドの説明を聞いたビアンカは、でも、と続けた。

「アニスちゃんが、まさか魔ま導どう師しになっちゃうとはねぇ。ほんとびっくり。悪いけど、ほとんど無理だろうなーって思ってたし」

　シドの塔とうの一階、玄げん関かん前まえの大広間である。ビアンカとシドは、アニスがノアの顔を撫でながら話しかけているのを眺ながめている。

　ノアは子犬のようにアニスに鼻をすり寄せている。ノアの背中には竜用の騎きじ乗よう具が取り付けられていた。

「アニスちゃんって、竜を魅みり了ようしてるように見えるわよね。ノアがあんなに懐なついちゃって」

「ああ、竜の目からみたらあいつは、ものすごい魅力があるみたいだな」

「しかも、セイが腰こし抜ぬかすほどの竜を喚んだのよね？　ざまぁ！　って言いたいところだけど……でも、ちょっと心配よね。そんな大きな力があの子にあるなんて」

　その口調はビアンカのものというより、ジュリ・メイガスのものだった。シドは目を細め、ふんと鼻を鳴らした。

「昨日、試ためしに竜を喚よばせた」

「はっ？　人が平和に安あん眠みんしてる隣となりで、あんたなにしてくれてたわけ？」

「幻祖なんてもんがそうぽんぽん喚ばれてたまるか。予想通り、アニスは竜を喚べなかった」

　ビアンカはまつげが一本一本はっきり見えるほど目を大きく見開く。

「え。ええええええ？　なにそれ」

「いや、最終的には一匹ぴきだけ喚べたんだがな。ノアを」

「……やっぱりあの子に魔法は使えないってこと？」

「それはない。だが、あいつの力が非常に不安定であることは間ま違ちがいない。なにか条件があるのかもしれない。これからじっくり調べるさ」

　口くちの端はしを上げるシドを見てビアンカは眉間にしわを寄せた。

「な、なんか、あんたアニスちゃんのこと実験材料みたいに思ってない……？」

「まさか」

　シドは肩を浮うかせた。人の悪い笑えみを浮かべ、

「可愛かわいい娘むすめだと思ってるよ」

「うっ……」

　うそつき、とビアンカが叫さけびそうになったところに、ジークが現れた。大荷物を背負っている。階段をほとんど飛び降りるほどの勢いでノアのそばに到とう着ちやくした。

「お待たせ！　アニス。ノアとの別れはすんだか？」

「準備できたの？　ノアが、私にタマゴをよろしくって言ってるの。困ったときはすぐに飛んできますからって」

「あははははは、都からシドの塔まで、飛んでくるには遠すぎるよ」

　上じよ機うき嫌げんに声を上げて笑いつつ、ジークはシドとビアンカを振ふり返った。

「じゃ、すまないけどシド、ノアを借りるよ」

「ああ。実家でゆっくりして来い」

　ジークはジジイの顔を見るだけだぜ、と言いつつノアの紐ひもを引く。祖父に帰ってこいと厳命されたジークだが、顔を見たらすぐにとんずらするつもりである。

　ちなみにジークはアニスが竜りゆうを召しよ喚うかんする魔導師になった説明を受けていない。いざとなればノアは一いつ瞬しゆんでアニスのそばに戻もどってくるとは知らないのだった。

「嬉うれしそうね、ジーク」

「ああ。ぎっくり腰ごしの爺じいさんの見み舞まいは嬉しくないけど、なんたってノアが一いつ緒しよなんだぜ！　今、ノアは俺のもの！　二人旅！」

　黙だまって聞いていたビアンカがむっとした顔で、

「この、竜馬ば鹿か」

と呟つぶやいて小鳥に変身した。そしてジークの肩かたに乗り、その髪かみをくちばしで引っ張りながら、襟えり元もとに潜もぐり込んだ。

「なんだよビアンカ、ついてくるつもりか？　俺とノアの二人旅に」

「そのにやけ面づらなんとかしなさいよね、間ま抜ぬけったらないわよ！」

　アニスは、ビアンカも行くの？　と言いながら外に向かって大おお扉とびらを開けた。

　両開きの扉とびらを開けると、そこは何百何千と、白いスーリエの花の咲さく丘おかだ。花びらが舞まい上がる青空には雲一つない、上天気だ。



　ノアが、飛び立っていく。騎乗するジークがものすごい笑顔で手を振り、すぐ戻るからー！　と叫んでノアの鼻先を都に向けた。

　アニスは手を振り、ノアの姿が見えなくなるまで見送っていた。そして黙ってそばに立っていたシドを振り返った。アニスがにっこりして首をかしげると、シドは片眉を上げた。

「なんだ、にやにやして。頭が悪いのがばればれだぞ」

「にやにやなんてしてないわ！

　……二人になるのは初めてだな、と思って」

「ああ、そうだったかもな」

　閉じこめられるだけだった塔の生活は一変した。

　アニスはシドが卵料理ばかり食べることや、本を読みながら歩き回ることをどうにかできないかと悩なやんだり、また彼がどんな人生を歩んできたのか聞き出すための作戦を練ろうとしていたが。

　今は一番大事なことを決めなければならないと考えた。

「私、あなたのこと、なんて呼んだらいいと思う？」

　相談すれば、彼は今さらかと言いながら一緒に考えてくれるだろう。



　アニスの新しい生活は、この場所で始まったのだから。



    

  
    
      あとがき






　はじめまして、花はな房ふさ牧まき生おと申します。人生で初めてのあとがきを書くことになり、やや緊張しております。

『アニスと不機嫌な魔法使い』は、第一回ノベルジャパン大賞にて奨しよう励れい賞しようをいただいた作品です。ご連絡をいただいたのが一年と少し前、それから色々な打ち合わせや改かい稿こうなどを重ねて、ようやくこのたび形にしていただくことになりました。

　変なヒロインかもしれませんが、どうぞ皆様に、「アニス」を気に入っていただけますように……と書くと早速あとがきが終わってしまいそうなので、ここらで制作秘話的な話を交えて振り返ってみたいと思います。

　改稿にはほとんど困らなかったのですが、難なん航こうしたのはタイトルでした。いろいろなタイトル案がせめぎあって選べないという意味ではなく、

「タイトル！　タイトル大事！　しかし思いつかない！」

という方面で。

　投稿時のタイトルは、そのまんま『アニス』でした。なんでそんなシンプルだったのか告白しますと、投稿のときにあまりにギリギリだったためタイトルを練っている時間がなく、「ええい主人公の名前にしてしまえ！」と勢いづいたためでした。泣けます。

　その後、そんな三文字タイトルではちょっと寂さびしいようななにやらで、タイトルを再考することになったのですが、担当さんの

「『赤毛のアニス』でいいのでは……なんて言ったりして」

という冗じよ談うだんに全力で賛成しそうになったりしました。それ以上ぴったりなものがなかなか思いつかず、悩みに悩んで友人に相談してみたところ、

「そこで『アニス☆トリプルアクセル！』だよ」

「それがだめなら『アニスとアヒルとツンデレと』！」

とたくさんの案を出してくれました。ハイレベルなクオリティに屈くつ服ぷくしそうになりましたが、それを担当さんに提案したとして、万が一ついうっかり通ってしまったら！　なんて心配はしませんでしたが、鉄、いや鋼の意志で違うタイトルを考えました。

　後は担当さんに「この竜車の構造はどうなってるんですか」と質問されたときに、

「そ……それは……えーと……☆♪＠：‥＊」

と人の言葉を忘れてしまったりとかしましたね。あのときは失礼しました。しかし、

「アニスが行き止まりに追いつめられた後逃げてるんですが……どっちにですか？」

と訊かれたときには人の言葉を忘れず、ちゃんと

「空デース！　アニスは空を飛んだのデース！」

「地下デース！　アニスは地下に潜ったのデース！」

なんて答えることなく、手に汗かきながら「訂正します」と答えたものです。真面目にアホな間違いをしていることが少々、あったのでした。……少々ですよ？　ほんと。

　振り返ってもろくな制作秘話がないことにようやく気づきましたので、このへんで止めておきたいと思います。

　私の背後にいるらしき「うっかり神」と「ぼんやり神」、早くどこかに行って欲しいなと思っています。友達の「おっちょこ神」もこちらに来ないように。ちょっと楽しいような気がするこの三神。いやダメだ絶対！

　ちなみに担当さんには「ツッコミ神」がついていらっしゃる気がします。帰き依えしたいくらいです。いつもありがとうございます。

　そして植田亮さんの絵を初めて拝見したとき、アニスやシド、みんながあまりに生き生きとイメージそのまま描き出されているので、感動しました。人物だけじゃなく背景まですみずみまで眺めてほくそ笑んでいる私は、まるで要注意人物でした。

特に女の子の可愛らしさときたら、見る者を

「こいつは世界を狙える器だぜ……！（ゴクリ）」

と唾つばを飲み込む熱血コーチに変えてしまうほどの……危険度が高まってきたのでそろそろ自重いたしますすみません。植田さんに描いていただけたことは望ぼう外がいの幸福です。イラストには本当に多大なパワーをいただきました！　ありがとうございます。



　今回の経験で、本を出すのは、たくさんの方の力を合わせてのことなのだということがとても良く分かりました。一人で小説を書いていた自分には非常に刺し激げき的てきで、一言で表現できないような、苦労も全て楽しく思えるような経験でした。

　関わってくださった皆様、選考で選んでくださった方々、先輩方、友人たち、そしてもちろん今この本を読んでくださってる方に、最大級の感謝を。

　どうかあなたにとって、この話が面白いものでありますように。

　ではでは。願わくば、またお会いしましょう！

平成二十年　五月　晴れの日　
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